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　彼はとてもイジワルだ。

「イヤ……イヤです、離して……」

　私がどんなに泣いても拒んでも、柔らかそうな唇くちびるをクッと歪ゆがませて愉快そうに微ほほ笑えむばかりで。

「イヤと言われると、もっといじめたくなるね」

　切れ長の三さん白ぱく眼がんの垂れ目に、冷たい妖あやしさを浮かべて見つめてくる。

　白いシーツの上で波打つ私の黒髪をひと房すくい、そこに言葉とは裏腹な丁寧なキスを落とされた。

　その光景に涙が滲にじんでしまうのは、バカな私の心が愛と錯覚しそうになってしまうから。

　――やめて。好きでもないのに、そんなに優しく私の身体に触れないで。

　自分の意思とは関係なく高鳴ってしまう胸が苦しくて、ついにまなじりから涙がこぼれてしまった。

　彼はそれを当たり前のように自分の舌で舐なめ取る。まるで私の悲しみまで自分のものにするように。

「嫌い……嫌い……綾あや部べさんなんか、大っ嫌い……」

「俺は大好きだよ」

　憐れに泣き続ける私に、追い討ちをかける冷れい酷こくな嘘。紡つむがれる言葉が甘ければ甘いほど心の奥まで染しみていき、深い場所に傷を負う。

　――大嫌い、あなたなんか。

　綾部淳じゅん耶やさん。九つ年上で私の上司。いつも冷静で、誰にでも優しくて。

　そして私をもてあそぶ、誰よりイジワルな人。
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　私、春はる澤さわ志し乃のの勤める『アルバホールディングス』は、酒類・飲料の研究開発、及び製造販売を行っている。

　総従業員数は連結会社を含めて一万人を超える大手ドリンクメーカーで、日本全国どこのスーパーやコンビニでもうちの商品が並んでいるのを見ることができるほどだ。

　グループ会社は製造や物流、広報からプラントエンジニアリングなど十数社以上を抱え、さらに各分野に特化した事業所を全国に展開している。

　その中で私が所属するのは、東とう京きょう都と大おお手て町まちにあるリキュール・スピリッツ類事業所。いわゆるカクテルやチューハイを専門に扱う事業部で、そこのマーケティング企画課で働いている。

　マーケティング企画課は消費者のニーズを調査し、その情報に基づいて商品を企画していく仕事だ。正しい情報を入手してデータを構築し、そこから新しい商品を生み出していく業務は、努力とセンスが必要とされる。

　外部の協力企業を何軒も回ってクタクタになる日もあれば、ミーティング続きで連日残業になることもざらにある。苦労してデータを集め、何十と出した新商品のアイデアが、全く採用されずに落ち込むことだってある。

　だからこそ、自分のアイデアが反映された商品が、店頭に並ぶときの喜びは格別だ。私のアイデアが初めて活かされた商品が発売されたときには、スーパーでお客さんがそれを手に取る瞬間が見たくて、店内を一時間もウロウロしていた。

　そんな、大変だけどやりがいを感じられる毎日はあっという間に過ぎ、私が入社二年目を迎えた春に――彼はやってきた。

　新しい課長として配属されてきた綾部淳耶さんは穏やかそうで、けれどどこか妖しい色気を漂わせていて。まだ二十三歳の私には、三十二歳の彼がとても大人っぽく見えた。

　長身でスラリとした細身のスタイルと、ストレートで前髪を下ろしたミディアムヘアーの黒髪。それに加え、あっさりした嫌味のない顔立ちに、涼しげな印象を受けた。

　目尻の下がった切れ長の瞳は少し冷たそうにも見えるけれど、優しく下弦の弧を描く口元にはなんだか安心させられる。

　それでいて細かなパーツは男らしく、薄く血管の浮き出る手の甲や長く骨張った指先、扇情的なラインを描く喉のど元などに、ときどき目を奪われることもあった。

　けれど、一緒に働きだしてから一番魅力を感じたのは、その人当たりのよさだ。

　上司としての威厳を損なうことなく、細やかで親切な気配りができるから、綾部さんはたちまち女子社員たちの憧れとなった。

　綾部さんは仕事に意欲的で、チームごとのミーティングにも必ず参加し、積極的に意見交換を行った。

　仕事がデキて、優しくて、大人っぽくて。そんな絵に描いたような理想の上司ならば、恋に奥手だった私でも、胸をときめかせてしまうのは当然のことだと思う。

　男性と付き合ったことがない私だけど、綾部さんはとてもしゃべりやすくて。あとになって考えると、彼が話しやすい雰囲気を作ってくれていたんだとわかるけれど、時には頼れる上司として、時には身近なお兄さんみたいに会話してくれるのが嬉しくてたまらなかった。

　そんな日々を繰り返しているうちに、私は気がつくと綾部さんを好きになっていた。

　けれど、それは激しい恋心というよりは淡い憧れに近いもので。

　いいアイデアを出して褒ほめられたら嬉しい、お昼休みに社員食堂で偶然同席できたらドキドキする、課の飲み会で彼のプライベートな一面を知れたら幸せ、そんな子供の初恋みたいな想いだった。

　二十三歳にもなって恋人ができたことのない冴えない私には、たとえ幼稚でも胸を甘く疼うずかせる幸せな恋だったことには間違いない。

　淡くてよかった。憧れでよかった。ささやかで幸せな日々がずっと続けばよかったのに――。




　七月。

　まだ午前十時前だというのに、目に痛いほどの眩まぶしい日差しを避けようと、私は誰もいないフロアで南側のブラインドを降ろした。

　マーケティング企画課で一番最初に出勤するのは私だ。

　今年は新人が配属されなかったこともあって、うちの課では勤続二年目の私が一番の下っ端になる。

　先輩方にお世話になりっぱなしなので少しでも恩返しできればと、始業時間三十分前には出勤し、フロアの簡単な掃除や植木の水やりなどをしている。

　ざっと三十人が所属するマーケティング企画課のフロアは、七階建てビルの五階にあって、パーテーションで区切られた小さなミーティングルームが四つ配置されている。空間に余裕のある広いフロアは日がよく射し込んで明るいけれど、夏場は日当たりがよすぎて冷房が効きにくいのがちょっと難点だ。

「今日も暑くなりそう……」

　ブラインドの隙すき間まからギラギラと照りつける太陽を覗のぞいて、目をすがめたとき。

「おはよう、今日も春澤が一番乗りか」

　背後から柔らかな声で呼ばれ、私は嬉しさを隠し切れず、笑顔で入口を振り向いた。

「おはようございます、綾部課長」

　振り返った私の瞳に映るのは、ブルーのクレリックシャツにネイビーのスラックスを合わせた、クールビズ姿の綾部さん。

　いつもと変わらない穏やかな顔は、夏の朝でも全然汗をかいていない。そんな暑苦しさを感じさせないところが、三十を超えてもおじさんっぽくなくて、ますます素敵だと思ってしまう。

　九時四十分――始業時間の二十分前、マーケティング企画課のフロアに二番目に出勤してくるのは、必ず綾部さんだ。

　ほかの人たちが続々と出勤してくるまでのわずかな間だけど、綾部さんとふたりきりになれるこの朝の時間は、私のささやかな楽しみになっている。

　いつも少しだけ眠そうな表情でフロアに入ってきて、自分のデスクに向かう綾部さん。普段はしっかり者の彼の、そんな無防備な顔が見られることが嬉しい。

「春澤はいつも元気だな」

　フロアの最奥にある課長のデスクに着き、カウレザーのドキュメントケースを置きながら、綾部さんはブラインドを降ろす私に向かって言った。

「朝には強いですから。目が覚めた瞬間からエンジン全開なんです」

　そう答えて満面の笑みを向けると、綾部さんはおかしそうに口元を押さえ、クスクスと笑いだした。

「なんで笑うんですか？」

　小首を傾げて尋ねれば、少しだけイジワルなからかいを含んだ答えが返ってくる。

「なんか微笑ましいなって思って。早起きして張り切って遊びに行く夏休みの小学生が頭に浮かんでさ」

「小学生って……、ひどい、綾部さん！」

　私が怒った表情を見せているのに、綾部さんはますます楽しそうに笑うばかりだ。

　けれどもちろん、私だって本気で怒っているわけじゃない。これがふたりきりの朝の時間だけに許されるコミュニケーションで、私はこんなやり取りが本当は大好きなのだから。

　私を子供扱いしてはからかう綾部さん。

　それに怒ったりむくれたりして見せる私。

　毎朝のように繰り広げられるこんな会話は朝の時間の特権で、ほかの誰も知らない。

　それを嬉しく思う自分もいるけれど……少しだけ悲しく感じるくすぶりもあった。

「褒めてるんだよ。春澤は子供みたいに元気なのがいいって」

『それって〝マリ〟さんと比べてですか？』

　そんな質問が口をつきそうになって、慌てて呑のみ込む。

　嫉しっ妬とめいた醜みにくい感情が一瞬湧きそうになるのを、無理やり笑顔を作って心の底へ抑えつけた。

　綾部さんに〝マリ〟さんという恋人がいることは、彼に憧れる女子社員の間では有名な話だった。

　マーケティング企画課に来る前の、営業企画課にいたときから付き合っている彼女らしい。なんでも取引先の担当者だったとかで、とても大人っぽい美人だという噂うわさまで流れている。

　以前は駅や街などでその美人と一緒のところをよく目撃されたそうだ。最近はそういった目撃情報はないけれど、彼が同期の友人に『うちのマリがさぁ……』なんて楽しそうに話している場面には、みんなよく遭遇している。きっと彼女との恋は順調なのだろう。

　マリさんがうらやましい。大人っぽい女性だということは、素敵な綾部さんと並んでも、とてもお似合いなのだろう。

　そんな羨望を決して表に出すことなく、私は「それって褒めてないですよ、もう」と、当たり障さわりのない苦笑を向けた。

「おはようございまーす。お、志乃ちゃんは今日も早いなー」

　軽快な挨あい拶さつを口にしながら、フロアにひとりの男性、野の崎ざきさんが入ってくる。

　マーケティング企画課は五つのチームに分かれていて、私が所属するチームＣのリーダーであり、四十過ぎの既婚者だ。言動がおじさん染みているのが玉にキズだけど、とても面倒見がよく、私のことも可愛がってくれている。

『志乃ちゃん』なんて砕けた呼び方も、ムードメーカーでみんなに好かれている野崎さんならではだ。

「ちょうど今、春澤は朝から元気で若いなって褒めてたとこですよ」

　まだ楽しそうに目元を和らげている綾部さんが、野崎さんに話を振る。

　すると野崎さんは濃い顔をニカッと微笑ませて、得意そうに言った。

「何言ってるんですか、俺から見たら課長だってまだまだ若いじゃないですか。課長も志乃ちゃんもヤングですよ。ヤング」

　あまりの寒い単語に、空気が一瞬凍る。

「野崎さん、ヤングって……朝から昭和語録とかキツイです」

　失礼だとわかっていても、私は引きつり笑顔でそうこぼさずにはいられない。

「あはは、志乃ちゃんは手厳しいなあ」

　けれど不ぶ躾しつけにも関わらず、私のツッコミに野崎さんも綾部さんもカラカラと笑ってくれる。

　一番年下という特権もあるけれど、会社では明るいキャラクターで通っているおかげで、多少の砕けた冗談でも、先輩たちはこんな風ににこやかに受け止めてくれる。

　綾部さんだけじゃない。みんなが私を、なんとなくこの課の末っ子のように可愛がってくれていた。だから私は、本当の自分より少しだけ屈託なく、明るい女の子を演じている。

　見た目もほかの女子社員と比べると少し子供っぽいかもしれない。ロングヘアーの黒髪はパーマもかけていないし、少しつり目なのを気にしているので、ピンクやブラウンをベースにした柔らかい雰囲気のナチュラルメイクを心がけている。

　そんなポジションは嫌いじゃなかったし、明るい女の子でいたいと自分でも思っていた。




　けれど――そんな私にだって、どうしようもなく泣きたくなってしまうときもある。

「春澤さん、あなたこの仕事バカにしてるの？」

　チームＣのブレーンストーミングの最中、先輩の柳やなぎさんがこちらに向かって厳しく言い放った。

　小さなミーティングルームに、一瞬張りつめた沈黙が落ちる。

　私は手にしていたアイデアのメモを、思わず隠すように握りしめてしまった。

　それを見て柳さんはますます眉をひそめる。

「どれもこれも他社の二番煎せんじじゃない。しかも古いものばかり。なんのためのマーケティングなの？」

「す、すみません……」

　柳さんは三十過ぎの女性社員で、しっかりしたキャリアがある分、物事をハッキリ言う人だ。上う手まくいったときは大げさなぐらい褒めてくれるのだけど、叱責するときもこんな風に容よう赦しゃない。

　普段は仲だっていいし、彼女が悪い人じゃないことはわかっている。

　けれど、悪意がないとわかっていても、一生懸命考えた商品のアイデアをそんな風にあしらわれると、さすがにつらくなってしまう。

「柳、ブレストは意見を出し合う場所だ。どんなアイデアを出してもかまわない。改善案は歓迎だが、否定は禁止だ。わかっているな？」

　咄とっ嗟さに割って入ってくれたのは、綾部さんだった。

　ブレーンストーミング、通称〝ブレスト〟は普通のミーティングと違って、とにかくアイデアを出し合う形式の会議だ。だから人の提案を批判することは禁止なのだけど……柳さんとしてはそれでも黙っていられないほど、私の稚ち拙せつな案が許せなかったのだろう。

　けれどルールを破った柳さんを、綾部さんは普段より厳しさを滲ませた口調で注意する。

　さらに張りつめた沈黙が落ち、気まずさを感じた私は、無理やり口角を持ち上げて明るい声を出した。

「すみません。私、プレゼン下手で。柳さんの言う通り、これじゃ他社の二番煎じに見えちゃいますよね。えっと、この緑茶割りの商品なんですが、従来の物と違ってビバレッジ事業部の商品とコラボさせて、人気の拡大をはかった物で……」

　焦あせっていたからしどろもどろだったけど、なんとか柳さんの顔をつぶさないように説明をつけ足す。

「ああ、そういうことなのね。だったら先に説明しなさいよ」

　課長の注意などどこ吹く風で、柳さんは腕を組むと私のほうを呆あきれたように見やる。

　それ以上は綾部さんも何も言わなかったけれど、微妙に漂う緊張感は最後まで残り、私は作り笑顔を浮かべながら、もう残りのアイデアを発表する勇気をなくしていた。




　明るい自分は嫌いじゃない。けれど、素直に落ち込んでいる姿も見せられない自分が、バカみたいだと呆れもする。

「……悔しくないし。全然悔しくなんかないし……」

　ブレストが終わってすぐに入った昼休み。

　私は人が滅多に立ち寄らない非常階段の踊り場に、ひとりでうずくまっていた。

　つらいことや泣きたいことがあったときには、いつもここに来てしまう。幸い会社の裏は公園の雑木林になっているから、建物の外部に設置されている非常階段は人目につかない。ひとりになりたいときには、うってつけの場所だ。

　だから私は辺りを気にすることなく、溢あふれる涙を拭ぬぐってはグスグスと鼻をすすり、さっきの柳さんの言葉をどうにか忘れようといじましい努力をしていた。

　そのとき――。

「春澤？」

　突然名前を呼びかけられて、私は驚いて顔を上げる。

「か、課長……」

　振り返った先にはいつからそこにいたのか、綾部さんがドアの前に立っていて、驚きと戸と惑まどいを含んだ表情を浮かべていた。

「……泣いてるのか？」

　ためらいがちに尋ねられた言葉に、私はハッとして目元を拭う。

　泣いている姿を、よりによって一番見られたくない人に見られてしまった。恥ずかしくて、情けなくて、ますます涙腺が緩みそうになってしまう。

　けれど、私はゴシゴシと乱暴に目をこすって立ち上がると、無理やり笑顔を作ってみせた。

「なんか朝からコンタクトの調子が悪くって。あー目が痛い」

　泣き顔を見られたというのに、それでも湿っぽいと思われるのがイヤで、白々しい言い訳をこぼしてしまう。

　なのに、まっすぐ見つめてくる綾部さんの眼まな差ざしは、そんな私を許してくれない。

「バカだな。落ち込んでるなら無理に笑わなくていい。咎とがめもしないし、誰にも言ったりしない」

「な、何言ってるんですか、もう。落ち込んでませんってば」

　気遣ってくれる綾部さんの言葉が嬉しいのに、虚勢が口をついて出てしまう。

　些細なことで落ち込む、暗くて面倒な部下だと思われたくない。明るい女の子でいたい、特に綾部さんの前では。

　だから、たとえ見え透いた嘘だとわかっていても、このまま一緒に笑い飛ばしてほしかったのに。

「柳の言ったことなら気にするな。春澤は今のままでいい、臆さずにどんどんアイデアを出せ」

　励ましを感じる頼もしい声色で、泣いていた理由まで的確に当ててしまう綾部さんは、きっといい上司であり……意地を張った私にとってイジワルな男でもあると思う。

「落ち込んでませんってば！」

　放っておいてほしい。けれど本当は慰なぐさめられて嬉しい。なのに意地を張ってしまった手前、あとには引けない。複雑な感情が絡み合って、つい口調が強くなってしまった。

　少しだけ驚いた表情の綾部さんを見て、自分の失態に気づいてハッと息を呑む。

　せっかく綾部さんが心配してくれているのに、なんて態度をとってしまったんだろう。部下としても女としても、生意気で可愛くない最悪な反発。

　そんな後悔が一瞬で心を覆った。

「す、すみません……でも本当に大丈夫ですから……」

　昂たかぶる感情と自己嫌悪で再び涙が込み上げてきそうになるのを、私は唇をギュッと噛かみしめてこらえる。

　これ以上泣き顔を見られたらイヤなので、慌てて綾部さんの脇をすり抜け、ドアに向かった。

「あーお腹すいた。食堂行こうっと。課長も早く行かなくちゃ、日替わり定食売り切れちゃいますよ」

　わざとらしいのはわかっている。それでも私は無理やり明るく振る舞い、彼に背を向けてその場をあとにした。




　どことなく気まずさを抱えて午後の業務を迎えたのは、私だけだろうか。

　泣き顔を見られたうえ、下手な言い訳で逃げ出してしまったせいで、なんだか綾部さんの顔が見られない。

　それなのに、自分のデスクからチラチラと視界に入ってしまう課長の席が気になって、私はデータ分析を進める手を何度も止めてしまった。

「ちょっと店頭にバイヤーヒアリングに行ってきますね」

　仕事に集中できなくなってしまった私は、自分のスケジュールを変更して外に出る理由を述べると、なるべく綾部さんのほうを見ないようにして、足早にフロアから抜け出した。

　ヒアリング調査はマーケティングの要とも言える情報収集法だ。アンケートなどで購入者の意見を直接聞くこともあるけど、このように商品を扱ってくれている店頭に出向いて現場スタッフの声を聞くことは、市場の動きを把握するために欠かせない。

　何軒もの店を渡り歩くので、決して楽な作業ではないけれど。

　そんなわけで真夏の炎天下、ヒアリングに協力してくれる得意先を回ること数時間。

　すっかり汗だくになりながらも、私はそれなりに良質のデータを集めることができ、満足して帰社した。

　やっぱり生の声は違うな。お客様のニーズを具体的に知ることができるから、思ってもみなかったアイデアに繋つなげられる。

　これをどんな商品開発や販売促進に活かすか、あれこれ頭で思い描きながら会社に戻ってきた私は、昼の気まずさなんかすっかり忘れていたというのに。

「春澤」

　フロアに戻る途中、西日の射し込む廊下で綾部さんに呼び止められてしまった。

　その途端、頭から離れていた昼休憩のことが思い出される。

「綾部課長……」

　けれど、外に出たのがいい気分転換にもなり、私は余裕を持って綾部さんに笑顔を返すことができた。

「ただいま戻りました。外は暑いですね、汗だくですよ。でも、それなりにいい収穫があったんで、これから販促のためのアイデアをまとめようと思います」

　少し日に焼けて火ほ照てった顔をパタパタと扇あおぎながら言うと、綾部さんも柔らかな口元にゆるりとしたカーブを描いて、微笑んでくれた。

　だから、てっきり綾部さんも昼のことを忘れていて、炎天下の中、仕事に励んできた私を労ねぎらってくれると思っていたのに……。

「春澤、今夜空あいてたら、ちょっと付き合ってもらえないか？」

　綾部さんの口から出てきたのは、思いもよらないセリフだった。

　目をしばたたかせた私に彼は一歩近づき、声を潜めて告げる。

「暑い中、外回りしてきて喉渇かわいただろ。奢おごるから冷たい物でも飲みに行こう」

「えっと……あの」

　穏やかな笑顔で誘われて、心臓が大きく跳ねた。咄嗟に返事ができない。

　今までも綾部さんと飲みに行ったことはある。けれどそのときは課のみんなも一緒で、こんな風に誘われたことはない。

　――違う。綾部さんは汗だくで頑張ってる私を、上司として労おうとしてくれてるだけだ。きっといつものようにみんなも一緒で……。

『あり得ない』と頭の中で冷静になろうとするけれど、高鳴る胸が図々しい期待を抱かせる。

　そして綾部さんは、妖しさを浮かべる瞳で私を捕らえて言った。

「ふたりきりで」

　心臓がこんなに痛いほど高鳴ったのは、初めてだ。全身の血液が煮えたぎってしまったのでは……と思うほど、顔が熱くなり、頭もまともに働かない。

　私は驚いた表情を隠すこともできず、ただ彼の瞳を見つめ返す。

　喉の奥が引きつって言葉が上手く出てこない。けれど、心の底で静かに燃えていた恋心が、奥手で臆病な私の頭をコクリと小さく頷うなずかせた。

　それを見た綾部さんは、どこか含みを持たせた笑みを唇に浮かべると、代わりに切れ長の目を優しげに細め、私から一歩離れた。

「あとでＬＩＮＥ送る」

　それだけ言うと何事もなかったように私の脇を通り過ぎ、そのまま廊下の奥へと歩いていってしまった。




　それから終業までの一時間、心臓はうるさく鳴りっぱなしだった。

　ドキドキと鳴る胸の鼓こ動どうが耳にこだまして、考えても考えても頭の中がまとまらない。

　なんで私を誘ったんだろう。綾部さんにはマリさんがいるのに、私とふたりきりで飲みに行くなんて、いいのかな。

　ううん、そんな深い意味はない。ただ気軽に、部下と一緒に飲みたい気分なのかもしれない。きっと、それだけ。勘違いして舞い上がったりしないようにしなきゃ。

　そんな風に考えてもソワソワした気分は収まらず、午後六時の終業時間を迎えると、私は急いでロッカールームに向かった。そして、いつもより倍以上の時間をかけてメイクを直し、身だしなみを整えた。

【午後七時に、地下鉄の五番出口前で】

　綾部さんがＬＩＮＥで送ってきた待ち合わせ場所は、会社から歩いて十分ほどかかる駅出口だった。

　あえて会社から少し離れた場所を指定してきたことが、まるで職場の人の目を避けているみたいで、期待と緊張で胸が騒ぐ。

　私は落ち着かない気分で歩道を行き交う人を避け、駅出口の近くに立った。

　……考えてみれば、男の人とふたりきりで飲みに行くなんて、大学の頃以来だ。もっとも、私が奥手なせいで、その相手とは付き合うことなく終わってしまったんだけど。

　女として不甲斐ない過去が、うっかり頭をよぎってしまう。あまり楽しくない思い出を頭からかき消そうと、顔を上げたとき。

「お待たせ」

　目の前にはシャツの襟元を緩めた涼しげな格好の綾部さんが、落ち着いた笑みを浮かべて立っていた。

　居酒屋で生ビール……だったら、とても気が楽だったのに。

　綾部さんが連れてきてくれたお店は、地下にあるアーバンテイストなダイニングバーだった。

「お腹すいてるだろ？　ここは料理も美う味まいから、遠慮なくなんでも食べな」

「すみません、どうも……」

　まるでホテルのラウンジのような上品な店内、隣り合ったカウンター席には、色気が漂う素敵な男性。

　そんなシチュエーションに不慣れな私は、どうしても緊張してしまい、声までどこか弱々しくなってしまう。

　すると、ぎこちなくメニューをめくっている私を見て、綾部さんは肩を揺らしてクスクスと笑いだした。

「まるで〝借りてきた猫〟だな。いつもの元気はどうした？」

「べ、別に……普通ですよ。ちょっとお腹がすいているだけです」

　過剰に意識していることが恥ずかしくて、また虚勢を張ってしまう。なんだか今日は綾部さんにペースを乱されっぱなしだ。

　いくつかの商品を注文すると、先にドリンクが運ばれてきたので、まずは乾杯する。

「お疲れ」

「お疲れさまです」

　ミントジュレップが入った綾部さんのグラスと、サングリアの入った私のグラスがかち合う。

　綾部さんは氷が触れ合う涼しげな音をたてて、お酒を唇に流し込んだ。

　彼がお酒を嗜たしなむ姿を見るのは初めてじゃないのに、どうしてだろう。ついうっとりと見み惚ほれてしまう。

　清涼なアルコールをゴクリと嚥えん下げする喉元。ゾクリとするほどの男らしさを感じて、目が離せない。

「……何見てるの？」

　私の視線に気づいた綾部さんがグラスから口を離し、苦笑いでこちらを向いた。

「あの……美お味いしそうだなあと思って。私も二杯目はそれにしようっと」

　一体、今日何回目の嘘だろう。

　視線を逸そらした私は、慌てて自分のグラスに口をつける。

　柑かん橘きつ系のフレーバーが利いたワインのカクテルは、甘くて酸すっぱくて、そしてほろ苦くて、なんだか心に染みた。

　ふたりで過ごす時間はもどかしいようで早く進み、お皿から美味しい料理が減っていくたび、グラスが空になるたび、カウンターの奥にかかっている時計の針が進むたび、私の胸は切なく疼いた。

　隣に綾部さんがいる。私のためだけに微笑んでくれて、私にだけ話しかけてくれる。

〝ふたりきり〟という特権は、私の緩やかだった恋心を急激に加速させ、苦しいほどに気持ちを込み上げさせた。

「春澤、少し飲みすぎじゃないか？」

「そんなことありませんよ……多分」

　自分でも少し熱くなってきたと感じる顔を、綾部さんが覗き込む。

　真剣みを帯びたその眼差しが、私を本当に気遣ってくれているんだと伝わって、ますます顔と胸が熱くなる。

　綾部さんには恋人がいる。けれど、今だけは彼を独り占めしているんだ。

　そんな思いで心が浮き足立っていたのかもしれない。自分でもお酒のピッチが速いかなと気づいたときには、すでにだいぶ酔いが回っていた。

「――だから、――で……って、春澤、聞いてるか？」

「綾部さぁん……私、帰りたくない」

　綾部さんの話も、自分が何を口走っているのかも、もうわからなくなってしまった頃。意識は現実と夢の境目をなくし、頭に記憶を綴つづることをやめてしまった。




　――温かい。気持ちいい。くすぐったい。いい匂い。甘い。

　ああ、でも……痛い――。

「……頭痛い……」

　ギリギリと締めつけられるような頭痛で、眠りから覚めた。無意識に額を押さえ、眉間に目一杯のシワを寄せて苦痛に顔を歪める。

　頭だけじゃない。なんだかお腹も痛いし身体がだるい。

　あまりに不快な目覚めに、もう一度このまま眠り直してしまおうかと思ったけれど、ふと鼻先を掠かすめたムスクの香りに、突然覚醒した。

　あんなに重たかった瞼まぶたを一気に開け、気だるかった身体を勢いよく起こす。

　消灯した暗い部屋。

　けれど、ベッドサイドでほのかな明かりを浮かべているテーブルライトが、私の目に信じられない現実を見せつけた。

「……嘘……」

　隣で小さな寝息をたてる穏やかな寝顔。彼の頬ほおに落ちた睫まつ毛げの影が、いつもより一層、艶なまめかしさを際立たせている。

　色っぽい首筋に、初めて見る素肌の肩。細身に見えて、わりと筋肉がついている。

　その姿はいつもと違う雰囲気で、眠っているだけなのに、まるで別人の雄お々おしさと妖しさを漂わせている。

　ああ、でも、間違いない。今、私の隣で無防備に眠っているこの人は……。

　綾部さんだ。

　さっきまで熟睡していたのが嘘のように、頭は完全に覚め、身体中の熱が急上昇を始める。

　目で確認するまでもない。自分の肌に、直に触れているシーツの感触。

　私……何も着ていない。

「……なんで？　嘘でしょ……」

　事態のあまりの大きさに、ひとりで呟つぶやいた声は涙交じりだった。嬉しいとか悲しいとか、そんなんじゃなく、ただ衝撃すぎて。

　だって、私……初めてだったのに。こんなに呆あっ気けなく、しかも全く覚えていないだなんて。

　信じられない思いと裏腹に、下腹部には証拠とばかりに鈍い痛みが残っている。

　紛れもなく私……してしまったんだと自覚すると、鼻の奥がつんとしてきた。霞かすむ視界の先にある綾部さんの姿が、どうしようもなく私の心をかき乱す。

　だって、綾部さんには彼女がいるのに。どうして私を抱いたの？

　頭をよぎる純粋な疑問に、答えはひとつしか浮かばない。

「ひどい……初体験を遊びで奪うなんて……」

　あまりに残酷な答えに、私の目から涙がポロポロとこぼれてきた。

　何が理由かわからないけれど、綾部さんは最初から私と浮気するつもりで飲みに誘ったんだ。

　ひどい。ひどい……！　酔っ払って意識がないのに抱いたりして。しかも、キスもセックスも初めてだったのに。

　何よりも、それが遊びだという事実がつらい。

　私はうつむいたまま、ついにヒックヒックと嗚お咽えつをあげてしまった。ショックで、悲しくて、シーツに涙がポタポタとこぼれ落ちる。

　すると――。

「……どうした？　まだ痛むか……？」

　綾部さんは目を閉じたまま、まだ半分夢に浸っているような声を出し、私のほうに手を伸ばしてきた。

　寝起きのせいか、いつもより低く掠れた声に、私の心臓がドキリと大きく跳ねる。

「……綾部さん……」

　情けなく鼻をすすりながら名前を呼ぶと、彼はベッドを軋きしませながら、ゆっくりと身体を起こした。

　ひどいです。どうして、こんな――。

　責める言葉が口をつく前に、温かい身体が私をふわりと包み込んだ。

　鼻び腔こうをとろかす、スパイシーで甘いムスクの香り。初めて知る男の人の身体がこんなに硬いこと。そして伝わる体温と鼓動が、苦しいほどに私の胸を締めつけた。

「……ごめん、無理させたな。ちょっと抑え切れなかった」

　驚きで一瞬止まっていた涙が、また堰せきを切ったように溢れだす。

　私は彼の広い背中に手を回して、子供みたいに泣きじゃくった。

『抑え切れなかった』なんて、ひどい。自分の欲望のままに、私をこんな目に合わせるなんて。

　なのに……彼の抱ほう擁ようが、『ごめん』の優しかった響きが、抑え切れないほど私の胸をときめかせる。

　……好き。好き、好き。

　これはただの遊びで、誠意なんか全然なくって、ひどいのに、最低なのに。

　静かに燃えていただけの恋心が、彼の腕の中で止められないほど大きく膨らんでいくのがわかった。

　悔しい。悲しい。でも、好きなの。

　泣き続ける私の髪を優しく梳とく指に、狂おしいほどの愛いとしさを感じながら私は訴える。

「綾部さんなんか……大っ嫌い……！」

　素直になれない私とイジワルな彼の、不毛な夜の始まりだった。







第二章　明日泣くキス













　綾部さんに抱きすくめられたまま、いつの間にか眠ってしまった私が、次に目覚めたのは、もう窓の外がすっかり明るくなってからだった。

　朝日に照らされて全景が見渡せる部屋は少し無機質で、けれどシックで、ひと目でどこかのホテルだとわかった。

　身体を起こしたベッドには私ひとりで、部屋の奥からシャワーの水音がすることに気づいた。

　……綾部さん、シャワー浴びてるのか……。

　ふと壁にかかっている時計を見れば、針は午前七時を指している。始業時間の十時までには、幸いまだ時間がある。

　泣き疲れたせいか、ぼんやりする頭を必死で働かせると、私はベッドから静かに降り、テーブルの上にかけられていた服を急いで身につけた。

　そして手持ちのコンパクトミラーで軽く髪を整えると、物音をさせないようにそっと出口へ向かう。

　シャワーの音が途切れなかったことに安心しながら、私は部屋から静かに抜け出し、そのまま急いでホテルをあとにした。

　ホテルは昨日のダイニングバーからそう遠いところではなかったので、道に迷う心配がないことに安あん堵どしながら、地下鉄で家に向かった。

　閉塞感の漂う車両の隅っこに座り、力なくうなだれて、これからどうするかを考える。

　生まれて初めて身体を重ね、燃えるような恋心を植えつけた人は、遊びで処女を抱くような最低な男だった。

　改めてそんな悲しい事実が、胸を苦しくさせる。

　優しくて頼りになる大人の男性だと思っていたのに。けれど落胆や軽蔑よりも、異性としての彼を知ったことで、膨らんでしまった想いのほうがはるかに大きくて。

　悲しいのに甘く切なく疼く胸に、自分でもイヤになるほどバカだと思った。

　綾部さんと寝てしまって、私はこれからどうすればいいんだろう。綾部さんはこれから私をどうするつもりなんだろう。そして、どうして浮気相手に私なんかを選んだんだろう。

　堂々巡りの思考と、地下鉄のくぐもった空気と、まだ残っている昨夜のアルコールと。そんなものたちがこんがらがって、胃をムカムカさせる。

　……ああ、できることなら時間を巻き戻したい。あんな風に酔いつぶれなければ、きっとこんなことにはならなかったのに。

　ううん、飲みに誘われたときに断ればよかったんだ。ふたりきりでお酒が飲めるなんて、浮かれていた自分を叱りたい。

　いくら考えたって、情けない後悔とこれからの不安ばかりがループして、何ひとつ明るい答えが出てこない。

　目の前が真っ暗になったようで、深くため息をつくと、バッグの中でスマホのライトが点滅していることに気がついた。

【帰ったのか？　心配だから一応連絡してほしい】

　二十分前に来ていたＬＩＮＥのメッセージ。どうやら私がホテルを出て、すぐに送られてきていたらしい。

　既読になってしまったので、知らんフリするのもはばかられる。迂う闊かつに開いてしまったことを少し後悔して、私は【黙って帰ってしまってすみません。家に向かっている途中なので、心配しないでください】と、最低限の情報と謝罪だけを返した。

　それから電車は地下トンネルに入り、十分後に電波が回復したとき。

【無事ならよかった。またあとで会社で】

　そんなメッセージが、私の端末に届いていた。




　こんなことで仕事を休むのは、社会人失格だろうか。

　私は総務部に〝病欠〟と嘘の連絡を入れ、自室のベッドに座ったまま、スマホを握りしめながら天井をぼんやりと見上げた。

　ひとり暮らしを始めて六年。部屋の隅っこにシングルベッド、中央にはローテーブルとアースカラーのコンパクトソファ、そして奥には小さなキッチンスペース。そんな、すっかり見慣れたはずのワンルームマンションの天井が、今日はなんだか違って見える。

　上を向いたまま、重力に沿って身体を仰あお向むけに倒した。ベッドがスプリングをギシリと軋ませて、私を受け止めてくれる。

　そのまま足を投げ出すように伸ばしたら、腿ももの奥がジンジンと鈍く痛んだ。

「……病欠、嘘じゃないもんね。本当にお腹痛いんだもん。だから今日はお休み」

　バカみたいな言い訳をひとりぼっちの部屋で呟く。そして。

「……綾部さんが悪いんだもん……」

　自分の情けなさを彼に全部押しつけて、私は両手で自分の顔を覆った。

　自覚がないうちに失った純潔の痕あとが痛い。けれどそれ以上に、心が痛い。

　わかっている。たかが一夜の過ち、大人の火遊び。二十三歳にもなってこんなにショックを受けることじゃないって。会社をズル休みするなんて、あまりにも大人げないって。

　けれど、それでも今日は綾部さんの顔を見たくなかった。

　ひどいと責めてやりたいのに、彼を前にしたら、私はきっと泣き崩れてしまうだろう。

　身体が結ばれることでこんなに想いが燃え上がるなんて、知らなかった。

　ひどい男、大嫌い。なのに、どうしようもなく好きで……もっと優しく抱きしめてほしいだなんて。心が矛盾で埋うめ尽くされていく。

　誰かに抱かれたこともなければ、本気の恋もしたことがなかった私にとって、こんな複雑な迷宮の出口なんて見つかるはずもなかった。

　そうして答えのない思考の海にたゆたうこと二時間。私はようやく意を決して身体を起こすと、バスルームへと向かった。

　たかがシャワーを浴びるのがこんなに怖いと思ったことはない。服を脱ぎ全裸になったとき、もしも昨夜の名残がどこかにあったら……そう考えると、なかなか勇気が出なかった。けれど、昨夜どんな状態で寝てしまったかわからない以上、身体を綺麗にしないわけにもいかない。

　私はバスルームの前の小さな脱衣スペースに立ち、なるべく鏡を見ないようにして服を脱いでいった。

　それなのに。……ああ、やっぱり綾部さんはイジワルだと、目頭がジンと熱くなる。

　胸の先端付近に、腿の高い位置に、『なかったことにはさせない』と言わんばかりの赤い痕。

　まるで独占欲の証のように思えてしまって、心の奥が思考と裏腹に喜んでしまう。

「……昨日……ここにキスされたんだ……」

　覚えていない愛あい撫ぶの痕を指でなぞると、高鳴る鼓動とともに身体が熱くなった。

　何を思って、どんな表情で、どんな言葉を紡ぎながら、キスを落としたんだろう。

　そんなことに思いを馳はせてしまう自分は、本当にバカだと嘆たん息そくした。

　シャワーから上がると、スマホに一件の不在着信と留守番電話の通知があった。

『もしもし、綾部です。……体調不良で欠勤だって聞いて驚いてる。……俺のせいだよな、ごめん……。あの、またあとで連絡する』

　忙しい合間を縫ぬってかけてくれたんだろう、短いメッセージだったけれど、それは私の胸をイヤというほど切なく締めつける。

　いつも余裕を感じさせる綾部さんが、本気で戸惑っているようだった。『ごめん』の響きは昨日と同じく本当に申し訳なさそうで、メッセージ全体に、どうしていいかわからない子供みたいな焦燥を滲ませていた。

　まるで、本気で私を心配してるみたい。

　またしても、そんなバカな錯覚を抱いてしまう。

「違う。そんなはずないって」

　たかが遊びの一夜なのに、私が大げさにしてしまわないかと危き惧ぐしているだけ。そう首を横に振って、必死に現実を見ようと努力する。

　なのに、バカな夢を見せてくれるそのメッセージが嬉しくて、私は繰り返し留守番電話の再生をタッチしては、スマホを耳に強く押し当てた。




　けれどやっぱり、現実は残酷だ。

『またあとで連絡する』の言葉は果たされることなく、時間は刻々と過ぎていく。

　午前が終わり、お昼も過ぎ、間もなく終業の時間を迎える夕刻。私の一日はテーブルに置いたスマホとの睨にらめっこで終わってしまった。

　……何を期待していたんだろう。

　部屋でひとり膝ひざを抱えて座りながら、窓から射し込む西日に目をすがめる。

　外からはツクツクホーシの耳障りな声とジットリと生ぬるい風が入り込んできて、そのあまりの気だるさに、押しつぶされてしまいそうになる。

　もし電話がかかってきたところで、きっと私の望まない話をされるだけなのに。

『昨日のことは誰にも秘密にしておいてほしい』『お互い大人なんだから割り切ろう』

　そんな風に頼まれるに決まっている。だったら、このままなんの連絡もないほうがマシだ。

　私は立ち上がって大きく深呼吸をすると、時間が経ってようやく冷静になってきた頭で考え直した。

　なかったことにしよう。このまま綾部さんの浮気相手にもセフレにも、なるのはイヤだ。昨日のことはお互いの過ちだって認めて、明日からはいつも通りの私に戻ろう。

　こんなかたちで処女を失ったショックは癒えないけれど、それは胸の奥深くにしまうしかない。

　それぐらい割り切らなくては、私は彼に囚とらわれすぎて身動きがとれなくなる。いつまでも綾部さんと顔を合わせるのを避けるわけにもいかないし、グズグズと悩んでいたっていいことはないのだから。

　私は無理やり自分を元気づけると、その場で大きく伸びをしてから、出かける準備を始めた。

　部屋に閉じこもっているから、余計にネガティブになってしまうんだ。何か美味しい物でも食べに行こう。明日からの気力を蓄えるために。痛い勉強をした自分を、少しだけ慰めてあげるために。

　私はメイクを済ませると、お気に入りのバッグを持って、部屋をあとにした。




　駅前のカジュアルレストランで美味しいディナーとデザートを食べて、ショッピングモールをブラブラと覗いたあと、ずっと買おうか迷っていた『ポーリッシュポタリー』のマグカップを、思い切って購入した。

　美味しいご飯と甘い物、それにちょっと贅ぜい沢たくな可愛い物。女の子を元気にする特効薬は充分な効果を与えてくれて、私は家を出たときよりずっと晴れやかな気持ちで、家路につくことができた。

　明日の朝、早速このマグカップでコーヒーを飲もう。そんなウキウキした気持ちで小箱の入ったショッピングバッグを抱え、マンションに辿たどり着いたのに。

　私の部屋の前に立っていた人物が、こちらを振り向いた瞬間、楽しかった気分など一瞬で吹き飛んでしまった。

「……春澤」

　私を呼ぶ彼の表情と声に、わずかな驚きと……微かすかな嬉しさが滲んでいる。

「……綾部さん……」

　こんなに蒸し暑い夜でも、清涼さを感じさせるスマートな出いで立たち。今日も胸元を緩めたサックスブルーシャツに、スリムなシルエットのスラックス。サラリとした黒髪が、私を見み据すえる切れ長の瞳が、クールな色香をくゆらせていた。

「どうして……」

　私の頭の中は、そのひと言で埋め尽くされる。

　どうしてここにいるの？　どうしてここに来たの？　どうして……。

　愚かな期待と、それをきっと裏切られるだろうという予感。

　足が竦すくんで、その場に立ち尽くしてしまった。

「出かけてたのか？」

　こちらのためらいなど気にもせず、綾部さんは私の腕の中のショッピングバッグに目をとめると、率直に尋ねてきた。

　病欠のはずなのに、買い物に出ていたところを上司に見つかったという、気まずい思いが新たに私の中に湧いてくる。

「あ……すみません。少し調子よくなってきたから外でご飯を食べて、そのついでに」

　叱られるかと思い、オドオドした小声になってしまった。

　けれど、綾部さんはふっと口元を緩めると、こちらに近づいてきて、私の間近で足を止める。

「思ったより元気そうでよかった」

　ポフッと、大きな手が私の頭を撫なでた。

　叱られると身がまえていたのに、思いもよらない優しい行為に、目を見開いてしまう。

「食事済ませちゃったのか。一緒に食べに行こうと思ってたんだけど……ＬＩＮＥ見なかった？」

「えっ？」

　少し困ったように微笑んだ綾部さんの言葉に、スマホを見るのをずっと忘れていたことを思い出した。慌ててバッグから取り出して確認すると、不在着信が一件にＬＩＮＥのメッセージが数件。

【今からお見舞いに行っていい？】【欲しい物ある？】【もし体調よければ、外に何か食べに行こうか】

　全部、綾部さんからのものだった。

「……ごめんなさい、全然スマホ見てなかったから」

　親切なメッセージの羅列に嬉しさが込み上がると同時に、今まで気づいていなかった申し訳なさで、眉尻が下がってしまう。

　今日一日スマホを気にしすぎていたことに嫌気が差して、出かけてからはなるべく見ないようにしていた。なのに、その途端こんなに連絡が来ていただなんて……なんてタイミングが悪いんだろう。

　綾部さんは「そっか」と言って笑うと、手に持っていた白い箱を掲げて見せた。その独特な形と『ｐａｔｉｓｓｅｒｉｅパティスリー』のロゴから、中身が何か容易に想像がつく。

「一応ケーキも買ってきたんだけどさ、お腹に余裕ある？」

　本当はさっきレストランで桃のジェラートを食べてきたばかりだけど、少し得意げに笑う彼がなんだか可愛くて、私は思わず頷いてしまった。

　もしかして、ズル休みの私を本当に気遣ってお見舞いに来てくれたんだろうか。そんな淡い期待が頭をよぎる。けれど――。

　ケーキを受け取ろうと伸ばした私の手を交わし、綾部さんは軽く身を屈かがめると……私のおでこにキスをした。

「一緒に食べよう」

　妖しく瞳が微笑むのを見て、悲しい激情と背筋を駆け昇るような冷たい熱を感じた。

　綾部さんは、心配して様子を見に来たわけじゃない。私の部屋へ……セックスをしに来たんだ。

　彼の言葉に、眼差しに、キスに、それを察した私は泣きそうになりながらも、コクリと小さく頷いた。




　……断ればよかったんだ。『部屋が散らかってるんで』でも、『まだ体調が優れないんで』でも、なんだっていい。部屋に上げられない理由なんて、いくつも思い浮かぶのに。

「可愛い部屋だな。春澤らしい」

　部屋の中央にあるローテーブルと、コンパクトソファ。そこに腰かけて、綾部さんはゆっくりと私のワンルームを見回している。

　少し離れたキッチンスペースでケーキとお茶の用意をしながら、私は自分の行動に後悔と戸惑いを覚えていた。

　彼の言うことを従順に聞いてしまう自分が理解できない……ううん、本当はわかってる。

　最低な男とわかった今でも、やっぱり綾部さんのことが好きで、一緒にいたいんだ、私は。このあと、きっと心も身体もますます傷ついてしまうとわかっているのに。

「……どうぞ」

　複雑な感情が絡み合い、顔が強こわ張ばってしまう。私はうつむいて、綾部さんの前にコーヒーの入ったカップを差し出した。

　続いて対面の自分の席にも、さっき買ったポーリッシュポタリーのカップを置き、もう一度キッチンへ行って、ケーキをトレイに乗せて戻ってくる。

「……どっちがいいですか？」

　綾部さんが買ってきてくれたのは、白桃のタルトとスフレチーズケーキだった。

「春澤のために買ってきたんだから、お前が選びな。一応好きそうなのを選んだつもりだけど」

　そんなセリフをサラリと吐き出せるのが、綾部さんらしいと思った。こんな風に細やかな気遣いを嫌味なくできるから、彼は女子社員に好かれているんだ。

　私はふたつのケーキを交互に眺める。好きなのは白桃のほうだ。けれどさっき桃のジェラートを食べたばかりなので、チーズケーキのほうを選ばせてもらう。

　桃のタルトを彼のほうに置くと、綾部さんは一回、目をしばたたかせてから私を見て微笑んだ。

「外れた。春澤は桃のケーキが好きなのかと思ってた」

　少しだけ悔しさを滲ませたあどけない笑顔に、警戒心が解け、素直にときめいてしまう。

「な……なんで、私が桃を好きだって知ってるんですか」

「前に会社で言ってなかったっけ、フルーツの、特に桃のスイーツが好きだって」

　そんな自分でも忘れていたようなセリフを、覚えていてくれたんだろうか。

「記憶力いいですね……」

　自然と口角が上がってしまいそうになり、彼の視線から逃げるように顔を逸らせた。

　こんな些細なことで喜んじゃって、私はバカだ。

　向かいの席に座り「じゃあ、遠慮なくいただきます」と手を合わせてから、独特の柔らかさを持つスフレを、フォークですくって口に運んだ。

　舌の上でつぶれてとろける食感に、思わず顔がほころぶ。

「美味しい？」

　こちらの表情を覗き込むように尋ねてきた綾部さんに、「はい、美味しいです」と咄嗟に笑顔で返した私は、久しぶりに本音を言えた気がした。

「それ、いいカップだね」

「えへへ、いいでしょう。ずっと欲しかったんです。思い切ってさっき買っちゃった」

　綾部さんが私の好きなものを覚えていてくれて、チーズスフレがとっても美味しくて、買ったばかりのカップを褒められたから。

　今日一日くすぶっていた複雑な感情は、心の奥ですっかり息を潜めてしまった。

「最近そういう青い花柄とか水玉の食器よく見るけど、流は行やってるの？」

「ポーランドの食器でポーリッシュポタリーっていうんですよ。今、人気なんです」

「へー。春澤にしては大人っぽいな」

「もう、『春澤にしては』って余計です！」

　まるで昨日までの関係に戻ったような会話。楽しくて、じゃれ合って、仲のいい上司と部下。

　こんな関係が私は好きなのに、とても心地良くてこれ以上は望まないのに。

「春澤」

「なんですか？」

「キスしていい？」

　どうしていつもと変わらない笑顔で、すべてを打ち壊すことを言うの。




「……ん、……んっ……」

　昨夜もこうやってキスしたんだろうか。全然慣れてなくて、上手に息を継ぐことも唇を開くこともできない私に、ひとつひとつ教え込むように。

「舌、出してごらん」

　細められた瞳に冷たい光を湛たたえて、綾部さんは私を従わせる。

　おずおずと口を開いて言う通りにすれば、私の舌に彼の舌が艶かしく絡められた。水音をたて混じり合う唾だ液えきに、私の選ばなかった桃の味がした。

　浮気相手なんてイヤ。綾部さんに抱かれるのはイヤ。

　そんな倫理観もプライドも、すべて溶かして消していくキス。

　火を灯したように熱くなった身体が疼く。好きな人に抱かれることを拒むなんてできないと、私の中の本能が諦あきらめのように囁ささやいた。

　たとえ明日。また泣きたくなるような後悔をするとしても――。

　ブラウスのボタンを外していく綾部さんの無骨な手を、私は喜びと早すぎる後悔の狭間で見つめていた。

　下着姿になった身体をベッドに横たえ、私はそっと目を閉じる。シーツに広がった髪を指で撫でられると、心の底から彼への愛しさが湧き上がった。

「志乃」

　掠れるような吐息交じりの声で呼ばれたとき、私の手が彼の背中のワイシャツを強くつかんだ。

「綾部さん……」

『好き』とこぼしそうになる唇をキュッと噤つぐむ。

　言ってはいけない。この人はほかの女ひとのものなのだから。

　ひとときの悦楽のために私を抱きに来たこの人に、愛の言葉なんか告げたら自分が惨みじめになるだけだから。

　けれど、渇きを訴えるように私の喉は愛を伝えたがっていて、こぼれる吐息の合間に、想いが漏もれそうになってしまう。

「あ……っ、ん……綾部さん……」

「志乃、可愛いよ」

「や……あ、綾部さん……綾部さん……っ」

　広い背中をギュッと抱きしめ、自分を守るプライドでうめくように伝える。

「綾部さんなんか……大嫌い……」

　一瞬、耳じ朶だを愛撫していた唇が止まった。それから数秒の後、密着していた身体が離され、上半身を起こした綾部さんが驚いたような表情で私を見下ろす。

　けれど、そこから先は思っていた反応と違った。

　綾部さんは怒ることも呆れることもせず、眉尻を下げて苦笑を浮かべる。

「好きだよ、志乃のそういうところ」

　耳を疑うようなセリフを言って、私の額に口づけた。

「意地っ張り」

　今度はおかしさを滲ませた声色で、囁きながら耳にキスをする。

「……んっ、意地っ張りじゃ……ない……っ」

「素直じゃない」

「や、す……なおだもん……あっ」

　綾部さんの手が私の髪を、頬を、首筋を撫でていった。

　温かな手に愛めでられた身体が嬉しくて鼓動を速めていく。

「あ、あぁ……ん、き……らい、綾部さんなんか……大っ嫌い」

「俺は好きだよ」

　戯れるような不毛な言葉遊び。

　私は彼に抱かれながら、何回『嫌い』と告げたのだろう。

　肌に馴な染じんでいるはずのシーツが冷たいと思ったのは、きっと彼の肌のほうが温かく心地良いから。

　知ってしまうには未熟すぎた。こんなに幸せなぬくもり、私にはもう抜け出す術すべなどない。

「好きだよ、志乃」

　思考をとろかすその言葉は、明日の朝には傷になって残る。

　明日も私は泣くかもしれない。昨日より今日より深くなってしまった恋心が、行く宛てもなくさまよう苦しさに。

　けれど、もうそんなことはどうでもいいと思った。







第三章　逃げ出した週末













　会社での綾部さんは、とても普通だ。私と関係を持ったことなど、これっぽっちも感じさせない。

　いつものように始業時間の二十分前に出勤してきて、先にフロアにいた私に「おはよう、今日も早いな」と声をかける。十数時間前に肌を重ね合ったことなど忘れたかのように。

　それが私と彼の関係なんだと強く実感させられて胸が痛くなったけれど、覚悟していたことだから、こちらも平静を装って返す。

「おはようございます、綾部課長」

　振り向いて作り笑いを浮かべれば、綾部さんは〝課長〟の顔を崩すことなく目元を微笑ませ、柔らかな唇だけを物言いたげな含み笑いに歪めた。

　何も変わらない一日だった。

　私はいつも通りマーケティングデータから新しいアイデアを絞り出し、ブレストに参加し、昼休憩の後、アイデアの改善策をまとめて、さらにデータを集めて……。

　ただひとつ、私を以前と同じ日常に戻してくれないのは、綾部さんとすれ違うたびに感じるムスクの香りに、泣きたくなるほど胸が締めつけられるということだけ。

　退社時間になり、私が帰るときには彼はフロアにいなかった。どうやら夕方からの営業会議が長引いているらしい。

　安心したような、寂しいような気持ち。きっと私は、これから毎日こんな風にバカな期待とそれを裏切られる覚悟を抱いていくんだろう。

　やるせなさを感じながら、フロアにまだ残っている人たちに「お先に失礼します」と告げて会社をあとにした。




【もう家に着いた？　お疲れ。帰る前に顔が見られなくて残念だよ。志乃が疲れてなければ、少し電話どう？】

　ＬＩＮＥの通知音が知らせたのは、また私に虚しい期待をさせるメッセージ。

「……なんでこんなに優しくするんだろ……」

　帰宅して晩ご飯の支度をしていた私は作り途中の料理を放って、スマホを握りしめたまま、コンパクトソファに身を沈める。

　もし綾部さんにマリさんがいなかったなら、このメッセージがどんなに嬉しかっただろう。

　きっと彼のくれる言葉のすべてを、素直に受け止められたはず。

　昨日も肌を重ねたあと、マリさんのことを聞こうと思った。『浮気なんかして、恋人を泣かせませんか』って。

　けれど、『じゃあ、もうこんなことやめるよ』と真っ当な言葉を返されたらと思うと……怖くて口にすることはできなかった。

　ベッドの中で寄り添って、『永遠にこのままでいたい』とまで思えてしまうぬくもりが、もしもあっさり去ってしまったら――。

　刹せつ那なの幸せを失う恐怖と、どんどん重くなっていく罪悪感。天てん秤びんはわずかに揺れたあと、私に口を噤ませた。

　けれど捨て切れなかった罪悪感は真綿のように心をゆっくりと締めつけ、私はその苦しさから逃れるように、浅はかな幻想を抱く。

　もしも私が本当の恋人だったら。髪を撫でるこの手の優しさが本物だったら。もしも……綾部さんがマリさんじゃなく、私を恋人として選んでくれたら。

　昨夜、綾部さんの素肌を感じながら抱いた虚しい期待は、ひと晩経っても頭から離れない。

　そんな『もしも』に今日も少しだけ浸ってから、私はノロノロと指を動かした。

【遅くまでお疲れさまでした。気をつけて帰ってくださいね】

　そっけなく、可愛げの欠片もないメッセージ。

　綾部さんのくれる優しさを全部受け流そうと思ったら、こんな業務連絡みたいな文章になってしまった。

　なのに、その三分後。スマホが電話の着信音を鳴らした。

『志乃』

　通話をタッチするなり短く呼びかけられた声に、総毛立つような冷たい熱を感じた。

　どうしてこの人の声はこんなに扇情的なのだろう。まるで耳朶を食はまれているみたい。

「……こんばんは」

　逸はやる動どう悸きに翻ほん弄ろうされてまともな言葉が出てこなくて、なんだか間の抜けたことを口走ってしまった。

　電話の向こうでクスッと小さく笑う声が聞こえたあと、『こんばんは』と優しい口調で挨拶が返された。

『今、電話いい？』

「……少しだけなら」

　ここですぐさま断れない自分に、またひとつ自己嫌悪と罪悪感が募る。『電話しないで』『もう関わらないで』と言えない弱さに胸が痛んで、スマホを強く握りしめた。

『今何してた？』

　なのに電話の向こうで、綾部さんは明るく声を弾はずませる。

　耳をくすぐるような、低いけれど可愛い声。まるで本当の恋人にかけるようなその声に、嬉しくなってしまうことが否めない。

「晩ご飯……作ってました」

　素直に答えれば、すぐさま『メニューは何？』と、またも明るい声が返ってくる。

　コンパクトソファに座って電話していた私は、キッチンスペースを振り向くと、作りかけの鍋に視線を送った。

「カレーです……」

『美味しくできた？』

　本当は『とても美味しくできました』と誇らしげにおどけて答えたい。トマトをたっぷり使ったカレーは私の自信作だし、できることなら……綾部さんに食べてもらいたい。

　けれど素直にそんなことは言えない。だって私は浮気相手なのだから、恋人みたいなやり取りを望んじゃいけないんだ。

「まあまあです……」

　自分を律するように曖あい昧まいな答えを返すと、会話に少しだけ間が空いた。

『志乃』

「……はい」

　低くて、優しくて、そしてイジワルな甘さを含んだ声が、私の耳じ孔こうを愛撫する。

『俺に会いたかった？』

　切ってしまえばよかった、こんな電話。切って、着信拒否して、ＬＩＮＥもブロックして……。

「……大嫌い」

『今から行くよ』

　なんてイジワルな男だろうと思う。『来ちゃダメ』と抗あらがうことなんて許されないくらいに、私の胸を高鳴らせて。

　口を噤むことしかできなくなった私の返事も待たず、電話は切られた。

　うだるような熱帯夜。終わらない気だるい夢のように、今夜も私は綾部さんに抱かれる。罪悪感も虚しさも、とろけるような熱に内包して。




　そんな関係が続いて数週間。

　綾部さんは週末や祝日に私をよくデートに誘った。課長という役職に就ついている以上、休日返上で仕事が入るときもあるし、何よりマリさんという本命の彼女がいるので、必ずしも毎週末というわけではないけれど。

　それでも、彼が私をどこかへ連れ出す回数は多かった。

　もしかして、マリさんより私といる時間のほうが長いんじゃ……そんな複雑な考えが頭をよぎってしまう。

「な……なんだか綾部さん、最近私とよく過ごしてますよね？　い、いいんですか？」

　ある日、一緒に映画を観に行った帰りの車内で、私は思い切ってそう尋ねてみた。

　綾部さんはハンドルを握って前を向いたまま、少し不思議そうに目をしばたたかせた。

「いいって、何が？」

　呆気なく聞き返され、私は口ごもりながらそれに答える。

「だから……もっとほかに、一緒に過ごすべき人がいるんじゃ……」

　ハッキリと『マリさんといなくていいんですか？』とは、言葉にできなかった。浮気相手である私の口から彼女の名前を出すのは、過ぎた干渉だと思われかねないから。

　そんな些細なことでも彼に嫌われるのが怖くて、私は遠回しな言い方をしてしまう。

　けれど綾部さんはそれを察したのか、「ああ」と納得したような口振りで答えた。

「変な心配するな、志乃は。俺が休日を誰と過ごすかは俺が決めることだろ？」

　そうして信号で車が停まったタイミングで、綾部さんは助手席を向き、はにかんだように笑う。

「俺は志乃と過ごしたいんだよ」

　その言葉は、嬉しかった。綾部さんがマリさんより誰より、私との時間を優先してくれたようで。

　けれど、それはただの感情論で、綾部さんがマリさんと過ごさない理由にはなってない。

『もしかしてマリさんとケンカしてるんですか？　それともマリさんの仕事が忙しいんですか？』

　心に浮かぶ疑問は口に出せない。それを口にすれば彼の機嫌を損ねかねないし、『そうだよ』と返されたら、私はマリさんがいない間の暇つぶしなんだとハッキリわかってしまうから。

　一緒に過ごせて楽しいはずのデートなのに、私は自分の置かれた立場を複雑に感じるばかりだった。




　後日、そんな私をさらに追いつめるような出来事が起こった。

　それは、とある昼休みのこと。五階のリフレッシュコーナーへ行こうとした私は、聞き覚えのある声に気づき、思わず足を止めてしまった。

　それは綾部さんと、彼の同期の友人の声。堂々とコーナースペースへ入っていけばいいのに、彼らの会話から『春澤』という名前が聞こえた気がして、私はつい壁に身を隠してしまった。

「へえ、綾部が九つも年下の部下とねえ」

「誰にも言うなよ」

　わ、私のことだ……。

　どうやら綾部さんは、私のことを友人に話しているらしい。

　リフレッシュコーナーにはほかに誰もいないのだろう、ふたりのおしゃべりは声を潜めながらも続く。

　私のいないところなら彼の本音が聞けるような気がして、固かた唾ずを呑んでしまう。

「それだけ歳が離れてると、可愛くて仕方ないんじゃないか？」

「そりゃあ、な」

　友人の『可愛い』という言葉を肯定してくれた返事に、胸がドキドキ騒ぐ。口角が自然と上がりそうになってしまった。

「いいなあ。二十三歳なんて、まだまだ無邪気で純粋だろ」

「ああ、一緒にいると癒やされるよ」

　またしても私を褒めてくれる会話に、嬉しくてたまらなくなる。

　どうしよう、顔がニヤけちゃう。こんなところ人に見られたらバカみたいなのに。

　浅はかにもほころんでしまう顔を隠すように、私は手で両頬を押さえると人が来ないか廊下をキョロキョロと見回した。

　幸いリフレッシュコーナーには誰も来る気配がない。けれど――。

「マリちゃんと、どっちが可愛い？」

　彼の友人が投げかけた質問に、私の熱は一気に引いていった。

　そして、追い討ちをかけるような綾部さんの言葉が、私を惨めな現実へと引き戻す。

「バカ、比べる相手じゃないだろ。マリとは全然違うよ」

　比べる相手じゃない……。そうだよね……本当の恋人とセフレじゃ、同列に語るのもバカらしいよね。

　綾部さんのセリフが頭の中でこだまする。さっきまでの浮かれた気分は微み塵じんも残っていなくて、虚しさだけが胸を痛めた。

　自然と顔がうつむいてしまい、微かに震ふるえる自分の足が視界に入る。お気に入りのアクアブルーのパンプスの爪先が、涙に滲んで見えた。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす私の耳に、容赦なく会話の続きが流れ込んでくる。

「あはは、悪い男だな。どうせマリちゃんのこと隠して付き合ってるんだろ？」

「人聞きの悪い言い方するなよ。別に隠してるわけじゃないさ」

「そんなこと言って、もしマリちゃんと会ったりしたら、春澤泣きわめくんじゃないか？」

「春澤はそこまで聞きわけのない女じゃない」

　なんてひどい期待を私に抱いてるんだろう。

　マリさんの存在を隠そうともせず、なのにもし顔を合わせたとしても、泣くことさえ許してくれないなんて。

　都合のいいセフレ、聞きわけがよくって、浮気相手であることを快諾して――綾部さんが私に望んでるのは、そんなことなんだ。

「そっか……それだけバカで従順だから、綾部さんにとって私は『可愛く』て『癒やされる』んだ」

　震える声で自じ嘲ちょうの独り言をこぼせば、目にたまっていた涙がポロポロと落ちていった。そんな姿を誰かに見られるわけにはいかず、私は急いでその場を立ち去る。

　いつもの非常階段まで行って泣きたかったけれど、リフレッシュコーナーからは遠くて、私は近くのトイレに駆け込むと、気持ちが落ち着くまでそこで泣き続けた。




　――自分の置かれた立場と、どうしても消し去れない恋心。

　綾部さんに抱かれた日から過ぎた一ヶ月は、私をそのふたつの間で悩ませ続けた。

　会えば会うほど、抱かれれば抱かれるほど、好きになっていく。そして、好きになればなるほど、つらくて切なくて惨めになっていく。

『浮気相手なんてイヤです。私をちゃんと愛してください』

　その言葉を何度呑み込んだだろう。けれどそれを口にすれば、私を優しく撫でて抱いてくれるこの手は離れてしまう。

　バカで従順でいること……それが綾部さんが私に望むことなのだから。

　けれど、そんな自分をおとしめるような日々から、抜け出したいと願っているのも本当だった。だから私は、無意識にきっかけを探していたんだと思う。

　そしてそれをハッキリ自覚したのは……ある日の夜、かかってきた実家からの電話だった。

『志乃、お見合いしない？』

　唐突に切り出された驚くべき話は、母が知り合いに頼まれてどうしても断り切れなかったお見合いの打診。

　当たり前だけど、まだ二十三歳という若さで仕事だって頑張っている私は、結婚なんて考えたこともない。

　けれど母は『会うだけでいいから』と食い下がる。どうやらお世話になっている人からの紹介で、顔も合わせず断るわけにはいかないらしい。

　それでも私が渋っていると、母は『もしかして志乃、お付き合いしてる人でもいるの？』などと、こちらの事情を勘かん繰ぐってきた。

　咄嗟に綾部さんの姿が頭に浮かんだけれど、振り払うように慌てて首を横に振る。

　だって彼には……。




　記憶として蘇ったのは、先週のとある出来事。

　私は部屋に泊まりに来た綾部さんの鞄に、ジュエリーショップのカタログが入っていたのを偶然目にしてしまった。

　ズキリと胸が引き裂かれるような痛みを覚える。だって、それが誰へのプレゼントのためなのか、考えるまでもないんだから。

　……うらやましい。指輪、ネックレス……ううん、なんだっていい。綾部さんからジュエリーを贈ってもらえるマリさんが、うらやましくて仕方なかった。

　そんな惨めな気持ちを隠そうと無理やり明るく振る舞ったけど、もしかしたらいじけた気持ちを見抜かれていたかもしれない。

　後日、綾部さんは私へのフォローのようにプレゼントをくれた。

『いつも仕事を頑張ってる志乃に、ご褒美』

　そんなセリフとともに贈られたのは、胴軸が鮮やかなローズレッドの万年筆で、それはそれで嬉しかったのだけど……。やっぱり私はジュエリーを贈られる恋人ではなく、彼の部下で所詮は浮気相手なのだなと、もう何度目かわからない痛みを味わった。




「お付き合いしてる人なんて、いないよ」

　先週の苦い出来事を思い出しながら、私は電話越しの母にそう答えた。さらに――。

「お見合い……してもいいよ」

　スマホを握る手にキュッと力を込めながら、そう続けた。

　綾部さんといることで、自分がどんどん惨めに、卑屈になっていくのがわかる。

　だから、彼を吹っ切るきっかけが欲しいと思った。

　別にお見合いで結婚しようなどとは思っていないけれど、新しい異性と出会うことで、綾部さんに囚われている自分を少しでも解放できたらいいと思う。

　こちらの言葉に母は安堵と喜びの声をあげ、私は来週の週末に隣りん県けんの故郷でお見合いをすることが決まった。




　後日、母から送られてきたプロフィールによると、相手の男性は私と同い年で、いくつかの飲食店を経営しているそうだ。最近は起業しやすくなったとはいえ、二十四歳で社長とはなかなかアクティブなタイプだと思う。

　どちらにしろ、このお見合いで結婚も交際もするつもりはないので、関係ないけれど。

　そんな風に主体性を欠いたままお見合いの話は進んでいき、あっという間に当日がやってきた。

　実家に帰った私は、わざわざ訪問着を着せられ、料亭に連れていかれる。もっとカジュアルなものかと考えていたので、ちょっと面めん食くらってしまった。

　竹の植え込みを両脇に携えた、御み影かげ石いしの石畳が出迎える玄関。木目の壁が美しい重厚感漂う外観は、いかにも高級そうだ。

　お店の中も明るいけれど清閑で趣を感じる。金加工の山水が描かれた襖ふすまの部屋に通され、先に座ざ布ぶ団とんに座って待った。

　思っていたより堅苦しい雰囲気に、なんだか緊張してきたところで、仲人なこうどさんに連れられた相手の男性が部屋に入ってくる。

　写真で見たのと同じ、ハッキリとした目鼻立ちの美形タイプ。けれど、どことなくあどけなさが残っているので、実年齢よりも若く見える。

「はじめまして、木きの下した浩こう輔すけです」

　挨拶してくれた男性を見て、私の視線はしばらくの間、彼に釘付けになった。

　なぜって――。

「……木下くん？」

　少し大きな口を引き結び、口角だけを上げて笑う、その特徴的な笑顔に見覚えがあったからだ。

　澄まし顔の写真では、印象がずいぶん違っていて気づかなかった。彼の笑顔を目の前にして私の記憶がみるみるうちに蘇る。

　木下浩輔……そうだ、どこかで聞いたような名前だと思っていたけど……まさか、あのいじめっ子だった木下くん？

　頭に蘇ったのは小学生のときの、あまり楽しくない思い出。

　五年生のときに転入してきた彼は、なぜか私をいじめのターゲットにし、『ブス』だとか『お前なんか将来、誰も結婚してくれない』だとか、ひどい言葉をしょっちゅう浴びせてきたのだ。

　六年生になると同時に、また転校してしまった木下くん。たった一年間のクラスメイトだったけど、私を泣かせてはなぜか自分も不快そうなふくれっ面をしていた。その姿は、今でもハッキリ思い出せる。

　そんな傷を抉えぐるような思い出が浮かび、つい顔を苦々しく歪ませてしまった。

　けれど、彼は私とは対照的に表情をパアッと明るくほころばせる。

「やっぱり、春澤だ。覚えてる？　小学校五年のとき、俺とクラス一緒だったこと」

「お、覚えてるけど……」

『やっぱり』ってことは、木下くんはとっくに気づいてたってこと？　相手が小学校のときの同級生の春澤志乃だって気づいてて、このお見合いを受けたの？

「あら？　ふたりはお知り合いでしたの？」

　仲人さんが私と彼の顔を交互に見て、驚いたような表情を浮かべた。

「ええ、小学校五年生の一年間だけ父の都合で、この街にいたことがあるんです。そのときの同級生でして……。名前を聞いてまさかとは思ったけど、本当に春澤だったとはなあ。偶然ってすごいな」

　木下くんはそう言ってニコニコしていたけれど、ハッキリ言って彼にあまりいい思い出のない私は、引きつり笑顔しか返せずにいた。

「そういうことなら、ふたりきりのほうがお話も盛り上がるでしょうから」

　などと言って、仲人さんは早々に退室してしまった。

　どうしようと内心焦ったけれど、木下くんはむしろ嬉しそうに屈託なく笑いかけてくる。

「春澤、今、どこに住んでるの？」

「東京だけど……」

「なあんだ。俺も今、都内在住だよ。だったら、東京でセッティングしてもらえばよかったな」

　食事をしながらも彼は自分の近況や、さっきの仲人さんが取引会社の重役の奥さんだったせいで、断れなかったことなどを明かしてくれた。

　饒じょう舌ぜつにしゃべる木下くんのおかげで、私は緊張が徐々に解けていくのがわかった。

「木下くん、今、社長さんなんでしょ。すごいね」

　気持ちがリラックスしてくると、料理の味がようやく堪能できるようになってくる。

　自分のお給料ではおいそれと食べられない懐石に舌した鼓つづみを打ち、目を細めながら声を弾ませると、木下くんもますます楽しげに顔をほころばせた。

「全然。起ち上げたばっかりで四苦八苦してるよ。今回のお見合いだってぶっちゃけ取引をスムーズにさせるために、仕方なく受けたぐらいだし。弱小社長はつらいよ」

「あはは、苦労してるんだ」

　彼のほうにもそんな事情があったのならと、なんだか肩の荷が下りた気分になる。お互い渋々受けたお見合いだったわけだ。それなら断るのにも、なんの罪悪感も覚えずに済む。

　そう思ってひそかに胸を撫で下ろしたとき。

「でも、春澤に会えたからお見合いしてよかった。ラッキーだったよ」

　木下くんは口角を上げて笑った。

　かますの幽ゆう庵あん焼きに伸ばした箸はしが、思わず止まってしまう。

　そんな私の顔をじっと見つめて、木下くんは言葉を続けた。

「お見合いに来たってことは、今彼氏いないんだろ？」

「え……と、うん……」

　やっぱり頭には綾部さんのことが浮かんでしまって、口ごもりながら答えてしまった。けれど木下くんは気にしていないようで、視線をこちらに向けたまま、少しはにかみながら言った。

「もし春澤がよければさ、東京戻ってからも会ってもらえないかな」

「えっ!?」

　失礼なぐらい驚きを露あらわにしてしまう。だってまさか、こんな展開になるなんて思ってもいなかった。

　戸惑っている私を見て木下くんは手に持っていた箸を置くと、困ったように視線を逸らしてからまた戻し、こちらをじっと見据えた。

「やっぱ……春澤から見て俺の印象ってあんまよくないよな」

「そ、そんなこと……」

　きっぱり否定してあげたいところだけど、口ごもってしまう。

　だってやっぱり私の根本にある彼の印象は〝いじめっ子〟だもの。今はすっかり好印象な大人になったとはいえ、子供の頃の強烈なイメージはなかなか拭えない。

　こんな風に偶然会って会話をする分には何も問題はないけれど、親密な付き合いをするのはさすがにためらってしまう。

　そんな風に考えていると。

「ごめん!!」

「えっ？」

　木下くんはテーブルから少し下がり、私に向かってまっすぐに頭を下げてきた。

　突然の謝罪に思わずポカンとしてしまっていると、彼は頭をかきながらものすごく気まずそうに顔を上げた。

「子供の頃、春澤にひどいこと言ってたの、悪いと思ってるよ。泣かせちゃったこともあったもんな。心から反省してる。……でもあの頃、俺……お前のことが好きだったんだよ」

「……わ、私のことが……？」

　十三年目の真実。まさか木下くんが私のことを好きだったなんて。

　いきなりの告白に驚いてしまい、私はさっきから目を見張りっぱなしだ。

「お前、転入生の俺にすごく優しくしてくれてさ。すぐ好きになっちゃったんだけど、俺まだガキだったからどうしていいかわかんなくて。だから、こっちを向いてもらいたくてイジワルばっかしてたんだ」

　木下くんはなんともバツが悪そうに、けれどそれでも一生懸命に言葉を綴った。

　そんな彼の真剣な様子に、私も真面目に聞き入ってしまう。

「そ、そうだったんだ……」

「でも、当たり前だけどイジワルばっかしてたら、笑ってもらえなくなっちゃってさ。それが悔しいからまたイジワルしての繰り返しで……本当に今思うとサイテーなクソガキなんだけど、それでも春澤のことが好きで仕方なかったんだ」

　最後のセリフを言うとき、彼は少しだけ照れくさそうに視線を伏せた。

　私まで恥ずかしくなってきてしまい、赤くなった顔を隠すようにうつむく。

　子供の頃の話とはいえ、そんな風に自分のことを想ってくれていたなんて。なんだか恥ずかしいような嬉しいような、くすぐったい気分。

「うちは転勤族で引越しばっかりしてたけどさ、それでも春澤のことはしばらく想ってたよ。でも、もう二度と会うことはないんだろうなって思ってた。それがまさか、こんなかたちで再会するなんて……正直、すごく嬉しかった」

　それが口からの出任せや軽々しい口説き文句ではないことが、彼のはにかんだ表情から窺うかがえた。

　私は単純だろうか。さっきまで苦手意識を持っていた彼に、今はすっかり親しみを覚えてしまっている。

「私も、こんなかたちで再会できて、木下くんの本当の気持ちを知ることができてよかった。なんだかスッキリした気分」

　ようやく笑顔を向けた私に、彼も安心したように満面の笑みを見せた。

「そっか、よかった！　じゃあさ、改めてその……次のデートに誘ってもいいかな？」

「え、ええっと……」

　けれど彼からの誘いに、またもためらってしまう。

　こんなときだというのに、私の頭にはやっぱり綾部さんの姿が浮かんでしまって。彼に囚われている心を解放したくて別の男性に会ったというのに、こんな土ど壇たん場ばでもまだ私の心はあの人から離れたがらない。

　――バカな私。

「……いいよ。東京に戻ってからも、会おう」

　だから私はもっともっと自分を追いつめようと思った。いっそこのまま、木下くんと付き合うことになってもかまわない。

　あの甘美で罪深くて、傷だらけの恋から抜け出せるのなら――新しい恋も、きっと悪くない。




　翌日の月曜日。

　私がいつものように、始業前に窓際の観葉植物に水をあげていると。

「おはよ、志乃」

「きゃっ！　ビックリした！」

　足音を忍ばせて入ってきた綾部さんが、私を驚かすように、いきなり後ろから耳元に声をかけてきた。

　思惑通りまんまとビックリしてしまった私を見て、綾部さんはおかしそうにクスクス笑う。

「もう、子供みたいなことしないでください！　ああ、ほら、お水こぼしちゃった」

「ああ、ごめん、ごめん」

　私は不満そうな顔をして、床にこぼしてしまった水の雫しずくを手近にあったハンドペーパーでさっさと拭ふいた。

　そして、クシャッと丸めたペーパーを、綾部さんは私の手から奪い、ゴミ箱に投げ込みながら言う。

「でも春澤が悪い。せっかくの週末に、俺にかまってくれなかったバツだよ」

　先週の金曜日、綾部さんから『週末にドライブにでも行こう』と誘われた。けれどお見合いの予定があった私は、実家に帰省するのを理由にそれを断っていて……まさか、こんなに拗すねられるとは思ってもみなかった。

『私なんかにかまわずに、マリさんと過ごせばいいのに』

　可愛くない照れ隠しのセリフがこぼれそうになったけど、慌てて呑み込む。そんなことを言ったところで、嫉妬心が伝わるどころか卑屈になっていると思われるだけだ。

　口を噤んでしまった私を見て、綾部さんはふっと口元だけ優しげに微笑むと、そのまま自分の席へと向かって椅子に座った。

「で、帰省楽しかった？」

　パソコンの電源を入れながら尋ねてきた綾部さんに背を向け、私は水差しをフロアの隅に片づけながら答える。

「はい、おかげさまで。みんなにお土産みやげを買ってきたので、あとで召し上がってください」

「こんな時期に帰省だなんて、同窓会？」

　カタカタッと、綾部さんがキーボードを叩たたく音がやむのを待ってから、私は口を開いた。

「お見合いをしてきました」

　――沈黙。

　けれど、彼の視線がこちらを捕らえて雰囲気が変わったのがわかった。

　綾部さんのほうを振り向かなくても感じる、冷たく射抜かれるような眼差し。

　きっと気に入らないんだ。自分の所有物みたいに思っていたセフレが、勝手にほかの男のものになろうとしているのが。

　それでもいい。私だっていつまでも彼女がいる人の浮気相手を、続けていく気はないんだから。そう暗に伝えたくてお見合い話を暴露したのに、なんだか怖くて振り向けずにいた。

　すると、短く息を吐き出した音とマウスを動かす音が耳に届いて、そのあと冷静な声がかけられた。

「親に頼まれて断り切れなかった？　それとも俺を妬やかせようとした？」

　この質問に、口を噤み続ける以外の選択肢なんて見つからない。

　綾部さんは何もかも見抜いている。このお見合いに私の前向きな気持ちなんかなかったことも、所詮は彼の手の平から逃げ出したかっただけの、見苦しい抵抗だということも。

「……とてもいいお相手でした。このまま、お付き合いしようかと思ってます」

　彼の質問に答えるのは悔しくて、私はせめてもの意地を張って違う答えを口にする。

　けれど綾部さんは動揺ひとつ見せず、冷静な声色で返す。

「そんなに結婚したきゃ、俺がしてやるよ」と。

　――嘘つき。

　声色ひとつ変えずに、朝のオフィスで浮気相手に甘い嘘がつけるこの人に、私みたいな小娘がどれだけ抗っても無駄なんだ。

　苦しいぐらい心臓が高鳴って、私はもう自分が怒っているのか悲しいのか嬉しいのかもよくわからない。

　このまま泣きながら彼の胸を叩いてやりたいと思う。『どうしてそんなことを言うんですか、これっぽっちもそんなこと思ってないくせに』って。

『綾部さんにはマリさんがいるくせに』って、ボロボロに泣きじゃくって責めることができたなら、少しは楽になれるのに。

　けれどここはオフィスで、もうすぐほかの社員も出社してくる。

　だから私は必死で自分の感情が落ち着くのを、ただじっと綾部さんに背を向けたままフロアの隅で待つことしかできなかった。

　先輩たちが出社してくるまでの三分半。フロアには沈黙が流れ続けた。




　退社時間になり、いつものようにまだ残っている人たちに向かって「お先に失礼します」と挨拶してから会社を出れば、スマホには二件のＬＩＮＥメッセージが届いていた。

【今度の土曜日、ここでランチどうかな？】

　カジュアルフレンチレストランのＵＲＬ付きのメッセージは、木下くんから。

　そして――。

【いつものダイニングバーで待ってて。すぐ行く】

　まるで命令のように一方的な待ち合わせを指定してきたのは、綾部さん。

　この関係が始まるきっかけになったダイニングバーには、あれからもう一度連れていってもらったことがあって、どうやら三回目の今日から、〝いつもの〟場所になったようだ。

　綾部さんとふたりだけで通じる〝いつもの〟場所があるのは嬉しい。けれど、今夜はふたりで話したくない。

　また彼にお見合いのことを詮索されるのはイヤだし、朝のようなことを言われたら、せっかく木下くんとの交際に前向きになりかけている気持ちが、しぼんでしまいそうだったから。

【今日は行けません】

　意地っ張りな文字を打っていた指先を止めるように、電話の着信音が手の中のスマホから鳴り響いた。

　否定の返事を隠すように現れた通話ボタンを、指先がタッチしてしまい、受話口から『もしもし』と呼びかける声が聞こえてくる。

『もしもし、志乃？　今、会社出たとこだから、すぐ行く。先に店に入って待ってて』

　それは、もう覆らない決定を意味する命令。彼の低く甘い声に、私の本能は従順になってゆく。

　今夜は話したくない、せっかく新しい恋に踏み出そうとしているのに、邪魔しないでほしいのに。

　なのに、電話の向こうから聞こえる綾部さんの息遣いに、淡く健気な決意は吹き飛んでしまう。

　きっと、早足で歩いている。そんなことを想像させてしまう微かに乱れた呼吸。

　会いたい。もっと彼の吐息や熱を近くで感じたい。

　愚かなときめきが私の唇を「わかりました、店内で待ってます」と、繰り人形のように動かした。

『いつもの』ダイニングバーで、私はカウンターの端に席を取る。初めて来たときも二回目もここだったから、もうふたりの定位置はここでいいと思う。

　それからドリンクだけ先に頼むと、バッグからコンパクトミラーを取り出し、さっと前髪だけ整えた。

「あ、そうだ」

　ふと思い出して、私は慌ててバッグからスマホを取り出すと、ＬＩＮＥの画面を再び開いた。木下くんに返信を送るのを忘れていたからだ。

　彼のメッセージを改めて見て、少し考えてしまう。自分の気持ちがこんなに綾部さんから離れてないのに、木下くんの誘いを受けてしまっていいのだろうか、と。

　けれど、動きださなければなおさら綾部さんから離れることはできないんだと思い直し、私は木下くんの誘いに快諾するメッセージを打った。

【素敵なお店だね、楽しみにしてる】

　それを送信するとすぐに既読のマークがつき、【十一時半に駅で待ち合わせでいい？】と返事が来る。それにまた私が返事をして……と、予定を決めるためのメッセージのラリーが続いていたときだった。

　私の手から抜き取られるようにスマホが奪われ、驚いて顔を上げる。

　そこには、いつの間にかやってきた綾部さんが隣に立っていた。彼は、こちらを一いち瞥べつしてからカウンターに視線を向き直し、「ミントジュレップひとつ」とオーダーして、隣のスツールに腰を降ろす。

「綾部さん……」

「お待たせ」

　そう言いながらも綾部さんの視線はこちらではなく、私から取り上げたスマホの画面をじっと読んでいる。

「『木下くん』ね。早速、来週末デートの約束か」

　伏せた瞳に、声色に、呆れの色を感じた。

「か、返してください！」

　慌てて告げると、すでに内容を把握した綾部さんは、感情を押し殺したような無表情で、スマホを私の手にあっさりと返した。そして、カウンターから出されたミントジュレップをひと口飲んでから、前を向いたまましゃべる。

「志乃。俺はお前の意地っ張りなとこ好きだけどさ、さすがにこれは可愛くないな」

　表情を変えないまま、淡々と吐き出された言葉に、私の心がズキリと痛んだ。

「……あ……」

　初めて、綾部さんが私を批難する言葉を口にした。

　仕事でも、こんな関係になってからも、彼は私に対して否定的な言葉を使ったことがない。それは私が特別というよりは、彼は滅多なことがない限り、他人を否定する言動をしない性格だからなのだけど。

　そんな綾部さんが……私に『可愛くない』と言った。

　思わず反射的に謝ってしまいそうになる。けれど、私は唇をキュッと噛みしめ、素直な『ごめんなさい』を呑み下すと、視線を彼に向けられないままぼやくように訴えた。

「ど、どうして綾部さんにそこまで言われなくちゃいけないんですか？　私が誰と会おうと……勝手じゃないですか」

　私を浮気相手にしているだけじゃ飽き足らず、束縛までするなんて。あまりに勝手な彼の態度に、こちらも反発してみせる。

　カウンターに沈黙が落ちた。

　もしかして怒らせてしまっただろうかと思うと、綾部さんのほうを向く勇気が出ない。

　けれど、そんな私の緊張を彼の指先がほどいた。長い指が私の顎あごをそっとすくい、彼のほうを向かせる。

「嘘。志乃は可愛い。だからお前がほかの男と会うと俺が嫉妬する。だからもう、その男とは会わないでほしい。……これでいいか？」

　私の瞳をじっと覗き込みながら、綾部さんはまるで小さな子供に説明するように、静かにゆっくりと言葉を紡いだ。

　途端に私の中の憤いきどおっていた気持ちがすべて消えてしまう。

　だって、こんなのズルい。普段は冷静で大人なくせに、素直にヤキモチ焼いてると白状するなんて。

　あまりにストレートに本音をぶつけられ、私は顔を赤くしたまま何度も目をしばたたかせてしまった。

　綾部さんはそんな私を見て困ったように笑うと、そっと顎から指を離した。

「来週末、俺もデートに誘っていい？」

　再び正面を向き直した綾部さんは、ミントジュレップのグラスを持って言う。

「近場だけどさ、一泊旅行。一緒に温泉でも行こう」

「えっ……」

　思いもよらなかった誘いに、私は自分の胸が嬉しさに昂るのを感じてしまった。

　綾部さんと一泊旅行だなんて、行きたいに決まってる。ふたりきりで遠い地へ旅して、ずっとずっと一緒にいられて――。

　きっと逸る想いが顔にも出てしまったのだろう。頬を紅潮させて目を輝かせていたのかもしれない。

　綾部さんは私を見つめて、どこか満足そうに目を細めた。そして、「行く？」と改めて確認をとる。こちらの瞳を覗き込むようにして。

　……来週末は木下くんとの約束がある。私はもう綾部さんに囚われるのはイヤだから、新しい恋を始めたいのに――。

「……行きたい……」

　――私の中の天秤が、カタンと音をたてて傾いた。







第四章　素直にとろけさせて













「ごめんなさい……この話はなかったことにしてください。本当にごめんなさい」

　ダイニングバーの扉を出た通路の隅で、私は電話の向こうの木下くんに向かって何度も謝罪を口にした。

　勝手だと思う。最低だとわかっている。けれどもう、自分の気持ちをごまかし続けて木下くんに合わせる顔がなかった。

　こんなにただれた恋でも、私は綾部さんが好きで仕方なくて。その想いは暴れてももがいても、簡単に振り切れないと痛感した。

　そして振り切る自信がない以上……誰かといたずらに付き合うことはとても罪深いとわかっているから。

　木下くんは納得がいかないと何度も言っていたけど、ただ謝り続ける私に埒らちが明かないと思ったのか、電話は突然ブツリと切られた。

　……当たり前だけど、とても怒らせてしまったと胸が痛む。

　まさか会社の上司と浮気をしているから、私のことは諦めてほしいだなんて言えるはずもなく。理由を聞かれても言葉を濁すしかなかったことに、ますます申し訳なさが募る。

　自分は最低な女だと落ち込みながらダイニングバーの店内に戻ると、私はカウンター席の綾部さんの隣に再び腰を下ろした。そして大きなため息をひとつ吐き出し、飲みかけていたサングリアを一気に飲み干す。

「……怒らせちゃった。自業自得だってわかってるけど、相手の人にも仲人さんや母にも迷惑かけて……私、何やってるんだろう」

　自分の迂闊さを嘆くと、綾部さんが慰めるように髪をそっと撫でてくれた。

「もし問題が起きたら、俺がなんとかしてやるよ」

「なんとかって……」

　慰めてくれるのは嬉しいけれど、あまりに曖昧な口先だけのセリフに、私は微かに呆れた表情を浮かべてしまった。

　今朝の『そんなに結婚したきゃ、俺がしてやるよ』のセリフといい、綾部さんは平気で重い嘘をつく。

　こっちは真剣に落ち込んでるというのに、浮気相手への軽いリップサービスのつもりなのだろうかと思うと、腹が立ってくる。私は拗ねた表情になると頬杖をついて言った。

「なんとかって、なんですか。適当なことばっかり言わないでください」

　私がちょっと怒っていることを察したのか、綾部さんはわずかに驚きをはらんだ眼差しをこちらへ向ける。そして、手にしていたグラスを置いてから話しだした。

「揉もめるようならお前の家族や仲人に、俺が頭を下げに行くよ。『志乃さんと真面目にお付き合いしてるんで、見合いの件はなかったことにしてください』って。それでも不満か？」

　嘘つき……。

　彼を責める言葉を、サングリアと一緒に身体の奥へ流し込む。冷たくて苦くて甘いアルコールと嘘が、ひとつになって私の中へ溶けていった。




　そうして訪れた週末。私は綾部さんと甲信越の温泉へとやってきた。

　九月初旬はちょうど夏休みと紅葉シーズンの間の時期であるせいか、山の中腹にあるこぢんまりとした温泉はお客さんも少なく、とても落ち着いた雰囲気を醸かもしていた。

　綾部さんの車で東京を出発してからここへ到着するまで、私は正直浮かれていた。顔が緩んでしまうのが抑え切れず、つい饒舌に彼にしゃべりかけてしまうほどに。

　好きな人と遠い場所へ旅行に行けることが、こんなに嬉しいだなんて。車から見える景色のすべてが煌きらめいて見えて、海も山も街も新鮮に感じられる。

　綾部さんも、いつもよりリラックスしていて、会社にいるときよりずっと柔らかな雰囲気をまとっていた。

　綾部さんが予約してくれた旅館はオシャレな和風モダンで、各部屋に内風呂や露天風呂が設置されていた。

　部屋へ案内されると、私はまず広ひろ縁えんに行き、窓からの景色を堪能する。

「わあ、いい景色。山並が一望できますね。あ、頂上のほうはもう結構色づいてる」

　窓枠に手をかけて身を乗り出すように景色を眺めた。すると。

「本当だ。なかなか悪くない景色だな」

　綾部さんはそう口にしながら、私の身体を覆うように後ろから窓枠に手をついた。

　さりげない、密着。きっと恋人じゃなければ、あり得ないポジション。

　いつもなら嬉しさと苦しさに半分ずつ染まる私の胸も、今日は気分が開放的なせいか、嬉しさの比重が大きいみたい。

　そっと、後ろの身体に寄り添うようにもたれかかれば、綾部さんの手が窓枠を離れ、私の身体を抱きしめる。

　この街には、私と綾部さんのことを知る人は誰もいなくて。だから今だけは……本当の恋人のフリをしても許されるかもしれない。

　瞼を閉じてそんな勝手なことを思ってから、瞳をゆっくりと開いた。

「綾部さん。まだ時間早いし、観光か散歩に行きませんか？」

　時計の針はまだ夕方の三時過ぎ。ふたりで過ごせる時間はたっぷりとある。

「どっか行きたい？　俺は志乃と一緒に露天風呂に入りたいなあ」

「ふふふ、それはあとで」

　今日、ここに来てよかった。私は彼の腕の中で甘えながら、心から素直にそう思った。

　旅館から少し歩くと山道の散歩コースになっていて、そこを辿れば観光名所になっている滝があったり、川下りの様子や珍しい動植物なんかが見られた。

「こういうしみじみとした旅行もいいね」

　足元に流れる沢を眺めながら、綾部さんは緩やかに微笑む。

　ネイビーのポロシャツに、ブラックのタイトなジーンズとホワイトのデッキシューズ。綾部さんのそんなラフな格好も、いつもと違う特別さを感じられて心が弾む。

「私は派手なレジャーより、こういう静かな旅のほうが好きですよ」

　土がむき出しの山道の散歩コースを、木の根につまずかないように小さく飛び跳ねながら答えた。

「へえ。志乃はもっと賑やかなのが好きかと思ってた。動物園とか遊園地とかさ」

「えー？　なんか、すっごい子供扱いしてません？」

　からかうような彼の言い方に、眉根を寄せて振り返る。

「全然。志乃はリュックサック背負って、水筒持ってキリンやゾウを見てるのが似合うなんて、これっぽっちも思ってないから」

「ひどーい、綾部さん」

　わざと大げさに怒って見せれば、綾部さんは膨れた私の頬を両手で包んで、おかしそうに笑う。

　怒って見せた顔を彼につられてうっかりほころばせてしまえば、綾部さんはますます楽しそうにクスクス笑ったあと、そのまま私に唇を重ねた。

　旅館に戻ると、綾部さんは時計を確認してから、少しトーンを落とした声で話しかけてきた。

「まだ晩飯までは時間あるな。志乃、先に風呂に入ろう」

　今日は何もかもが嬉しくて、彼の誘いにも素直に頷いてしまう。

　そんな私を子供扱いするように、綾部さんは頭をポンポンと撫でた。

　けれどそれさえも嬉しくて、私は頬を赤らめてはにかむと、早速お風呂に入る準備を始めた。

　部屋には小さな露天風呂がついている。こぢんまりとした檜ひのき風呂は、遠目に山の景色が望めてとても情緒的。

　脱衣所で服を脱いでから浴場の戸を開けると、先に入った綾部さんがすでに湯に浸かっていた。

「早く来な。気持ちいいよ」

　浴槽の縁に腕をかけてもたれかかり、綾部さんは気持ちよさそうに空を仰いで目を細める。

　まだ明るい空の下で見る彼の素肌は、なんだかいつもと違って見えて、またしても気持ちが高揚してしまう。

　私はかけ湯をして身体を綺麗にしてから檜の浴槽に向かい、ゆっくりと湯船の中に身を沈めていった。

「ああ、気持ちいい」

　少し冷たくなってきた山の空気と温かいお湯の温度差が、ジンとしびれるように身体に染みる。その心地良さに、思わず目を閉じて長く息を吐き出していると。

「な、気持ちいいだろ」

　湯に浸かったまま、綾部さんが後ろから私を抱きしめてきた。

　温泉に癒やされていた身体が綾部さんの抱擁も加わって、もっともっと心地良さを感じてしまう。

「綾部さん」

「ん？」

「来てよかったです」

　意地も張れないほど感じてしまった幸せは、私に素直な言葉しか伝えさせてくれなくて。

「志乃」

　抱きしめながら彼が与えてくれるキスを、心の全部と唇で受け止めた。

「志乃、好きだよ。愛してる」

　ベッドの上で聞くと泣きたくなるような嘘も、東京から遠く離れた地にいる今は、信じて甘えても許される。そんな気がするから。

「……もっと」

　私はおねだりを口にしてから、彼に教え込まれたキスの仕方で舌を絡めてゆく。

　自然に囲まれて開放的な気持ちになっているのは、彼も同じなのかもしれない。

　綾部さんのキスはいつもより激しくて。あまりに夢中で唇を貪むさぼりながら激しく抱きしめてくるから、バレッタでまとめ上げていた私の髪が、ほどけて湯に浸っていく。

　綾部さんは、濡れて肌に貼りついた髪ごと首筋を愛撫した。甘い刺激に思わず首を反そらせて見上げた夕焼け空は、東京の空よりずっと明るくて透き通っているように見えた。




「志乃。ほら、俺の分のデザートあげるよ。アイス好きだろ」

「また子供扱いして。それに、そんなに食べられませんよ」

「大丈夫。俺が食べさせてあげるから」

　部屋でとった夕食も、旅館の料理が美味しいのはもちろんだけど、私にはなんだかいつもの十倍も二十倍も美味しく感じられた。

　じゃれ合うような会話を交わしながら、箸を進めているうちにお皿はすっかり綺麗になって、デザートのジェラートをお互い食べさせ合いながら、最後は戯れのキスでその甘さを共有した。

　――何度抱いても抱き足りない。何度抱かれても抱かれ足りない。

　ふたりの、そんな飢うえた声が聞こえてきそうな夜だった。

　ずっと一緒にいたのに、いろんな場所で何度もキスを交わしたのに、お風呂で熱く抱き合ったのに、それでも足りないと。

　自分の心と身体が、こんなにも貪欲だったのかと気づかされる。

　けれど、飢えれば飢えるほど綾部さんが私を満たしてくれるから、情欲の火はいつまでも消えない。

「志乃、キス上手くなったな」

　初めて抱かれたあの日から、とろけるような悦楽と一緒に教え込まれたこと。教えられて、変えられて、私の身体が綾部さんの色に染まっていく。

　その証のように肌に刻まれていくキスマークが嬉しくて愛しくて、私は貪欲に何度も何度も〝もっと〟を繰り返した。




　夢のような二日間だったと思う。

　好きな人をずっと独り占めできることが、自分の気持ちを偽りなく解放することが、こんなに幸せだなんて。

　けれど、夢は覚めるものだから。

　現実に戻った朝は残酷で、夢は所詮夢なんだと私をあざ笑う。




　月曜日の昼。

　浅はかにも、私はまだどこか夢心地を捨て切れないでいた。そんな中、騒がしい社員食堂で、とある会話が耳に飛び込んできた。

「綾部、最近マリちゃんどう？」

　ふっと呼吸を塞ふさがれたような、胸が詰まる衝撃が私を襲った。

　動揺し、思わず声のしたほうを振り向いてしまいそうになったけれど、一緒に食事している野崎さんや柳さんたちに気づかれないよう、視線だけをそっと動かした。

　私のテーブルから斜め前に見える食器の返却口。そこに並びながら綾部さんが……同期の友達だろうか、ほかの課の男性と楽しそうに会話している姿を見つけた。

　ざわつく食堂内で、必死に耳を澄ます。

「ああ、元気だよ」

「そっか、相変わらず大事にしてるんだ」

「まあな。本当、あいつ可愛いよ」

　綾部さんの弾んだ声、愛しい人を語る幸せに満ちた表情。

　私の胸がイヤな鼓動を打ち、酸欠になったみたいに頭が真っ白になっていく。

　席を立てばよかった。こんな会話、いつまでも聞いていないで、食堂から逃げ出せばよかったのに。

　私は汗ばんできた手でスプーンを強く握ったまま、固まってしまった。そして。

「マリちゃん、そろそろ子供は？」

「考えてるよ。あいつも適齢期だし、準備進めてる」

「そっかあ。マリちゃん美人だから、可愛い子が産まれるだろうなあ」

　カタン、と。力の抜けた手からスプーンがこぼれ落ちてしまった。

　その音に気づいた向かい側の野崎さんが、顔を上げてこちらを見やる。

「あれ、どうしたの志乃ちゃん。顔真っ青だよ」

「本当、具合悪いの？」

　隣の柳さんに顔を覗き込まれて肩を揺すられたけど、私は何も反応することができなかった。

　――ほら、全部嘘だった。『結婚してやる』なんて、『愛してる』なんて、何もかも全部。

　頭の中で私が私をあざ笑う。

　ほかの女性と家庭を作ろうとしている男に、浅はかな睦むつ言ごとを紡がれて喜んでいた私は、本当になんてバカなんだろう。

　私を好きだと言ったその口でマリさんと将来を語り合い、私をもてあそんだ手でマリさんを抱きしめ、私に嘘をくれた唇でマリさんに本当の誓いを告げていたのに。

「……うっ……」

　嗚咽をあげて泣きそうになってしまい、私は口元を抑えると慌てて席を立ち、食堂から走り去った。驚いた野崎さんたちの呼びかける声が、耳に届いたような気がしたけれど、頭には入ってこなかった。

　ひとりで泣きたいときに駆け込む非常階段の踊り場。私はそこに辿り着き、扉を閉めると声を殺して泣いた。

　苦しくて苦しくて、どんなに泣いても気持ちが収まらない。狭い踊り場の隅っこにうずくまりながら、このまま死んでしまうんじゃないかと思うほど泣き続けた。

　時間を忘れるくらい夢中で泣いていたけれど、私は昼休みの終わるチャイムを耳にして、慌てて立ち上がった。

　さすがにこんな泣き腫らした顔でまっすぐフロアに戻ることはできない。朦もう朧ろうとした頭を抱えてフラフラ歩きだすと、私はロッカールームでメイクを直してからフロアへ向かった。

「すみません……戻るのが遅くなってしまいました」

　昼休みを五分も過ぎてしまった罪悪感と、綾部さんのいる室内に入るつらさを抱えながら、うつむいたままドアを開ける。

「志乃ちゃん、大丈夫？　探したんだよ」

「やっぱり具合悪いのね、フラフラしてるじゃない。今日は早退したら？」

　するとすぐさま野崎さんはじめ、チームの人が心配してくれて、ますます申し訳なさが募った。たかが自分の感情でほかの人に心配かけたり、仕事に支障をきたすわけにはいかない。

　けれど、泣きすぎたせいなのか、心と身体は思っている以上に繋がっているのか。足元がフラついて、なんだか軽い貧血を起こしている気がする。

「すみません、ご心配かけて。もう大丈夫です。ごめんなさい」

　それでも無理をして席に着き、パソコンを開こうとしたら。

「春澤。具合が悪いなら無理せず帰っていいぞ。お前のことだからチームに迷惑かけないようにと遠慮してるんだろうけど、悪化させて欠勤したほうが、よっぽどみんな困るだろ」

　そんな言葉を口にしながら、綾部さんがこちらへ向かってくるのが見えた。

　――誰のせいだと思ってるの。イジワル。イジワル。

「大丈夫です。自分の体調ぐらい自分でなんとかしますから」

　彼のほうを向かずに眉間に力を込め、パソコンの画面を睨みながらロックを解除する。

「そういう問題じゃない。『悪化する前に帰れ』と言ってるんだ」

　もう話しかけないで。綾部さんなんか大嫌いなんだから。

「大丈夫です。心配しないでください」

　じっとパソコンのモニター画面だけを見ているのに、綾部さんの表情が変わって周囲が不穏な空気に包まれたことがわかった。

「意地を張るな、春澤。あとでつらくなるのは自分なんだぞ」

　わかってる。綾部さんを好きでいることがこれからもどんどんつらくなるって、たったさっき痛感させられたばかりだもの。だから、もう……。

「課長には関係ありません、放っておいてください！」

　――お願いだから、かまわないで。

　下っ端で若造の私が、課長に向かって感情的に言い返すなんてあまりにも不躾で、周りの人が驚きの視線を一斉にこちらへ向けるのがわかった。

　そこにすかさず割って入ってきたのは、リーダーの野崎さんで。

「課長、申し訳ありません。春澤、体調崩して情緒不安定だと思うんで。ほら、志乃ちゃん。外で少し休んでこようか」

　なんとか穏便に場を収めようと私の腕を引き、フロアの外へ連れ出そうとした。けれど。

「野崎、かまうな。春澤、お前は今日はもう帰れ。上司にそんな口の聞き方をする状態が〝大丈夫〟だと思うな。そんな態度でフロアに居座られたら、全員が迷惑だ。早退しろ。これは課長としての命令だ」

　冷静な表情で厳しく言い放った綾部さんの言葉に、フロアは恐ろしいほど静まり返った。

　悪いのは私。わかってる、公私混同してる自分が一番悪いってこと。でも……。

「っ……！」

　悔しくて悲しくて、涙をこらえ切れなかった。

　みんなが目を丸くして見つめる中、私は黙って席から立ち上がり、バッグと上着をつかむと、一礼してフロアから出ていく。

「志乃ちゃん！　ちょっと！」

　慌てて追いかけようとしてくれた野崎さんの姿が、視界の隅っこに入った。けれど。

「いいから放っておけ」

　綾部さんの咎める声が聞こえると、野崎さんの足音はそこでやんだ。




【具合は大丈夫か？】【さっきはきつい言い方してごめん】【仕事終わったら部屋に行く。欲しい物があったらＬＩＮＥ送って】

　帰宅してからすぐに届いたメッセージは、さっき私を叱った人からのもの。真っ先に体調を心配してくれる言葉が、素直な『ごめん』が、私を甘やかしてくれる言葉が、今は苦しくて悲しくて涙しか出てこない。

　私は着替えもせずにそのままベッドに飛び込んで、流れるままに涙をこぼし続けた。

　綾部さんには本命の彼女がいて、私は所詮、浮気相手。そんなことは、全部始めからわかっていたことなのに。

　それでも、意地を張りながらでも、そばにいることを結局望んでしまっていたのは、自分なのに。

　昨日までがあまりに幸せだったから、改めて突きつけられた現実が痛すぎて。それに何より……マリさんはただの恋人じゃなくって、もう綾部さんと家庭を作る計画をしている、実質婚約者だった。その事実が私の胸を抉った。

『もしかしたら……。もしかしたら……』

　そんな風にずっと心の片隅にあった、ズルい期待。

　もしかしたら、マリさんとはもう別れてしまっているのかもしれない。もしかしたら、いつの日か私を選んでくれるかもしれない。

　そんな卑しくてズルくて淡い期待は、全部砕け散った。

　そして、綾部さんがどれほどマリさんを大事にしているかもわかってしまって……遊ばれているだけの自分がどれほど惨めか、イヤでも思い知った。

「大っ嫌い……綾部さんなんか、大っ嫌い……!!」

　ひとりの部屋に私の泣き声が虚しく響く。

　身体を預けているベッドは、何度も綾部さんが私を抱いた場所で。彼のぬくもりやムスクの香りが残っているような錯覚が、ますます悲しみを増長させる。

　せめて、優しくしないでほしかった。あんなに優しく抱かないでほしかった。もっと冷たく、割り切った関係でいられたなら……こんなに好きにならずに済んだのに。

「綾部さんの……イジワル……」

　こんなに傷ついても嫌いになれないほど、好きにならずに済んだのに。




　泣き疲れていつの間にか寝てしまっていた。目を覚まし、部屋の中がすでに薄暗くなり始めていることに気づく。

「やだ……私、着替えもしてない……」

　シワのついてしまったスカートに、泣いてボロボロになってしまったメイク。そんな自分の情けない姿を鏡に映して、またひとつため息をつく。

　そして着替えをしながら、壁にかかっている時計を見上げた。

　……綾部さん、仕事終わったら部屋に来るって言ってたな。どうしよう……。

　時計の針は午後五時過ぎ。早ければあと二時間もすれば、彼はここに来てしまうだろう。

　けれど、会いたい気持ちと会いたくない気持ちが私の中で揺れている。

　会って今日のことを謝らなくちゃいけないと思う。公私混同して彼の顔に泥を塗ぬるような態度をとってしまったのだから。でも、今会っても自分が苦しくなるのも、わかり切っているから。

　どうしていいかわからないまま迷い続け、それでもいつ綾部さんが来てもいいようにメイクも身支度も整え直して、待ってしまっていたときだった。

　ピンポーンと部屋のチャイムが鳴ったのは、時計の針が午後七時を指す少し前。

　思っていたよりずいぶん早い来訪に驚きながらも、自分の胸がわずかに喜んでしまったことが悲しい。

　私を心配して早く来てくれた……？　そんなバカげた期待が捨て切れない。

　けれど、そんな気持ちでインターホンもとらず玄関のドアを開けてしまった私の目に映ったのは、意外すぎる人物だった。

「……急にごめん。どうしても顔見て話したかったから」

「……木下くん……」

　夜の帳とばりとともに訪れたのは、私を傷つける男ではなく、私が傷つけた男で――。

「俺、春澤とちゃんと付き合いたいと思ってたから、どうしても納得できなくて。住所、仲人さんに無理に聞いてここまで来たんだ。頼む、ちゃんと話をさせてくれ」

　子供の頃、私をいっぱい泣かせた木下くんは、今度は自分が泣きそうな顔をしながら真剣に訴えかけてきた。

　それを振り切る強さなんて、今の私にはあるわけもなく。

「……私も、ちゃんと木下くんに謝りたいと思ってたの。そこの大通りのカフェで話そう」

　月が昇った空の下、私は綾部さんが来るかもしれない部屋から逃げ出して、木下くんと歩きだした。







第五章　叶えられた願い













「……改めて、ごめんなさい。あんな断り方したこと、悪いと思ってた」

　自宅から五百メートルほど離れたカフェで、私は窓際のテーブルに席を取り、木下くんと向かい合って話をした。

「悪いと思うなら理由を教えてほしい」

　木下くんは大きな口を今日はきつく引き結び、こちらを強く見据える。

　彼の怒りがひしひしと伝わるようで、私は視線をテーブルの上のハーブティーに落として口を噤んでしまった。

　お見合いをして、その後の約束も受けたのは私だもの。彼にちゃんと説明する義務がある。

　けれど――。

「……ごめんなさい」

　綾部さんのことを打ち明けられなくて、唇は謝罪を重ねることしかできない。

　理由を言わない私に、木下くんは手に持っていたコーヒーカップを置くと、イラ立ちを露わにして言ってきた。

「どうせ男だろ？　元カレと復縁した？　それとも東京戻ってからすぐに新しい彼氏ができて、俺とは会いたくなくなった？」

　矢継ぎ早に責め立てる言葉を聞いて、勝手に涙が滲んできてしまう。

　できることなら全部言ってしまいたい。

　けれど、今まで誰にも言えなかった、綾部さんとのこと。友達にも誰にも。

　だって、彼にはマリさんがいるんだもの。私が今の関係を口外したら、綾部さんに必ず迷惑がかかってしまう。

　私は浮気相手だから。この関係は誰にも言っちゃいけないと思って。

「お……おい、春澤」

　ヒックヒックと、ついに泣きだしてしまった私に、木下くんが焦った様子で声をかけた。

「ごめん、泣かせるつもりじゃなかったんだ。ただ、俺も本気だったから。あんな態度とられてすごく悔しかったんだよ」

　とても困った様子で、彼は自分のスーツからハンカチを取り出し、手を伸ばして私の濡れた頬をぎこちなく拭ってくれた。

　そんな不器用で素直な優しさに、一層罪悪感が募る。

「……違うの。ごめんなさい。私が悪いってわかってる。だって……」

　――誰にも言えない。

　本当はそれはとてもつらいことだった。不安を吐き出すことも相談することもできず、初めてでわからないことだらけで、どうしていいか途方に暮れても誰にも言えなかった恋。ひとりぼっちで泣いてばかりいた恋。

　けれど、もう……限界。

「私……会社の上司と付き合ってるの。でも、彼には結婚を前提に付き合ってる彼女がいて……私は浮気相手だから、誰にも言えなくて……」

　誰かを傷つけて自分も傷ついて。泣いて逃げるばかりの恋に、終止符を打とうと思った。

　人の恋人に横恋慕した私は、誰に責められても文句は言えない。きっといっぱい叱られる。そして綾部さんも、もしかしたら大切なものを失うかもしれない。

　けれどそれでも、私は木下くんに謝らなくちゃいけないし、もうこんな背徳的な関係は終わりにしなくちゃいけないと思うから。

「彼のことを振り切って、木下くんと真面目に交際しようって考えた。でも、結局彼が好きで離れられなくて……ごめんなさい。私、あの人の浮気相手でいることを望んで、木下くんとの繋がりを断とうとした」

　すべてを打ち明けてしまった私に、木下くんは驚きの表情を見せたあと、黙りこくってしまった。

　口をつけられずに放置されたままのカップから、湯気がだんだんと消えていく。

　きっと木下くんは幻滅している。せっかく偶然再会した片想いの相手が、汚い恋愛をしていたことに、嫌悪感を抱いているに違いない。

「本当にごめんなさい。こんな私のことを想ってくれて嬉しかった。ありがとう。なのに……こんなズルい女で、本当にごめんなさい」

　完全に嫌われてしまっただろうと思ったから、私は椅子から立ち上がり、申し訳ない気持ちを込めて深々と頭を下げた。そして、そこから立ち去ろうとしたとき。

「待って」

　複雑そうな表情の木下くんが立ち上がって、私の腕をつかんだ。

「そんな話聞かされたら、ますます春澤のことを諦められない。言っただろ、俺本気だって」

「でも……」

　意外すぎる彼の言葉に、驚いて見開いた私の瞳から、たまっていた涙がこぼれ落ちていく。

　それを不器用に親指で拭いながら、木下くんは真剣な眼差しを向けて言った。

「やっぱり俺、今でもお前のことが好きなんだ。だから……俺が救い出してやる、そんな泥沼みたいな恋から」




　送ると言われた帰り道で、いきなり抱きしめられてキスをされた。

　拒もうとした手は強く押さえられ、ひとけのない道の隅っこで、さらに唇を重ねられた。

「俺を好きになれ、春澤。そうしたら、絶対お前を泣かせたりしない」

　熱っぽく囁かれたセリフは、幼い頃に散々私を泣かせた木下くんのものとは思えなくて、なんだか妙な感じがする、と他ひ人と事ごとのように考えてしまった。

　抱きしめられて、キスをされて、愛を囁かれて。このまま私は木下くんと新しい恋を始められたらいいとさえ思っているのに。胸がときめかないことが、身体が熱く昂らないことが、自分でもとても不思議だった。

　それでも私は決めたから。マンションの手前まで送ってくれた彼に、微笑んで次の連絡を約束する。

「今日はありがとう。……また、連絡するね」

「俺も。帰ったらすぐ電話するから。明日の朝も、仕事が終わってからも。それでも寂しいと思ったときはいつでも言って。時間作って必ず会いに行く」

　泥沼の恋でもがく私の手を離さないように、木下くんはたくさんの約束で私を繋いでいった。

　たとえ胸がときめかなくても、その熱心な想いが嬉しいことに違いはない。最後のキスは抵抗せずに受け入れて、私は帰っていく彼の背を見送った。

　うちの小さなマンションは外の通路に外壁があって、三階の階段前にある私の部屋のドアは、ちょうど外壁で隠れている。だから。

「会社を早退して、男とイチャついてるとは思わなかったよ」

　階段を上がり切るまで、私は玄関前で綾部さんが待っていることに気づけなかった。

　腕を組んで壁にもたれかかったまま、綾部さんがこちらに流す視線は、冷たくて痛くて、それだけで私の足を動かなくしてしまう。けれど。

「お前の体調を心配してやった俺の立場も、少しは考えろ」

　不機嫌を露わにした表情で、忌いま々いましげに呟かれたそんなセリフが、胸を覆っていた罪悪感を打ち消した。

　私の心も身体も傷つけていることに、これっぽっちの罪悪感も覚えていないどころか、『俺の立場を考えろ』だなんて。だったら最初から私なんかに手を出さないでほしい。浮気だなんて自分の立場が危うくなることを仕かけてきたのは、綾部さんじゃない……！

「……なんで来たんですか」

　反抗的に言い返した私を、綾部さんは一瞬驚いてから見やり、すぐさま不快そうに表情を歪めた。

「なんだ、その言い草は。会社でのこと、まだ怒っていじけてるのか？」

「会社で生意気な態度をとったことは反省してます。けど、そんな態度をとられるのがイヤなら、もう……ここには来ないでください」

　彼から離れる、最初の一歩。

　今まで〝嫌い〟と虚勢を張ったことは何度もあるけれど、具体的に彼を拒んだのはこれが初めてだった。

　けれど、一歩離れた私の心を彼の言葉がすかさずつかむ。

「甘ったれ。来なかったらもっといじけるくせに」

　腕を組んだ姿勢で、冷ややかな目線を送りながら彼が浴びせてきた言葉は、こちらの心が透けて見えているのではないかと焦るほど図星で、イヤになる。

　あんなに固く心に誓った決意を、どうしてこの人は砂糖菓子のように、いとも簡単に溶かしてしまうのだろう。

　綾部さんは、口を噤んでしまった私につかつかと近づくと、力を込めて乱暴に抱きしめてきた。

「このワガママ娘。どれだけ愛してやれば素直になるんだよ」

「……離して」

「ダメだ。二度とほかの男とキスなんかしないって約束するまで、今夜は抱き続ける」

「大っ嫌い……」

「知ってる。聞き飽きた」

　そう言って綾部さんは、私の口をキスで塞ぐ。

　数分前に木下くんと重ねても何も感じなかった唇は、綾部さんのキスを受け止めた瞬間、即効性の媚び薬やくのように甘く熱く私の全身に火を灯す。

　恋と情欲を前にしたら、理性なんてかたちばかりの砂の城みたいだ。どんなに立派でしっかり作ったように見えても、水をかければ一瞬で崩れてしまうのだから。わずかな波に、跡形もなく流されてしまうのだから。

「……ダメ。私、もう、木下くんと付き合――」

　それでも自分の決意を立て直すように、改めて口にすれば――。

「あっ……！　やっ、あ……んっ」

「その名前も、聞きたくない」

　マンションの外通路だというのに、嬌きょう声せいをこぼさずにはいられないところを乱暴に指で触れられ、言葉は強制的に遮られた。




　長い長い、不毛な夜。

　意地を張り続ける私と、それを許さない綾部さんの、追いかけっこのような夜。

「俺のこと好きなくせに。どうして逃げ出そうとするんだよ」

　ベッドで私を抱きながら、綾部さんはいつもより余裕のない口調で責めた。

　――好きだから逃げるんです。好きになればなるほどつらいから、逃げるんです。

　本命になれない女の情けなくて醜い心なんて、きっと口に出したところで彼は苦笑するだけ。『ワガママ言うなよ、最初からわかってて抱かれたくせに』って。

　だから、唇をキュッと引き結んだ私に、綾部さんは「……意地っ張り」と、目をすがめてから、乱暴に愛撫する。

　この人から逃げたい、逃げたい、とばかり考えていたから。憐れな私は神様から気まぐれな手を差し伸べられて。

　つかんだあとに、それは私の望む答えじゃなかったと、愚かにも気づく。




「……本当は改めて、もっときちんと話したかったんだけどさ」

　午前五時。始発で一度家に帰るために起きた綾部さんが、ワイシャツのボタンを閉めながら言う。

　私はまだ眠りから覚め切っていないぼんやりとした頭で、ベッドの中からそれを聞いた。

「俺、来月急きゅう遽きょ異動になるかもしれないんだよ」

「……え？」

　朦朧とした頭では上手く理解できなかった。

　綾部さんは、今度は私と目を合わせ、真剣な面持ちで繰り返す。

「昨日、終業後に部長に呼ばれてさ。兵ひょう庫ごの関西事業所で新しく起ち上げる事業部がちょっと難航してるから、行って戦力になってほしいって。とりあえず部長代理で、事業部が軌道に乗ったら、そのままそこで部長として残っていいって言われた」

　彼の言葉が浸透していくにつれ、頭がショックで覚醒していく。あまりに突然の話で、声が出てこない。

「もちろん受けるつもりだけどさ、志乃のことどうしようかと思って。だから、昨夜はこれからのことを話し合うつもりで来たんだけどな」

「そんな……」

　うっとうしく顔にかかってくる髪を手でかき上げながら、私は何も着ていない身体を起こした。

　あんなにこの人から離れたいと思っていたのに、予想外のかたちで別れが訪れると、途端に心が弱くなっていく。

「綾部さん……遠くへ行っちゃうの？」

　ベッドから立ち上がった私は、素肌のままなのも気にせず、彼に縋すがるように抱きついた。

「ああ、行くよ。けど、志乃のことも離す気はないから、話し合いたかったんだ。このまま遠距離で付き合うか、志乃も異動願いを出して、そのうち関西に来るか」

「急に言われても……」

「うん、そうだよな。だからよく考えて」

　まるで子供に言い聞かせるように、綾部さんは言った。そして動揺して抱きつく私の髪を、落ち着かせるように撫でてくれる。

　けれど突然すぎて、頭の中では考えが全然まとまらない。

　遠距離恋愛？　私も関西へ行く？　綾部さんのために？

　ずっと関東で育ってきた私には即決できる問題じゃない。それに、私は総合職ではなく一般職だ。だからたとえ異動があっても、そう遠くへ行くことはないと思っていたし、覚悟もしていなかった。

　いろんなリスクを負ってでも、私は綾部さんを追うべきなんだろうか。

　……こんなことで迷う自分が悲しい。もし私がちゃんとした恋人だったなら、ふたりの将来を考えてもいい立場だったなら、きっと迷わず『ついていく』と言えたのに。

　遊ばれているだけの恋に人生を捧げるような真似……頷けるわけないじゃない。

「……少し、考えさせてください」

　沈んだ声で言った私に、綾部さんはあやすように頭を撫でて「うん、そうしな」と優しく頷いてくれた。そして抱きついていた私の身体をそっと離し、再び背を向けてワイシャツのボタンをとめだした。

　その背中に、動揺していた私はつい、投げかけてしまった。

「……マリさんは一緒なんですか？」

　口にしてはいけない名前を。

　綾部さんは明らかに驚いた様子で振り返ったけれど、その顔に後ろめたさや気まずさは意外なほどなかった。

「あれ？　マリのこと知ってたの？」

　私に彼女の名を紡がせたことに、これっぽっちも罪悪感を持っていない返答だった。

　改めてこの人はひどい男だと、胸が不快に痛みだす。しかも――。

「ああ、もちろん連れてくよ。あいつは家族みたいなもんだからな」

　まるでのろけるように目元を緩ませ、なんの躊ちゅう躇ちょもない笑みを浮かべた綾部さんに、私は吐き気にも似た怒りを覚えた。

　気がつくと、私の手は彼に向かって枕を投げつけていた。

「志乃？」

　肩にぶつけられた枕を目で追ってから、綾部さんは純粋な疑問を浮かべた表情でこちらを見る。

『何をするんだ』、そんな質問を浮かべた表情に、私はきつく睨みつけて答えを返してやる。

「最低……！　バカにしないで！　もう、いい加減にしてよ！」

「志乃？」

「大っ嫌い！　綾部さんなんか！　私、絶対関西なんかに行かない！　あなたなんかについていかない！　バカにしないで！」

「志乃、落ち着け！」

　悔し涙を滲ませながら、手元のティッシュや服をがむしゃらに投げつける私に、綾部さんは険しい顔をして近づき、強く腕をつかみあげた。

「落ち着け、どうしたんだよ、急に」

　綾部さんは私の腕を押さえると、そのまま拘束するように全身で抱きしめる。

　いつものムスクの香りがする彼のワイシャツ。その胸板を拳こぶしで叩きながら、なおも彼を責める言葉を吐き出した。

「綾部さんなんか、全然私を好きじゃないくせに。私のことなんか遊びのくせに……勝手なことばかり言わないで！」

「なんでそんなこと言うんだよ。俺は志乃が好きだよ、何度も言ってるだろ？」

「嘘！　だったらどうして……あの日、抱いたんですか……。私、初めてだったのに。酔っ払ってて全然意識なかったのに、全部、全部奪って……どうしてあんなひどいことができたんですか……!?」

「志乃……」

　呼びかけた綾部さんの声色が変わったことに、私は気がつかないまま訴え続ける。

「こんな恋したくなかった！　綾部さんなんか好きになりたくなかった！　ちゃんと、ささやかでいいから、純粋で、まっすぐな恋がしたかった……！　きちんと私を愛してくれる人に、心も身体も捧げたかったのに……！」

　すべてをぶちまけたら、涙が止まらなくなってしまった。

　けれど綾部さんは、ボロボロと泣き続ける私の身体を離し、腕を解く。

　そして、落ち着きを通り越した、冷たい声色で話しだした。

「志乃の気持ち、よくわかったよ。今まで悪かったね」

　冷ややかな光を宿した瞳が一瞬私を見下ろし、すぐに背を向けて逸らされた。

　そして――。

「お前の望み通り、別れよう。もうここにも来ない」

　サックスブルーのワイシャツの背中が、私を静かに突き放した。




　呆然と立ち尽くす私を見やりもせず、綾部さんが部屋を出ていったあの日から、一週間が経った。

　私のスマホを定期的に鳴らす名前の表示は、『綾部さん』から『木下くん』に変わり、望んだ通りの生活が始まったはずなのに。

「……はぁ……」

　毎日毎日、口からはため息ばかりがこぼれ続ける。

　気持ちを全部ぶちまけて、さっぱり終わったはずの恋。沈みかけていた泥沼から抜け出せたというのに、ただただ大きな喪失しか感じられなかった。

　綾部さんとの接触は、完全に付き合う前の状態に戻った。かたちだけは。普通に上司と部下として、特に避けるようなこともせず接している。

　ただし、私は彼とふたりきりになることが怖くて、始業の三十分前に来ていた習慣をやめてしまったけれど。

　そうして綾部さんを失った傷を埋めるように、改めて付き合うことを決めた木下くんと会う日が増えた。彼は約束通り、朝や終業後などにこまめに連絡をくれて、私が寂しくしていないか心配して、会いに来てくれることもある。

『寂しかったらすぐ呼べよ。ひとりでいると不安で間違った選択しちゃうからな』

　私のマンションに駆けつけた木下くんは頼もしく笑って、温かい手でギュッと抱きしめてくれた。

　週末は初めて木下くんとデートをした。

　彼の車でドライブをして、フレンチレストランで食事をごちそうになって、そして。

「今日……俺の部屋に泊まるよな？」

　帰りの車中では、普通の恋人らしく夜は彼の部屋へ誘われた。

　そういえば……綾部さんはいつもうちに来るばかりで、一度も部屋に招いてくれなかったな。……当たり前か、マリさんと鉢合わせる可能性があるものね。

　そんなことを頭の片隅で考えながら、私は木下くんに向かって小さく首を横に振る。

「ごめんなさい……今日は、体調が……」

　それは決して嘘ではなく、偶然にも前日から生理になってしまっていたのだけど。

「あー……そうなんだ。じゃあ、仕方ないよな」

　木下くんのガッカリした顔を見ていると、なんだか彼に抱かれたくなくて身体がイジワルをしているような気がする。

　木下くんは別れ際に「おやすみ」の優しいキスをくれたけど、それが私の胸を震わすことはやっぱりなかった。




　翌々日の月曜日、朝礼で正式に発表された綾部さんの異動の話のほうが、よっぽど私の心を締めつけた。

　正式な辞令が出されると、綾部さんが本当に遠くへ行ってしまうんだと実感させられる。ようやくけじめをつけたはずの気持ちが、私に何度も何度も『本当にこのままでいいの？』と問いかけてやまない。

　綾部さんが関西勤務になるのは二週間後の十月一日から。けれど向こうでの準備などもあって、実質ここに出勤してくるのは、あと一週間ほどだ。

　最後のその日が来るまで、私はなるべく綾部さんの顔を見ないように過ごした。

　彼と目を合わせたり、仕事上とはいえ言葉を交わすことが、どんどんつらくなっていく。

『本当にこのままお別れしていいの？』

　だって、仕方ないじゃない。私は彼の本当の恋人じゃないんだもの。

　何度も何度も繰り返す自問自答。

　綾部さんを追いかけたって、私に最後に残るのは虚しさだけだってわかってる。それに、いくら本心だったとはいえ、別れたあの日、ひどい言い方をしてしまった。

　そのことに、今さらながら罪悪感を覚えていた。たとえ本当の恋人じゃなかったとしても、彼を心から好きで幸せだと思える時間だってあったのに……せめて、『ありがとう』ぐらい言えればよかった。

　後ろ髪を引かれる思いをいくつも抱えながら、なんの進展もないまま……ついにその日はやってきた。




　終業後、マーケティング企画課による綾部さんの送迎会が、会社近くのビストロを貸し切って行われた。

　店内は明るくてアットホームな雰囲気だけど、カウンター席だけは少しライトダウンされていて、綾部さんとよく行ったダイニングバーの雰囲気に似ている気がした。

　乾杯から二時間が経ち、宴もたけなわだというのに、私は座席の隅っこでワインボトルとメニューの並ぶカウンター席を、どこか懐かしいものを見るようにぼんやりと眺めてしまう。

　すると――。

「ここのカウンター席、あの店に似てるよな」

「えっ……」

　輪の中心にいたはずの綾部さんがいつの間にか抜け出して、私の隣へ腰かけてきた。

　驚いて目を見張ってしまった私に、綾部さんは切れ長の三白眼をふっと優しく細めて笑った。

「さっきからボーっとして、大丈夫か？」

「……大丈夫です」

　……イジワル。最後の最後でこんな風に優しくしてくるなんて。

　まるで、私がうっかり泣いてしまいそうなのを見透かされているようで、悔しくて、けれどそれでも嬉しくて。呼吸が苦しいくらい胸が締めつけられる。

　隣に座った綾部さんから感じる、ムスクの香りと彼のまとう熱。

　たった数週間ぶりなのにそれがすごく懐かしくて恋しくて、私は彼に抱きついて胸板に顔をうずめたい衝動を必死に抑えた。

　わかっている。私……まだ綾部さんのことがすごく好き。

　彼と別れてからずっと押さえ込んでいた気持ちが、呆気ないほど溢れだして、それは冷たい涙になって私の瞳からこぼれそうになった。

　こんなとこで泣いちゃダメだと、焦って下を向き、唇を噛みしめる。

　綾部さんは手元のグラスを揺らしてワインをひと口飲んでから、正面を向いたままほかの誰にも聞こえないほど小さな声で話しだした。

「……ここを発つのに、俺は春澤のことだけが心残りだよ」

「え……」

　驚いたけれど、私も彼のほうを向かず、顔を正面に向けたまま耳を傾けた。

「俺なりに真剣に愛したつもりだったんだけどな……届いてなかったってことは、ひとりよがりだったんだって後悔も反省もしてる」

　彼のそんなセリフに、答えることも頷くこともできない。

　誠意のない関係の中で『真剣に愛した』なんてセリフ。悲しくて、嬉しくて、心をかき乱すばっかりで。

「素直になれるような恋をさせてやれなくてごめんな。これを教訓に、関西に行ったらもっとイイ男になれるよう努力するよ」

　綾部さんは小さく、けれど明るい声でそう言うと、最後に私のほうを向いてニッコリと微笑んでから席を立った。

「……綾部さ……」

　涙が出そうで上手く発せられなかった声は、ざわめきにかき消されて届かない。

　ライトブルーのワイシャツの背中がみんなの輪の中に戻っていくのを、私は涙の膜で滲んだ視界で眺めていた。




　会社へ行っても、もう綾部さんはいない。

　十月を迎え、下半期に入ったオフィス。見慣れたはずのデスクが少しだけ風貌を変え、新しい課長代理が座っている光景は、私の日常にはなかなか馴染まなかった。

　未練を断ち切りたくて、綾部さんの連絡先もＬＩＮＥのログもスマホから消したのに。ペンケースの中で、ひと際落ち着いた雰囲気を醸しているローズレッドの万年筆を見るたびに、彼との思い出が鮮やかに蘇ってしまう。

　日々深くなっていく喪失感。それとともに痛いほど感じる。私がどれだけ綾部さんのことを好きだったのか。何度だって夢に見る。あのキスを、無骨で長い指先で私の髪をすくい、『好きだよ』と囁いて口付けしてくれた夜を。

　抱かれたい、キスされたい、愛されたい。――会いたい。

　彼への想いが狂おしいほど募るたびに、いっそ私も関西まで追いかけてしまおうかと衝動的に思ってしまう。

　けれど、結局は……行ったところで、所詮私は恋人じゃないから。そんな当たり前の虚しさが、私の衝動を抑えた。

　近くにいようが遠くに行ってしまおうが、結局私のものにはならない人なんだ。

　それがこの燃えるような想いの行き着く先で……私にはもうどうしようもないんだ、と無力感さえ覚えながら日々を過ごした。

　そんな、ある日。

「お、懐かしいもん出てきた」

　企画発表会議の準備で残業していたとき、野崎さんが楽しそうな声で呟いた。そして、私や柳さんらのチームメンバーに向かって振り向くと、ニッコリと笑いながら自分のパソコンを指差した。

「ほら、これ春の新規事業検討会コンペのときの写真。懐かしいなー、社内報に載せるとかで俺が撮ったんだっけ」

「もう、野崎さんってば。遊んでたら終電間に合わなくなりますよ」

　すかさず柳さんがお説教しつつも、野崎さんのパソコンを覗き込む。

　ほかの人たちもちょうど息抜きしたいタイミングだったのかみんな集まってきて、私も自分の手を止めて、その輪に加わることにした。

　画面にはコンペ会場の写真や担当したチームの写真が数枚表示されていて、ゆっくりと自動で再生されている。

「ワイン事業部と競ったけど、結局うちが勝ったんだよな、これ」

「そうそう、綾部さんのプレゼンがよかったもんね」

　みんなの会話でふいに出た綾部さんの名に、胸が微かに疼いた。

　それと同じタイミングで、画面には綾部さんがプレゼンしたときの写真が表示される。思わぬところで目にした彼の姿に、私はいまだ拭い切れない切なさと嬉しさを感じてしまう。

　すると、新しく表示された写真に、私をはじめそこにいた人たちみんなが少し驚いた顔をした。

「何これ？」

　柳さんの問いかけに、野崎さんは画面を見やってから答える。

「ああ、これ綾部さんのマンションに伺ったときの写真だ。コンペの記事と一緒に綾部さんのインタビューも載せるって言うからさ。せっかくだからプライベートの写真も撮らせてもらったんだけど、結局使わなかったお蔵入りのお宝写真ってやつだね」

　野崎さんのそんな説明に、数人は綾部さんのプライベートに関心を示し、数人は眉をひそめて画面から目を逸らした。

　私も画面に見入りつつも、思わず顔をしかめてしまう。なぜって。

「これ……なんですか？」

「ヒョウモントカゲモドキ。綾部さんのペットだよ」

　モニターに映る写真には、ニッコリ微笑む綾部さんが手に十五センチはあるだろう黄色いトカゲを持っていたのだから。

「トカゲ？　綾部さんトカゲなんか飼ってたんですか？」

　私と同じ疑問をみんなも思ったのだろう、先輩の女子社員がモニターから目を逸らしつつ野崎さんに聞いた。

「最近、ペットに爬は虫ちゅう類るいって流行ってるんだよ。この黄色いやつも臭くないし、鳴かないし、飼いやすくてすごく可愛い……って綾部さんが言ってたな。仕事中はクールでカッコいい課長が、オフでは個性的なペットを溺愛してるってギャップが面白いと思ってさ。広報に出したんだけど、女子社員が気持ち悪がっちゃって、結局これもお蔵入りしたんだ」

　そう言って、野崎さんは大げさに苦笑して見せる。

「そりゃ、外部のお客さんも見る広報誌に、いきなりトカゲの写真は無理よねえ。うち、食品会社なんだし」

　柳さんの言葉はなかなか辛しん辣らつだったけど、ここにいるほとんどの女性社員はうんうんと頷いていた。

　……けど、全然知らなかった。綾部さんがペットなんか飼ってたこと。

　家に呼ばれたこともなかったし、そんな話題が出たこともなかった。なんだか……今さらだけど私、綾部さんのことをあまり教えてもらえなかったんだと思うと、少し気が滅入る。

　けれど、綾部さんを庇かばうように話をつけ足した野崎さんの言葉は、私の落ち込みを少し救ってくれた。

「いや、綾部さんもそれはわかってたよ。だからこの写真使うのも反対してたんだけど、俺が無理に頼んだだけなんだ。ボツになって綾部さん『俺は好きだけど、こういうの嫌う女子は多いから、使われなくてよかったよ』なんて言ってたし。だから普段も秘密にしてるってさ。なかなか家に人が呼べないのが悩みだなんて笑ってたけど」

　私がトカゲを気持ち悪がると思って、気を使って話さなかったんだろうか。野崎さんの話を聞いてそう考えると、ちょっと安堵した。

「そこまでして飼いたいなんて、綾部さんてよっぽどトカゲ好きなのかしら？」

　理解できないといった表情の柳さんに、野崎さんは苦笑いをしながらモニターの写真を閉じる。

「飼い主としてはすんごーく可愛いらしいよ。俺も家で直接見せてもらったけどさ、『うちのマリは目が大きくて美人なんだよ』『マリは背中の模様が特別に綺麗なんだよ』なんてのろけられちゃって。あれは親バカってやつだね……っと、今のは言いすぎた。ナイショね」

　冗談めかして笑った野崎さんの言葉に、私は耳を疑った。

「え……今、なんて？」

「いやいや、志乃ちゃん。だから今の『親バカ』ってのはナイショって……」

「そうじゃなく、あの、綾部さんのトカゲの名前」

「え？　マリ？　ヒョウモントカゲモドキのマリリンちゃんだよ、確か」

「……はぁ!?」

　不躾ながら、驚きの声を出さずにはいられなかった。

　仰天してしまった私の反応は怪しいものだったけれど、それは綾部さんに好意を抱いていた、ほかの女子社員たちも同じだったようなので、幸い目立たずに済んだ。

「え!?　マリって、綾部さんの彼女の名前じゃないんですか!?」

　私がうっかり問いつめてしまいそうなのを、先にほかの女子社員が聞いてくれたおかげで抑えられた。

「彼女？　いや、綾部さん、しばらく彼女いないって言ってたけど？　友達にはしょっちゅうマリのことのろけてたから、それ聞いて勘違いしてたんじゃない？」

「えええっ!?」

　そこにいた女子社員の人たちは、本気で驚いた様子を見せていたけど、私に至ってはそんな比じゃなかった。

　マリさんは……いなかったの？　将来一緒に家庭を築くことを考えている、本命の彼女は……。

　以前聞いた綾部さんと友人の会話を振り返ってみれば、『結婚』ではなく『子供』とか『適齢』とか『準備』なんて言葉を使っていたことに気がつく。それが今となっては、トカゲの繁殖に使われてもおかしくない単語だと。

　けど……でも、だって……。

「あら？　春澤さんどうしたの、具合でも悪いの？　顔が真っ青よ？」

「……どうしよう……私、取り返しのつかないことしちゃった……」

　心配そうに顔を覗き込んでくる柳さんの言葉など頭に入るはずもなく、私は震える足に力を込めて、身体がくずおれそうになるのを、ただ必死にこらえた。







第六章　意地っ張りな恋人へ［ＳＩＤＥ　綾部］













「春澤のこと、明るくて妹みたいで可愛いなってずっと思ってた。けど今日、お前の泣き顔見たら……なんていうか、すごく大切にしてやりたいなって思ってさ。『あー俺、春澤のことが好きだったんだ』って、自分の気持ちに気づいたんだよ」

　ミントを浮かべたバーボンのグラスを揺らしながらしゃべると、大人げなく照れている自分の声が、氷のぶつかる硬質な音に少しだけごまかされるような気がした。

　二年ぶりに胸を疼かせた恋の相手は九つも年下で、綺麗な黒髪と大きなアーモンド型の瞳が特徴的な女の子だった。

　マーケティング企画課では一番下っ端なのを気にしているのか、彼女はいつも朝早く出社してフロアの掃除をしたり、積極的にヒアリングに行っては、人一倍アイデアを出したりしていた。

　そんな必死な姿が可愛いと、今までは微笑ましく思っていた。

　けれど今日の昼休み、偶然にも非常階段に出ていく彼女を見つけ、不思議に思って追いかけた先で……意外な姿を目にしてしまう。

『……悔しくないし。全然悔しくなんかないし……』

　いつもは明るい春澤が、グスグスと鼻をすすり上げながら一生懸命自分を奮い立たせようとしている健気な姿に、胸の奥が懐かしい疼きを感じた。

　そして、慰めようとした俺に、涙を湛えた瞳を向けて『泣いてませんってば！』と言い放った彼女の姿は、俺の心を強くつかんだ。

　意地っ張りな女は好きだ。本心を隠そうと可愛く虚勢を張る姿は、まるで懐かない動物みたいで愛嬌さえ感じる。

　ましてや、その意地を陥落させて素直な想いを紡がせたときには、男として最高に満たされた気分になる。

　春澤志乃は、そんな俺を恋に落とすのに、充分な魅力を持っていた。

　けれど、二年ぶりの恋だというのに、カウンターで隣に座る彼女は、俺の真剣な告白をうつろな表情で聞いている。

「俺、本気だから。お前と真面目に交際したいと思って……って、春澤、聞いてるか？」

　ダメだ、どうやら飲みすぎたらしい。俺のほうをぼんやり見つめる彼女の表情は、こちらの言葉など理解しているようには見えなかった。

　今夜の春澤は客観的に見ても、少し浮き足立っていた。……それは決して、自うぬ惚ぼれではないと思う。

　飲みに誘ったときの彼女の反応、こうして一緒に隣り合っているときの態度。彼女は緊張と喜びと恥じらいをないまぜにして、わかりやすいほど俺を意識している。

　以前から薄々気づいてはいたが、やっぱり間違いないと俺は確信を深めていた。

　――春澤志乃は俺に好意を持っている。

　だからこそ、きっといい返事をもらえるだろうと期待して、いざ口説いたというのに。残念ながら彼女は浮かれすぎて酒のペースを乱し、酔いつぶれてしまった。

　俺なりに今夜は胸を弾ませたが、あいにく空振りに終わりそうだ。そんな予感に、そっと苦笑とため息をこぼし、手の中のグラスをテーブルへと戻す。

　仕方ない。今日はもう送っていって、後日改めて誘い直そう。

　そう考えたときだった。

「綾部さぁん……私、帰りたくない」

　柑橘系のラストノートの香りをまとった彼女が、ふわりと俺の胸にしなだれかかってきた。

　今夜は諦めようと思っていたところへの不意打ち。不覚にも胸が大きく高鳴る。

　春澤は酔っているだけだ、これが彼女の本心かはわからない。

　そう頭で理解しているものの、久しぶりの恋で浮かれていたのか、俺は彼女の肩をそのまま抱き寄せてしまう。

　抱き寄せた手に触れる、艶つややかな黒髪。カウンター席のほの暗い明かりの下で見るそれは、俺を煽あおるように色気を放ち、つい指先でもてあそんでしまう。

「大人をからかうなよ。今そんなこと言われたら、冗談で流せなくなっちゃうだろ」

　独り言のように苦笑交じりに、素直に胸中を吐露する。

　胸を高鳴らせる期待や喜びと、泥酔している彼女をきちんと介抱してやらなくてはという自制心。そのふたつの間で葛藤しつつ、俺は眠りについてしまいそうな春澤の肩を支えると、ダイニングバーをあとにした。

　夜の九時を回っても、いまだ賑わっているオフィスと歓楽の街。

　俺はタクシープールのある方角と、ホテルのある方角との分かれ道で足を止める。

「春澤、タクシーで帰れるか？」

「んー……」

「どこかで休んでいくか？」

「んー……」

　意思の全く見えない寝ぼけた返事だったが、二回目の質問のあとに、春澤は俺のワイシャツをキュッと握りしめた。

「……少し休んでいくか」

　そのあとどうするかは、そのとき考えればいい。

　半分寝ているような状態の頼りない身体を支えながら、足をホテルのある道へと向けた。けれど――。

　自分で自分の考えが甘かったな、と思ったのは、ホテルの部屋に入り、彼女をベッドに横たわらせたときだった。

「うぅ……ん」

　寝苦しいのか、切なげに顔をしかめ身じろぎした春澤に、迂闊にも激しい劣情を抱いてしまう。

「大丈夫か、苦しいのか？」

　純粋な介抱の気持ちと安直な下心と、ふたつの思いでブラウスのボタンに手をかけた。

　夏らしいサラリとした薄い生地が開いていくたび、彼女の苦しげな表情は和らぎ、相反するように俺の欲が耐え切れなくなっていく。

「……志乃」

　無防備な色気をさらす彼女に、漏れる吐息の如ごとく熱く呼びかければ、眠っていたように閉じていた瞼がゆっくりと開かれた。

　そして、彼女は愛らしいアーモンド型の瞳に、ぼんやりと俺を映して言う。

「……好き……綾部さん……」

　甘く素直な響きが、最後に残っていた理性を完全に溶かし切った。酔っていただけかもしれない。寝ぼけていたのかもしれない。そんな疑いはもう微み塵じんも抱けない。

〝やっぱり彼女は、俺が好きなんだ〟

　そんな歓喜だけが胸を満たし、身も心も熱く昂らせる。

「うん。俺も好きだよ、志乃」

　ローズピンクの口紅に彩られた、まだ幼さの残る唇に、俺は強引なキスをした。




「……っ、いた……い」

「え？」

　彼女が未経験だと気づいたのは、充分潤うるおしてから指を差し入れたにもかかわらず、苦しそうな顔をされたからだった。

「志乃、もしかして……初めて？」

「うん……」

　顔をしかめ、目を閉じたまま小さく呟かれた答えに、俺の胸は高揚感と戸惑いでいっぱいになる。

　大人になってから、好きな女と身体を重ねることは当たり前の感覚になっていて、両者の合意さえあればためらうことなどなかった。

　けれど、告白したその夜に処女まで奪ってしまうのは、彼女にとって早急すぎないかと、少し心配にもなってしまう。女にとってはきっと一生思い出に残る出来事だ。もっとムードのある場所で、時間をかけて愛を紡いでやるべきだろうか。

　けれど、そんな気持ちとは裏腹に、どうしようもない欲求が湧き上がってくる。

　……好きな女の〝最初の男〟になれる喜び。こんなに支配欲を刺激する愉悦はそうそうない。

　――春澤志乃を、〝女〟にしてやれるのは、この俺だけだ。

　背筋がゾクゾクするほどの高揚感が駆け上がる。

　うっすらと瞳を開いて俺を見つめた志乃の、不安そうな表情がたまらなく愛しくて、俺の中の葛藤は決着がついた。

「志乃、愛してる」

　じっと瞳を見つめ返し、指先で髪を梳いてやれば、志乃はどこか安心したようにわずかに笑みを浮かべる。

「後悔なんかしないように、いっぱい愛してやるから。だから」

　細くて柔らかい身体を抱きしめ、耳元で囁きながら愛撫を落とすと、志乃の手が俺の背をおずおずと抱きしめ返した。

「だから……お前の初めて、もらうな」

　優しくキスを重ねながら俺は心の隅で……志乃の〝最初で最後〟の男になるのも、悪くないな……なんて、先走ったことを思っていた。

　優しくしてやりたかったけど、志乃の身体は思っていた以上に官能的で、自分の欲をセーブするのはだいぶ難しかった。痛そうにしかめられる表情さえも、いつもの明るい彼女とのギャップのせいか、やけに扇情的に見える。

　九つも年下のまだどこか幼ささえ残る顔立ち。それが苦痛の表情の合間にときどき快楽にほころぶのを見ると、自分の中の欲が加速するのを感じた。

「志乃……、志乃……っ」

「ん、ん……っ、綾部さ……ぁ、ん」

　貪るようにキスをし、止められない激情に突き動かされて、俺は夢中で彼女を抱いた。

　まだ始まったばかりの恋に幸せを感じ、志乃を愛おしく想いながら眠りについたあと、俺の目を覚まさせたのは、彼女のすすり泣く声だった。瞼を開いて隣を見やると、上半身を起こした志乃が細い肩を揺らしながら泣いている。

　目覚め切らない頭で咄嗟に浮かんだのは、処女相手に二度も欲を放ってしまった自分の貪欲な行為。

「……どうした？　まだ痛むか……？」

「……綾部さん……」

　頼りない声で、俺の名を口にしながらこちらを向いた志乃の、無防備な泣き顔を見たとき、罪悪感とたまらない愛しさが込み上げた。

「……ごめん、無理させたな。ちょっと抑え切れなかった」

　彼女を胸に抱きしめれば、素直な謝罪が口をつく。

　悪いことをした。途中からは自分の欲を抑えられなくて、彼女を喜ばせてやる余裕を失っていた。もしかしたら、こちらが思っていた以上に、苦痛を伴っていたのかもしれない。

　遊びじゃない、本気で大切にしたいと思った相手なのに、いきなり泣かせるようなことをしてしまい、猛省する。

　けど、志乃があまりにも愛しいから夢中になったんだ。そんな自分勝手な愛の言葉を紡ごうとしたときだった。

「綾部さんなんか……大っ嫌い……！」

　俺の胸の中で泣き続けていた志乃が、涙に濡れた大きな瞳で上目遣いに俺を見据えながら言った。

　けれど、その声色にも眼差しにも、本気の嫌悪などこれっぽっちも込められていない。『好き。もっと優しくして。もっといっぱい愛して』そんな心が透けて見える『大っ嫌い』に、俺の心が歓喜にわななく。

　――愛しい。

　溢れるほど込み上げてくる想いに、胸の中の彼女を強く抱きしめながら吐息のように囁いた。

「俺は大好きだよ」

　素直になれない彼女と、それが愛しくてたまらない俺の、追いかけっこのような恋の始まりだった。




『綾部さんなんか、大嫌い』

　そう言うときの志乃は、拗ねたような表情の中にいっぱい甘えを隠している。

『もっと愛して、私のこと』

　そう言っているようにしか俺には聞こえない。だから俺は、彼女が『嫌い』とうそぶくたびに『好きだよ』と返して優しいキスを与えた。

　普段は素直にこちらの言うことにも従うし、甘やかせば嬉しそうに頬を染めて笑みをこぼしたりもする。

　俺を見つめる眼差しから、会話の端々から、ふたりきりのとき無意識に身体を寄せてくる癖くせから、志乃は全身で俺が好きだと伝えてくる。それは決して自惚れではなく、他者から見てもわかってしまうほどに。

　社内の友人に『もしかしてお前、あの春澤って子とデキてる？』なんてズバリ言い当てられたときには、苦笑しか出なかった。

　勘の鋭い友人曰いわく、志乃はいつも、明らかに恋慕の色を浮かべた瞳で俺を見ているとか。

　会社では周囲にバレないよう慎重にやってきたつもりなので、さすがにちょっとまいったけれど、態度に滲んで隠せない志乃の恋心がくすぐったくもあって。客観的に見ても熱心な想いを向けられていることに、安心感を覚えたのも確かだ。

　だから俺は彼女の『大嫌い』すら愛しく思うし、自分なりに愛情をかけて応えているつもりだったけど――。

「……結構可愛がってやってるつもりなんだけどなあ……」

　志乃と付き合いだしてからの一ヶ月を振り返り、静かな夜の自室でひとり呟く。

　２ＬＤＫのマンションはひとり暮らしには少し広いけれど、寂しいと思ったことがないのは、きっとペットの存在が大きいからだろう。

「まだ俺の愛情が足りないのかな。どう思う、マリリン？」

　そんなことを尋ねながら、ピンセットにつまんだ餌えさのワームをケージの中に入れると、ヤモリのマリリンは大きな目で俺を見やってから餌にかぶりついた。

　マリリンはヒョウモントカゲモドキという種のヤモリで、もう二年以上飼育している俺の可愛いペットだ。

　臭においもないし噛んだり鳴いたりもしない、いい子だけど、世の中には爬虫類というだけで嫌悪する人間も多いので、こいつを飼っていることはあまり人には話していない。それは、志乃にもだった。

　別に隠しているというわけではないし、このままでは部屋に呼ぶこともできないので、いずれタイミングを見てマリリンに会わせようと思っているのだけど。

「……マリはまだしも、虫はイヤがるかもな」

　俺はピンセットに挟んだ、まだ生きて蠢うごめいているワームを眺めながらぼやいた。

　ヒョウモントカゲモドキの主食は生きている虫だ。たいした量ではないけれど、小さなワームやコオロギなんかもこの部屋で管理している。

　爬虫類に虫。女の子なら悲鳴をあげてこの部屋から逃げ出しかねない。

　そう考えるといまだ俺に素直になってくれない志乃を、ここに招くのは抵抗があった。今度こそ本気の『大嫌い』をもらいかねないと。

「まあいいや。焦らなくても、いずれわかってもらおう」

　そう思うしかなかった。何せ今は部屋に招くどころではない。俺は今日の志乃の言動を思い出してため息をひとつつく。

　先週末デートの誘いを断ったと思ったら、彼女はなんと帰省してお見合いしてきたなどと言いだした。そのうえ、相手の男と付き合うつもりだと連絡までとり始めて。

　さすがに、何を考えてるんだと叱ってしまいそうになったけど、こちらが軽く咎めただけで拗ねた表情を浮かべる彼女を見ていたら、そんな気持ちも鎮まってしまった。

　この子は俺のことがこんなに好きなのに、どうして気持ちと裏腹な態度ばかりとるのだろう。

　考えて導き出した答えは、ただひとつ。彼女はきっと不安なんだと思えた。

　処女だったことを考えると、俺が初めての恋人なのかもしれない。

　いきなり告白されて早急に結ばれてしまって、恋愛経験のない志乃はずいぶんと戸惑ったはずだ。本当に俺を信じていいのかいまだに不安で。

　だから意地を張ってヤキモチを焼かせて、離れるそぶりを見せて、こちらを試しているのかもしれない。『これでも綾部さんは私のことが好きなんですか？』と言わんばかりに。

　そう考えると、彼女に愛を囁き続けて安心させてやるのは、九つも年上で彼女よりはるかに経験豊富な俺の責務だと思えた。

　忙しい合間を縫ってデートにも何回も連れ出すようにした。それこそ、男友達の誘いなんかほとんど断って。交友関係が狭まることを志乃に心配されたこともあったけれど、今は何より彼女を優先したかった。

　プレゼントも一応贈ったことがある。指輪、ネックレス、イヤリング……何にしようかずいぶん迷ったけれど、付き合ってまだそれほど時間の経っていない相手にジュエリーを贈るのは、重すぎる気がしてやめた。

　その代わり、俺はイギリス製の万年筆を志乃に贈った。

　会社で一生懸命アイデアを書きとめたりメモをとったりしている志乃のペンは、可愛らしいキャラクターのついた少し子供っぽい物だ。

　上司として頑張っている部下を激励する気持ちもある。けれどそれより、いつも持ち歩いていられる洗練された筆記用具を贈るのは、彼女を大人の女扱いできる恋人ならではだと思ったから。

　あざといジュエリーより、よっぽど気の利いているプレゼントだと判断した。

　俺の想いに志乃がどこまで気づいたかはわからない。けれど、それなりに喜んでくれたので俺は満足した。

　けれど、そんなプレゼントもデートも、もしかしたらひとりよがりだったのかもしれない。

　俺は再び今日の志乃とのやり取りを思い出してため息をついた。ひとまず、お見合いの男とは関係を断ってくれそうだが、彼女を素直にさせるにはまだまだ時間がかかるだろう。

　何か問題があれば俺が矢面に立つ覚悟はできている。

「さて、と。今からでも予約の取れる旅館を探さなくちゃな」

　その代わり、志乃を旅行に誘ったことを思い出し、俺はマリリンに餌を与え終えると、テーブルの上のノートパソコンに電源を入れた。




「綾部さん、見て見て。すごく大きな葉っぱ。こんな大きな楓かえで、東京じゃなかなか見られませんよね」

　週末、甲信越の温泉に旅行に来た俺たちは、風呂に入る前に色付き始めた山を散策した。

　旅行という開放的な状況のせいだろうか、志乃はいつもよりとても素直で子供のようにはしゃいでいる。まだらに赤くなった楓の葉を持ち、嬉しそうに俺に駆け寄ってくる姿には、思わず目元が緩んだ。

「本当だ、立派だな。やっぱ土や水がいいと育ちが違うんだな」

「あ、綾部さん、見て。もうドングリが落ちてる。懐かしいなあ、子供の頃よく拾ったっけ」

　目をキラキラさせながら、道端にしゃがみ込んで木の実を手に取る志乃は、本当に可愛らしくていつまでも眺めていたいと思ったけれど。

「少し風が冷たくなってきた。そろそろ戻ろうか」

　そう促して、俺は彼女の手を取り、立ち上がらせてから頭のてっぺんにキスを落とす。

　早く志乃を抱きたい。

　意地っ張りな彼女が連続して見せる素直であどけない笑顔に、溢れるほどの愛しさを抑え切れなくなってきた。

　強く抱きしめて、身体中にキスをしてやりたい。そんな愛情と劣情に囚われた俺に、志乃は照れくさそうに笑いかけると、甘えるように腕を絡ませ、身体を寄せて歩きだした。

　本当に今日は、来てよかったと思う。

「綾部さん……もっと」

　普段からは想像もできないほどストレートにおねだりをする志乃に、何度抱いても昂る熱が消えない。

「可愛いよ、志乃。愛してる」

　その熱をぶつければ彼女もまた貪欲なほど、俺を求める口付けで返してくる。お互いがお互いを求め合ってやまない。

　静かな山奥の夜はふけ、俺は彼女の体力が尽きるまで抱き続けた。

　この日の志乃は何度も甘い声で俺の名を呼んで、何度も自分から俺を求めてくれて、そこに確かに彼女の想いを感じた。どんなに『大嫌い』を紡いでも、志乃はやっぱり俺の愛を渇望していると。

　だから、静かな寝息をたてる彼女の頬に、髪に、キスを落としながら、願うように小声で呟く。

「……好きだよ、志乃。これからもずっとずっと愛してる」

　何度『大嫌い』と意地を張られてもいい。彼女の本当の想いが、きちんと俺に向いていれば。今夜はそのことに満足感を得て、愛しい身体を抱き寄せながら、ゆっくりと瞼を閉じた。




　けれど、休みが明けた月曜日。

　まるであの甘い時間が嘘だったかのように、志乃の態度は一変する。どうやら体調を崩したらしい志乃は、不安定な気持ちを仕事中にもかかわらず俺にぶつけてきた。

　具合が悪いことを気遣った俺に『放っておいてください！』と突っぱねる姿は、恋人としては許容できるが上司として許すわけにはいかない。

「春澤、お前は今日はもう帰れ。上司にそんな口の聞き方をする状態が〝大丈夫〟だと思うな。そんな態度でフロアに居座られたら、全員が迷惑だ。早退しろ。これは課長としての命令だ」

　我ながら冷たいとは思ったけれど、公私のけじめをつけなければ、あとで困るのは自分たちだ。

　俺の言葉を聞き、目に涙をみるみる浮かべた志乃の顔を見て、胸が強く締めつけられる。俺から逃げるようにフロアを出ていく弱々しい背中を見ながら、しばらく上司としての気持ちと恋人としての感情の狭間で頭を痛めた。

　やはり志乃は俺が初めての恋人なのだろう。どうにも距離のとり方が不器用すぎる。

　意地を張ったり妬かせようとしたりして気を引こうとしたかと思えば、素直に甘えてこちらの身も心もとろかす。そしてやっと心を開いたかと思えば、会社で危うい態度を見せつけてくる。

　終業後、俺はＬＩＮＥの返事を返してこない彼女のマンションへ向かいながら、ため息をひとつ落とした。

　志乃の不器用さは好きだ。幼さと純粋さの名残のようで。けれど、あまりにはかれない彼女の心の内と行動に、自分はどうするべきかと考える。

　もっと愛して、もっと優しくして、意地っ張りで不安定な彼女を丸ごと包容してやらなくちゃダメなのかもしれない。

　けれど、これからはそれを容易にはしてやれなくなると思うと、またひとつため息がこぼれた。

　以前から聞いていた関西の新事業所の話。思うように展開が進んでないとの報告は耳にしていたし、もしかしたら白羽の矢が自分に当たるかもしれないと覚悟もしていた。けれど、まさかこんなに早急に話が来るとは……。

　今日の終業後に、突然『来月からの異動を考えてみてほしい』と言い渡された。願ってもない昇進のチャンスでもあるのに、志乃のことを思うと手放しで喜べない。今、彼女のもとを離れるのはあまりにも心配だ。

　どちらにしろ、直接会って話をしないとな……。

　果たして今夜の志乃は、俺の話にどんな反応を見せてくれるのか。なかなかつかめない彼女の心を思いながら、道中を急いだ。

　けれど、着いた先で目にした光景はひどいものだった。

　志乃のマンションにはセキュリティがないので、部屋の前まで直接行ってインターホンを鳴らす。ところが応答のない部屋に、どこかに出かけたのかと思い、ここでしばらく待とうとしていたとき……ふとマンション前の歩道に視線をやって、俺は目を疑った。

　外灯がほの暗く照らすひとけのない歩道。そこで仲睦むつまじい恋人同士のように男とキスをしているのは、紛れもなく志乃だった。

　信じられないというショックで、心がかき乱される。

　すぐさま駆けていってその男を殴ってやろうかという衝動も湧いたが、男と離れた彼女がこちらに向かってくるのが見えて、少し冷静になれた。

　男のことを追及するのはあとだ。まずは俺の手を焼かせてばかりいる志乃を、叱ってやらなくちゃならない。

　これからのことを考えなくちゃいけないときに、なおも困らせようとする彼女に、大人げなくイラ立ってしまったのも確かだ。

「会社を早退して、男とイチャついてるとは思わなかったよ」

　階段を上がってきて驚いた目で俺を見る志乃に、冷ややかな視線と言葉を投げかける。本当は彼女の身体を気遣って、もっと優しい言葉をかけて抱きしめてやりたかったのに。

「お前の体調を心配してやった俺の立場も、少しは考えろ」

　泣きそうな表情を浮かべている彼女を、焦りと嫉妬とイラ立ちで、もっと追いつめたくなってしまう。

　けれど意外にも、志乃は大きな目で俺を強く見据えると反抗的な態度を見せた。

「……なんで来たんですか」

「なんだ、その言い草は。会社でのこと、まだ怒っていじけてるのか？」

「会社で生意気な態度をとったことは反省してます。けど、そんな態度をとられるのがイヤなら、もう……ここには来ないでください」

　俺の想いを突っぱねるように、志乃はふいっと顔を背そむけた。

　何が不満なんだ。あとどれだけ愛してやれば素直にこっちを向くんだよ。

　はがゆい焦燥ばかりが気持ちを覆い、余裕をなくして彼女を力任せに抱きしめてしまう。

「このワガママ娘。どれだけ愛してやれば素直になるんだよ」

　俺の腕の中で「……大っ嫌い」と呟く声は、いつもの意地っ張りな気持ちをはらんでいる。けれど。

「知ってる。聞き飽きた」

　今夜ばかりは、その意地っ張りが……可愛くない。

　俺はマンションの外通路だというのに、人目も気にせず強引に志乃の唇を奪った。

　――結局。

　肝心の話もできず、志乃を素直にさせることもできないまま、夜は明けてしまった。

　午前五時。

　いい歳をして恋のひとつも思うようにできない自分に嘆息して、まだ眠り足りない身体をノロノロと起こし、一旦帰宅するために身支度を整える。

　それでも、伝えるだけは伝えなきゃならないと思い、まだベッドで半分、夢見心地の彼女に向かって声をかけた。

「……本当は改めて、もっときちんと話したかったんだけどさ。俺、来月急遽異動になるかもしれないんだよ」

「……え？」

　さすがに驚いたのか、志乃は頭を起こして髪をかき上げながらこちらを向いた。

　さらに事の経緯を話すと志乃は明らかに顔色を変え、何も身につけていないにもかかわらず、無防備に裸体のまま俺に抱きついてきた。

「綾部さん……遠くへ行っちゃうの？」

　その動揺した様子に、心の奥で安堵と幼稚な喜びが芽生える。どんな態度をとろうとも、やっぱり志乃は俺のことが好きなんじゃないか、と。

　けれど……。何が彼女の逆げき鱗りんに触れたのかはわからない。遠距離恋愛をするか、それとも志乃もいずれ関西へ来るか、よく考えてほしいと恋人としてごく普通の相談をしたつもりだった。

　なのに志乃は、背を向けて再び身支度を始めた俺に、突然怒りを露わにした。

「大っ嫌い！　綾部さんなんか！　私、絶対関西なんかに行かない！　あなたなんかについていかない！　バカにしないで！」

　そう叫んで、志乃は泣きながら手当たり次第に、こちらに物を投げつけてくる。今までにないほど感情をむき出しにする姿に、俺も少なからず動揺した。

　あとから考えれば、もしかしたら彼女は俺に出世を諦めてでも、関東に残る選択をしてほしかったのかもしれない。けど、それならそうと言えばいいし、何より彼女が続けざまに放った言葉が、俺には信じられなかった。

「こんな恋したくなかった！　綾部さんなんか好きになりたくなかった！　ちゃんと、ささやかでいいから、純粋で、まっすぐな恋がしたかった……！　きちんと私を愛してくれる人に、心も身体も捧げたかったのに……！」

　その言葉が、俺の胸に冷たく、強烈に突き刺さる。

　どんなに意地を張られようと志乃は俺のことが好きで、愛し続けてやればいつかは素直になると信じていたからこそ、俺は彼女に恋をし続けていた。

　けれど志乃は、そうじゃなかった。

　この恋は滑こっ稽けいなほど一方通行で、彼女は本気で迷惑だとさえ思っていたと教えられた。彼女の言動から確かに感じていた想いは、初めて抱いた夜に甘く呟いた『好き』の言葉は、全部俺の勘違いだったと突きつけられて目の前が暗くなっていく。

　……もうこれ以上、志乃を追いかけ続ける理由など、どこにあるというのか。

　目一杯かけていた愛情は、彼女の目には〝遊び〟にしか映っていなくて、初めて抱いた夜のことさえ彼女の中では〝奪われた〟つらい記憶でしかなかったらしい。

　こんなに落胆したのはいつ以来だろう。

「お前の望み通り、別れよう。もうここにも来ない」

　最後に大人らしい優しい言葉も、綺麗な思い出になるような『さよなら』の言葉もかけてやれなかった。

　すべてをハッキリと拒絶した志乃の姿を見ることができなくて、俺は一度も振り返ることなく部屋を出た。




　関西事業所への異動話は、失恋の傷心を紛らわすにはちょうどよかった。

　こちらの引継ぎと向こうへ行くための準備と、せわしない日常のおかげであからさまに落ち込まずに済んだのは、運がよかったと言える。志乃も会社では特に変わった様子は見せず、案外こんなもんかと思えるほど日常は平穏に過ぎていった。

　ただ、時が経ち、気持ちが落ち着いてくると、やっぱり俺は志乃が好きだったんだとハッキリ認識できた。

『こんな恋したくなかった』とまで言われたときには、落胆ばかりが大きかったけれど、今となってはあそこまで彼女に言わせてしまったことに罪悪感を覚える。きっと初めての恋愛だった女の子に、安心も満足もさせてやれなかった自分が不甲斐ない、と。

「……かわいそうなことをしたな」

　部屋でひとり、あの夜のことを思い出してポツリと呟くと、ケージの中のマリリンがこちらに顔を向けて、じっと見つめてきた。

「なんだ、心配してくれてるのか？」

　大きな瞳で愛らしく俺を見つめ続けるマリリンにふっと微笑み、指先で背中を撫でてやる。

「結局、お前のことも紹介してやれなかったな。ごめんな、マリ……ああ、でも」

　ふと、今さらながらの思いが頭をよぎる。

「会わなくてよかったのかもな。もし『なんでマリリンなんですか？』なんて聞かれたら、また志乃を怒らせてたかもしれないし」

　もうする必要もなくなった心配に苦笑し、俺はマリリンを手に乗せてケージから出すと、もう一度黄色い背を撫でてやった。




　ひとつの恋を終えて発った東京。

　心残りがないと言ったら嘘になるけれど、俺は気持ちを切り替えて兵庫に向かう新幹線に乗った。

　正式な就任日は十月一日からだけど、すでに新しい事業部への顔合わせを済ませ、一週間前から業務のほうにも着手し始めている。

　今日も取引先の担当者が事業所のほうへやって来るというので、俺は自分の引越しの荷ほどきもそこそこに、午後から出社することになっていた。

　まだ慣れない新しい部署の自分のデスク。そこで改めて取引先の情報を確認していると、事務の社員が「リカーマーケット『きのや』のセレクト担当の方がお見えになりました」と俺を呼びに来る。

『きのや』は全国展開している大手のリカーマーケットだ。うちの会社の大口取引先のひとつで長年の付き合いがある。商品のセレクトを最終的に決める担当者は当然それなりの役職者なので、俺は失礼のないよう改めて気を引きしめた。

　頷いて席を立ち、前任者とともに応接室に入ると、中年の男性とまだ若そうな女性担当者が待っていた。

　そして、一礼してから上げた相手の顔を見て……俺は驚きのあまり目を見張った。

　思わず声に出しそうになったが慌てて口を噤み、心の中だけでその名を呼びかける。

『……麻ま里り絵え……？』

　こちらを見て何かに気づいたかのように、ニコリと笑みを浮かべた女は……二年前、俺にたくさんの思い出と黄色いヤモリを残して別れた、元恋人だった。







第七章　ここからもう一度













『辞令　平成二十八年四月一日より春澤志乃を　関西事業所　Ｈ＆Ｃ事業部　勤務に命ずる』

　あれから一年半経った四月。強く願い続けた希望が成就されたことに、私はもらったばかりの辞令書を胸に抱きしめながら、ようやく安堵と達成のため息をこぼした。

　初めて私を愛してくれた人を勝手な勘違いからひどく傷つけ、ずっとずっと自分を責めていた日々。

　過ちに気づいたとき、すでに彼の電話番号やメールアドレスをスマホから消していて、連絡する術を失ってしまっていた私は、そこでひとつの大きな決心をした。

　――追いかけよう、綾部さんを。そして、直接謝って今度こそ素直な気持ちを伝えるんだ。

　たとえ連絡先がわかっても、電話口で謝罪しただけで気持ちが伝わるとも関係が戻るとも思えない。

　努力して、彼のいる場所まで追いかけて、そしてもう一度ゼロから……ううん、マイナスからでいい。ちゃんとやり直すんだ。

　もしそのときに綾部さんに恋人がいたとしても……それでもかまわない。振り向いてもらえなくても、もう愛してもらえなくても――今度こそ素直な気持ちを伝える。

　そう固く心に誓った。

　異動願いを出しても、一般職の私がわざわざ関西事業所に移される可能性は、とても低かった。

『万が一辞令が出たとしても、一般職だと引越しの補助金さえ出ないよ』などと部長に止められたりもしたけれど、もちろんそんなことで諦められるはずがない。

　たとえ一般職でも、努力して、必要とされるだけの実績を出せば関西への異動も不可能じゃない。そう信じて、毎日の仕事に邁まい進しんした。

　この一年半でメインとして通った企画がひとつ、商品にまで至らずとも発案として活かされた企画が三つ、社内コンペにも参加できた。

　寝る間も惜しんで努力し続けたおかげで、仕事に対する向上心と斬新なアイデアを生み出すセンスが認められ……ようやく部長に『関西事業所へ送り出せるだけの能力がある』と太鼓判を押してもらえた。そのときは飛び上がるほど嬉しかったっけ。

　疲れてくじけそうなときは、すっかり仕事の相棒となったローズレッドの万年筆が支えになった。

　これをくれた綾部さんの想いが、今なら理解できる。……私はそれに応えたい。

　何もかも、綾部さんを追いかけたい一心だった。

　もう一度、彼に会ってすべてを打ち明けて謝りたい。プライベートだけじゃない、職場でも私はたくさん迷惑をかけたから、だから仕事で成長した春澤志乃を見せることも償いのひとつだと思って。

　仕事に打ち込み、それに伴って人間関係も広くなっていくと、綾部さんに甘えていた頃の自分が、いかに子供だったかも実感できた。

　こうして反省の尽きない一年半はあっという間に過ぎていき、私は念願の春を迎える。




「春澤志乃さんね。聞いてるよ。この事業部に来たくて、一般職なのに異動願いを出し続けてたって」

　関西事業所出勤の一週間前。私は自分の配属される部署……綾部さんが事業部長を務める『Ｈｅａｌｔｈヘルス ＆ Ｃｈｅｅｒｓチアーズ事業部』へ挨拶にやってきた。

　一年前に立ち上げられたばかりの『Ｈ＆Ｃ事業部門』は、うちの会社の人気商品である缶カクテル『Ｃｈｅｅｒｓ（乾杯）』の様々なシリーズ展開を行っている事業部だ。

　事業名の通り健康と乾杯をコンセプトに、『美味しく楽しく身体にいい』お酒を企画開発し、販売している。リキュール・スピリッツ類だけでなく華やかな日のためのワインカクテルシリーズや、中高年向けに糖質やプリン体を抑えたウィスキーカクテル、店頭販売だけでなく飲食店向けの業務用カクテルベースなど、商品展開は多岐に渡る。

　そして、その中で私が配属されたのは、やはりマーケティング企画課。ひとつの商品に特化した事業部なので、以前のところより人数は少なく十五人程度だけど、新しい商品展開が要となる新事業部においてこの課が担う責任は重大だ。

「よろしくお願いします。頑張ります」

　綾部さんに会いたい一心とはいえ、努力でつかみ取った光栄な配属であることには違いない。私は新天地でも頑張ろうと気合を入れて、新しい上司となる新しん海かい課長に頭を下げた。

　新海さんはやや恰幅のいい大柄な人で、ニコニコとしたとても人当たりのよさそうなそうなタイプだ。歳は三十代後半ぐらいに見えるけれど、独身だと異動前に噂で小耳に挟んだことがある。

「関東事業所から来たってことは、綾部部長のことは知ってるんだよね？」

　やや関西なまりの入ったイントネーションで、新海さんはそう尋ねた。綾部さんの名が出たことに少しだけ胸をドキリとさせながら「はい」と頷く。

　すると新海さんは、「じゃあ感動の再会に行こか」などと人懐っこい顔にシワを寄せて笑い、私を挨拶に連れ出した。

　新しい上司が気さくな人でよかった、などと微笑ましく思う間もなく、私の心臓は大きく高鳴っていく。

　新海さんは冗談で言ったのだろうけど、私にとっては本当に心から待ち望んだ再会だ。緊張と期待と不安が入り混じって、手に汗までかいてきた。

　綾部さんは当然、私が配属されることは把握している。それどころか間違いなく人事異動には携わっているはずだ。

　……彼は、私がここに異動願いを出したことを、どんな風に捉えているんだろう。受け入れてくれたことを思うと、きっと反対ではないと思うんだけど……。

　いろいろな思惑で頭をいっぱいにしながら、フロアの奥へと足を進める。

『Ｈ＆Ｃ事業部』はこの五階建て事業所の三、四階にあり、部長である綾部さんはマーケティング企画課と同じ四階の最奥のオフィスにいる。

　パーテーションで仕切られているそのスペースに入ったとき、見覚えのあるシルエットに私の心臓が最高潮に高鳴った。

「綾部部長。来週からマーケティング企画課に配属される春澤志乃が挨拶に来ました」

　新海さんに声をかけられ、デスクでパソコンに向かっていた顔が一瞬、新海さんに向けられる。

　……ああ……綾部さんだ……。

　一年半前とほぼ変わらない、愛しい人の姿。切れ長で目尻の下がった三白眼に、穏やかな弧を描く口元。あっさりとしているのに、どこか冷たい色香を漂わせる独特の雰囲気。

　そのすべてが懐かしくて愛おしくて、今すぐ抱きついてしまいたい衝動さえも湧き上がる。

「四月一日付けでこちらに異動になります、春澤志乃です。関東事業所では大変お世話になりました。こちらでも頑張りますので、ご指導ご鞭べん撻たつのほど、どうぞよろしくお願いいたします」

　必死に感情を抑え込んで頭を下げた。

　けれど……綾部さんは立ち上がるどころかこちらを見やりもせず、「ああ、よろしく」とだけ、短く返した。

　綾部さん……？

　一年半ぶりに会ったとき彼はどんな顔をするだろうと、何十回も何百回も思いを巡らせた。

　驚く？　イヤな顔をされるかも。それとも綾部さんのことだから、苦笑いをこぼすかもしれない。

　けれど、実際の反応は……想像以上の無関心だった。

　まだイヤな顔をされたほうがマシだった。『なんで今さら来たんだ』って呆れられたほうが。こちらを見もしなかった綾部さんの態度は、私にもうなんの感心もないということを突きつけるのに充分だった。

　胸がさっきとは違う、イヤな早鐘を打ちだす。自業自得だとわかっていてもこの日を待ち焦がれていた分、大きなショックが拭えない。

「それじゃあ、失礼します」

　新海さんは一礼すると綾部さんに背を向け、パーテーションの外へと出ていく。

　私はもう一度『綾部さん！』と呼びかけたかったけれど、ぐっと唇を噛みしめて新海さんのあとに続いた。




　その日の夜、まだ引越してきたばかりの新しいアパートで、私は荷ほどきをしながらぼんやりと綾部さんのことを考えていた。

　１ＤＫの新しい住居はリフォームが入ったばかりのせいか、フローリングのワックスの匂いがする。それが新天地にいることを改めて感じさせ、少しだけ心細くなる。

　綾部さん……もう私の顔も見たくないほど嫌いになっちゃったのかな。

　昼間の彼の態度を思い出すと、イヤでも気分は沈んでしまう。

　考えが甘かったかもしれない。誠意を持って付き合ってくれた人を、勝手に浮気だと決めつけてひどい態度をとり続けていたのだから、彼にとって私とのことはイヤな思い出でしかないのかもしれない。

　しかも、きっと綾部さんなりに気持ちを立て直したところに、図々しくも追いかけてきてしまったのだ。嫌うどころか、関わりたくないとさえ思われていても不思議じゃない。

　やっぱり私の考えが甘かったんだ。今さら自分のしてきた行為のひどさと、開いてしまった彼との距離を考えて悲しくなる。

　ふう、と大きなため息をついて、洋服をクローゼットに移していた手を止めた。

　せめてふたりで話がしたいな……。綾部さんを誤解してたこと、謝りたいけど……。

　今の状況ではそれすらも難しそうで、私ははるばる兵庫まで追いかけてきたというのに、いきなり途方に暮れてしまう。

「……仕方ない、焦っても意味ないもんね。毎日顔は合わせるんだもの、そのうちチャンスはあるはず」

　落ち込みかけた気持ちを立て直すように発破をかけて、私は再び荷ほどきの続きに着手した。

　――けれど。

　東京の事業所のときと違って、今や部長になった綾部さんとは、仕事のときでさえあまり接する機会はない。

　直属の上司は新海さんなのだから、事業部を統括する綾部さんに私が直々に何かを話に行くことなど皆無だ。

　せめて昼休みや始業前ならと思っても、女子社員に人気の高い綾部さんの近くには誰かしらいることが多く、なかなかタイミングがつかめない。

　そんなこんなで気持ちは逸るばかりで二週間が過ぎ、業を煮やした私は、終業後に会社近くで綾部さんを待ち伏せすることにした。

　……元カノが遠い異動先まで追いかけてきたうえ、待ち伏せだなんて。なんだか私、ストーカーみたいでイヤだな。けど、こうでもしないと話もできないし。

　そんな複雑な思いで、会社のあるオフィス街から駅に繋がる道中のカフェで窓際に席を取り、綾部さんが通り過ぎるのを待っていたときだった。

「あ……綾部さんだ」

　二時間近くも粘った甲斐があって、夜の八時過ぎ、綾部さんが歩道を歩いていくのを見つけた。慌てて支払いをして店を飛び出し、彼の向かった方向へと走りだす。

　そして彼の姿を駅前で見つけた私は『綾部さん！』と呼びかけようとして……咄嗟に口を噤んだ。

　――ああ、そっか……そうだよね。

　それは、心のどこかで覚悟していた光景。綾部さんは駅の入口に向かって軽く手を上げると、隅に立っている女の人に向かって歩いていった。

　もう……彼女がいるんだ。

　ふんわりとパーマのかかったミディアムヘアーに、ハッキリとした目鼻立ちの美人。綾部さんととてもお似合いの大人っぽい雰囲気の女性は、彼の姿を見つけ、とても嬉しそうに笑顔を浮かべていた。

　その幸せそうな笑みとふたりの距離感に、遠目にでも恋人なんだということが窺える。

　自分の心が重く、暗く、沈んでいく感覚がした。

　私は遠くからその光景を呆然と眺めたあと、そっと踵きびすを返した。

　女性にモテる綾部さんに、新しい恋人がいるかもしれないことは覚悟していた。もしそうだとしても、私は私の気持ちにけじめをつけたくてここまで来た。

　なのに――話も謝罪もできず、赤の他人のように関心すら向けられず、あげく恋人に戻ることはない現実を突きつけられて。

　私はなんのためにここまで頑張ってきたのだろうと、どうしようもない虚無感に襲われてしまう。

　綾部さんたちと同じ駅を使う気にはなれなくて、遠回りをして別の駅から帰ってきたときには、時間は夜の九時を過ぎていた。

　何も食べていないのでお腹がすいているはずなのに、夕飯を食べるどころか何もする気がしない。

　私は部屋に上がるとベッドにバッグを放り投げ、その隣に自分も寝転んだ。

「私、何やってるんだろ……」

　一年半の反省と努力が何も成せないまま終わろうとしている現実は、あまりにも重く憂ゆう鬱うつで、もうこのまま目を閉じてすべてがリセットできたらいいのに、とさえ願う。

　着替えもせずメイクも落とさないまま、私は現実をシャットアウトするように目を閉じて、そのまま眠りへと逃げ込んだ。




『春澤にどんな事情があろうと関係ない。俺が春澤を好きでいる限り、絶対諦めないから』

　その日の夜夢に見たのは、一年半前の出来事だった。

　私が勝手に綾部さんを誤解していたこと、彼に謝って気持ちにけじめをつけるまで誰とも付き合わないこと。それらを説明し『だから……本当にごめんなさい』と深々と頭を下げた私に、木下くんはそう告げた。

　何度も何度も彼の気持ちを受け入れようとしては、結局綾部さんへ戻ってしまう不誠実な私に、それでも木下くんは諦めないと言う。

　自分のズルさがイヤになって、どうしてこんな私を好いてくれるのかと尋ねたら、木下くんは慰めるように私の頬を撫でてから言った。

『春澤はズルくなんかない。俺をもてあそぼうとしてるならこんなに悩んだりしない。真面目で不器用だからこそ春澤は上手くいかなくて苦しんでるんだ。俺はそんな一生懸命なお前のこと放っておけないよ』

　あまりにもまっすぐな彼の誠意が痛すぎて、涙がこぼれてしまう。

　切なそうな笑みを浮かべて涙を拭ってくれた彼に、そのまますべてを委ゆだねたくなってしまうけれど――。

『そんなのダメ。私を甘やかし続けたら木下くんが幸せになれない』

　――その想いが誠実だからこそ甘えられないと、私は彼の手をほどいた。




「……夢……か」

　窓から射し込む朝の光で目覚めた私は、夢に見た過去に切なく胸を痛ませる。

　あれから連絡もしなくなってしまったけれど、木下くんは元気にしているだろうか。

　すべてが上手くいかない今となっては、綾部さんを追いかけようと決意したのは間違いで、あのまま木下くんと一緒にいることが正しかったのでは。そんな思いが一瞬、頭をよぎるけれど……。

「バカみたい……。私、成長してないなあ」

　何度も反省した自分のズルさにまた囚われそうになり、かぶりを振りながら呆れた自嘲をこぼした。




　前々から覚悟していた通り、新年度のスケジュールが動きだすと新しい事業部での活動は多忙を極めた。

　従来のマーケティングだけでは新しいコンセプトにあった情報は集め切れず、自らデータを収集する必要があった。ヒアリングに駆け回り、広報に新しいアンケートを提案し制作し、ゼロからデータベースを作り上げていく。

　ブレストに出すアイデアも以前いた事業所のときの倍近い数が求められ、私の頭の中は眠ってるとき以外は、常にアイデアを考えているようになった。

　相変わらず綾部さんとの接触ができず落ち込む一方で、息つく暇のない忙しさは私から悩む時間を奪ってくれた。毎日家に帰る頃には疲れ果てて、お風呂に入って着替えるのが精一杯。食事もとらずに寝てしまうことも多々ある。

　体重も少し落ちてしまったし、通勤の電車では毎日うたた寝してしまうほど疲れる日々が続いたけれど、私はこの仕事に充分すぎるほどのやりがいを感じていた。

　もうこのまま恋なんか忘れて、仕事ひと筋に生きるキャリアウーマンを目指すのも悪くないかも。

　そんなことまで考えられるほど新事業部の仕事は充実していて、落ち込んでいた気持ちも晴れかけてきた頃だった。

　六月のある日。

　バイヤーヒアリングに八件もの店頭を回って帰社した私は、いつもなら階段で四階のフロアまで戻るのだけど、さすがに今日は足がクタクタでエレベーターを使うことにした。

　時間はもう午後七時を過ぎているせいで社内に残っている人も少なく、一階のホールに着いたエレベーターにも誰も乗っていない。

　ひとりだと無駄に広さを感じるエレベーターに乗り込んで、ボタンを押そうとしたとき。

「あ、待って」

　そんな声がしてこちらへ向かってくる人影が見えた。

　そして、エレベーターへと駆け込んできたその人を見て、私は思わず目をしばたたいて呼びかけてしまう。

「……綾部さん……」

　あんなにふたりきりで話がしたいと思っていたのに、心の準備がないときにいきなりそうなってしまうと、どうしていいかわからない。

　綾部さんはエレベーターの閉めるボタンを押すと、続けて四階のボタンを押した。

　ああ、どうしよう。何か話さなくちゃ。やっとふたりきりで話せるのに。

　気持ちばかりが焦って頭の中が上手くまとまらない。

　口を開きかけては噤むのを繰り返し、さまよわせていた視線を綾部さんへ向けた。すると。

「元気だったか？」

　こちらを向いた綾部さんが目元を細め、優しい笑顔でそう話しかけてきた。

「……はい」

　呆然と答えながら、私は自分の胸が震えるほど感激しているのがわかった。

　――綾部さんが、笑ってくれた。綾部さんが、声をかけてくれた。

　たったそれだけのことが、涙が出るほど嬉しい。

　もう一生おしゃべりなんかできないかもしれないと思っていた。もう笑いかけてもらえることなんか、ずっとないかもって。嫌われて呆れられているに違いないって思っていたのに。

　諦めて多忙な日々でかき消そうとしていた恋心が、一瞬で蘇る。私はこんなに綾部さんが好きだったんだって、改めて思い知る。

　たかが社交辞令かもしれない。上司と部下としてのなんの変哲もないセリフだとしても、それでも。

「綾部さん……」

　――大好きです、綾部さん。私、あなたを追いかけてここまで来ました。

　想いが溢れすぎて声にならなくて、私は言葉を紡げないまま、ただ綾部さんを見上げ続けた。

　けれど逢おう瀬せの時間は短く、エレベーターはすぐに四階に着き、無情にも扉を開く。

　綾部さんはもう一度私に向かって微笑みかけるとエレベーターから降りていき、先に廊下を歩いていってしまった。

　私も四階で降りなくちゃならないのに、どうしてもまだこの余よ韻いんに浸っていたくて。胸の高まりを両手で抑えながら、止まったままのエレベーターに少しだけ佇んでいた。







第八章　はかれない関係













　綾部さんに声をかけられて浮かれていた私だけど、帰宅してお風呂に入っていると、なんだか複雑な想いでこんがらがってしまった。

　彼を好きだと再認識したところで、もうやり直せないとわかっているから。せっかく仕事に夢中になれたおかげで、このまま恋心を忘れられるかもと思ったところだったのに。また振り出しに戻ってしまった気がする。

　もうやり直せない。けど、忘れようとしたタイミングで声をかけられて、諦め切れなくされてしまった。

「……やっぱり綾部さんってばイジワル……」

　ぬるい湯船に浸かりながら、私は持てあました恋心を、八つ当たりするように綾部さんにぶつけた。




　そんなことがあってから数日が経った、ある日の職場でのこと。

「あれ？」

　トイレから戻ってきた私は、デスクの上に置いていたスマホがないことに気がついた。近くの席の人に聞いても『知らない』と言われ、机の中やバッグの中も探してみたけど見つからない。

「どうかしたか？　春澤」

「あ、課長。さっきまでここに置いておいたスマホがなくなってしまって……」

　一生懸命探し回っていると、私の様子に気づいた新海さんが近づいてきて声をかけてくれた。

「ここに置いていたのは気のせいで、本当は家に忘れてるとか電車に置き忘れたとかじゃないのか？」

「そんなはずありません。さっきまでここにあったはずだもの」

　困っている部下を見かねたのか新海さんは探すのを手伝ってくれて、私の番号にも電話をかけてくれたけれど、通話は繋がらず結局スマホは見つからなかった。

　大切なデータはすべて外部端末に保存しておいたけれど、スマホをなくしたダメージはとても大きい。

　急いでスマホショップに駆け込み、臨時のスマホを借りたけれど、仕事にも支障が出るし、紛失対策のキャリアサービスを行うまでは、悪用されたらどうしようと生きた心地がしなかった。

　そして何より、不自然な紛失がどうにも納得できず、私はしばらくくすぶった気持ちを抱えることになる。

　けれど……そんな出来事は、この日を境にしょっちゅう起こり始めた。デスクに物を置くと紛失することが度々あった。特に貴重品や重要な書類であればあるほど。

　疑いたくはないけれど、こう何回も続くと同じフロアの人のしわざかと思ってしまう。

　ところがそんなことが続いた数日後、もっと私を戦せん慄りつさせる出来事が起きた。

「何これ……」

　アパートのポストに不気味な封書が投げ込まれていたのだ。印字された宛名に差出人は不明。恐る恐る中身を開けてみたら……中には私を罵倒する手紙が。

　ゾッと鳥肌が立って、思わずそれを外のゴミ捨て場に投げ捨ててしまった。

「なんなのこれ……気持ち悪い」

　誰かの嫌がらせだろうか。けれど、全然心当たりがない。

　それからも、しばらく同じような手紙がポストに届いた。中には警察や警備会社の連絡先だけが印刷された意味不明な物もあったけれど、なんだか犯人が『警察に言っても無駄だぞ』と挑発してるような気がして、かえって不気味に思えた。

　そんな正体不明の悪意を向けられる日々が、数週間続いた。

　親元から遠く離れ、兵庫へ来てからまだ頼れるほどの友人もいない環境で、私は会社でもプライベートでも、緊張感を持ち続けて心細く怯えるしかなかった。

　誰かに頼りたい。できれば……綾部さんに。

　彼に頼ることができたらどんなに心強いだろう。けれど、結局私は綾部さんといまだまともにしゃべってもいない。あのエレベーターで言葉を交わしたきりだ。

　どうしよう、相談したら迷惑かな。でも……。

　そんな風に、また終業後に待ち伏せしようかと考えていた日の夕方だった。

「春澤、何か悩みでもあるんか？」

　リフレッシュコーナーでひと休みしていた私に、新海さんが声をかけてきた。

「課長……」

「最近浮かない顔してるなあと思って。何か困ってることがあるんなら相談乗るぞ。あんま頼りにならんかもしれんけど、これでも一応上司だからな」

　気さくな新海さんは明るくそう言って、私を励ましてくれる。

　少し迷ったけれど、身近な存在である直属の上司に頼ることは間違っていない気がして、思い切って打ち明けることにした。

「そりゃあ穏やかじゃない話だな」

　話を聞いた新海さんは眉間にシワを寄せ、「うーん」と困ったようにうなった。

「会社でも家でも見張られてるみたいで、気が休まらなくて……」

　最後にそうつけ足した私に、新海さんは顔を上げて真剣な表情で言った。

「なあ春澤。こんなこと言うのはなんだけど……お前、関東の事業所に戻る気はないんか？」

「え？」

「いや、気を悪くしたらごめんな。春澤がよくやってくれてるのはもちろんわかってるけどな。でも多分、若くてしかも一般職の女がいきなりひょっこり現れて活躍するのを、面白くないと思う連中もいるんだろうなあと思って」

　思いもしなかった新海さんの言葉に、怒りが湧いてきて、うっかりコーヒーの紙コップを強く握ってしまうところだった。

「それって……私につまらない妬みに屈して、関東へ帰れってことですか？」

　ムッとして歯向かうような言い方になってしまった私に、新海さんは苦笑しながら宥なだめるように両手をこちらに向ける。

「いやいや、だから怒るなって。ただお前の身の安全を考えたら、最悪それも考えざるを得ないなーって話だよ。これ以上、嫌がらせが続くようなら、あんまり悠長に考えないほうがいいんじゃないかって……」

　新海さんの言い草に、私は心底ガッカリした。私が仕事に尽力している姿を毎日見ているはずなのに、それを捨てて逃げ帰れだなんて。

　こんなことなら相談するんじゃなかった。もっと上司として解決策を講じてくれるような頼れる人だと思ってたのに。

「お断りします！　そんなの相手の思うツボじゃないですか」

　私はクルリと身体を反転させると、飲み終えたコーヒーの紙コップをゴミ箱に突っ込んで、肩を怒らせながらフロアへと戻った。

　なんだか新海さんのせいで、綾部さんに相談しようと思う気持ちも失せてしまった。もしも彼にまで『関東に帰ったほうがいい』なんて言われたら、立ち直れなくなってしまうもの。

　身の安全を考えてくれるのはありがたいけど、一年半努力してここまで来たのに嫌がらせに屈してスゴスゴ帰るなんて絶対にイヤだ。

　こうなったら自衛に努めるしかないと思い、私は自分にできることを始めた。

　会社ではデスクに鍵かぎをかけ、新しく買い直したスマホはもちろん、貴重品は必ず肌身離さない。家ではドアや窓に防犯ブザーをつけるなどした。近所の交番にも一応相談に行ったら、パトロールのコースに入れてくれるとのことだった。

　その成果があったかどうかは不明だけど、しばらくはこれといった被害が起きることはなく数日が過ぎた。




　けれど……まるで安堵した私を狙うかのような事件が起きる。それは、ある夜のこと。

　今日も残業で遅くなってしまった私は、ひとけのなくなった会社の廊下を急ぎ足で歩いていた。

　時計の針はとっくに七時を回り、窓の外はすっかり夜だ。最近は大人しくなったとはいえ不審な嫌がらせがあった身で、あまり暗い夜道を歩きたくない。

　この書類を広報に提出したらさっさと帰ろう。そう思ってマーケティング企画課のある四階から広報課のある二階へ移動しようとしたときだった。

　階段を降りようとした私の背中を、誰かが力任せに突き飛ばした。

「きゃあっ!?」

　書類を抱えていたせいで身がまえる間もなく身体が宙に浮き、そのまま一気に転げ落ちそうになる。

　けれどその瞬間、視界に入ったのは、偶然階段の下を通りかかった綾部さんだった。

「春澤!?」

　綾部さんが私の名を叫ぶと同時に、咄嗟にこちらに駆け寄り腕を伸ばす。

　私はそのまま彼の懐ふところに飛び込むように落ちていった。勢いあまって綾部さんは私を抱えたまましりもちをついたけれど、幸いふたりとも大きな打撃を受けることはなかった。

「大丈夫か、春澤」

「あ……」

　誰かに突き飛ばされた驚きと、危うく大怪我をしそうになったショックで、しばらく呆然としてしまった。けれどだんだん気持ちが落ち着いてくると、私は今の状況に気がついて、今度は違う意味で鼓動を速くさせる。

　床に散乱した書類たち。その真ん中で、私は綾部さんの全身に包まれていた

　久々に感じる彼の体温、ムスクの香り、ワイシャツ越しの身体の感触。その懐かしいすべてに、心と身体が熱くなる。

「綾部さん……」

　顔を上げると、心配そうに私を見つめる優しい眼差し。そして大切そうに力強く肩を抱いてくれている手に、感激で泣きそうになってしまった。

　綾部さん……もしかして私を守ってくれたの？

　あんな状態で自分の危険も省みず、咄嗟に私に向かって腕を伸ばしてくれた姿を、改めて思い出す。

　綾部さんにはもう新しい恋人がいるのに、もう彼への恋は諦めなくちゃいけないのに。

　なのに、身を挺ていして私を助けてくれた姿に、今もこうして真剣に心配してくれる眼差しに、嬉しくて切なくて想いが溢れて止まらない。

「綾部さん、私……」

　助けてくれて嬉しかった。怖いことがたくさんあって、ずっとあなたに助けてほしいって思ってた。ひとりぼっちで耐えてきて、ずっと苦しかった。綾部さん、あなたにそばにいてほしかった。

　渦巻く想いで言葉が出てこず、潤んだ瞳でただ綾部さんを見つめてしまう。

　そのとき。ふと、階段の上に視線を向けた綾部さんの表情が一変した。優しかった眼差しは消え、厳しさを浮かべる。そして次の瞬間。

「怪我がないなら、さっさとどいてくれないか」

　耳を疑うような冷たい声で言いながら、綾部さんは私の身体を無理やり引き離した。

　驚きのあまり目を見開いたままへたり込んでいる私から、綾部さんは顔を逸らして立ち上がると、さらに信じられないセリフを吐き出した。

「たまたま巻き込まれたのが俺だったからよかったものの、もしこれが外部のお客様だったりしたらどうするんだ。階段は気をつけて降りろ」

　……嘘でしょ？

　あまりの冷酷な言葉に、私の思考が追いつかない。

　たったさっきまであんなに心配そうに見つめてくれていたのに、今はまるで『迷惑だ』と言わんばかりに、言葉に忌々しさを込めている。

「あ……綾部部長まで巻き込んでしまって、申し訳ありませんでした……。以後気をつけます」

　ショックのあまり震える声で言うと、綾部さんは振り返りもせずに立ち去ってしまった。

　……助けてくれたと思ったのは、勘違いだったんだろうか。一瞬の躊躇もせずにこちらに手を伸ばして駆け寄ってくれた姿は、私の願望が見せた幻だったんだろうか。

　ただ単に通りがかった綾部さんを巻き込んでしまっただけなのに、勝手に想いを昂らせたあげく、彼にイヤがっているような態度までとられた。

　さっきまでの泣きたくなるほど感激した状況は勘違いで、現実はやっぱり綾部さんに疎うとまれていて……さらに嫌われる行為をしてしまった。そう思うと、私は自分が情けなくて心がボロボロと崩れていくような気がした。

　すっかり暗くなった気持ちで立ち上がり、散らばってしまった書類を拾おうとしたとき。

「痛っ……！」

　右の足首に激しい痛みが走った。

　触れてみるとかなり熱を帯びている。どうやら落ちたときにひねったみたいだ。

「痛い……、なんなのもう、最悪……」

　怪我に気がついた途端、足首の痛みはどんどん強烈になり、ズキズキと私を苦しめる。さっきまで収まっていた、階段を突き落とされた恐怖も蘇り、私は再び床にへたり込んでしまった。

　――痛い。怪我をした足も、得体の知れない恐怖も、綾部さんに突き放された現実も。

　ついにはこらえ切れなくなって、私は溢れた涙を拭いながら、痛む足を引きずってノロノロと立ち上がる。そして静まり返った夜の社内で、散らばった書類をひとり拾い集めた。




　やっぱり新海さんの言う通り、東京に帰ったほうがいいんだろうか。

　病院に寄ってから帰宅した私は、ベッドに腰かけ、包帯の巻かれた足をボンヤリ眺めながら考えた。

　足は捻ねん挫ざで済んだものの痛みが強いので、今日は帰宅ラッシュの電車を避けてタクシーで家まで帰ってきた。電車で二十分かかる距離のタクシー代はなかなかの出費で、落ち込んでいる気持ちに拍車をかける。

　心も身体も財布にまでダメージを受けて、私はすっかり弱気になっていた。

　確証はないけれど、今日私を階段から突き落とした犯人はきっと、嫌がらせをしていた人と同一人物だ。そんな人が身近な社内にいると思うと、恐怖が止まらない。ましてや、ついには直接手を下し、怪我までさせるような行為をしてきたなんて。

　……こんな危険な場所に意地を張って留まり続けることに、意味はあるんだろうかと、自分に問いかけてしまう。

　だって、私がここで頑張ってきたのは、やっぱり綾部さんの存在があったからこそだ。

　たとえもとの関係には戻れなくたって、彼のそばにいられることが強い支えになっていた。なのに。

　今日の彼の冷たい態度を思い出し、再び胸が抉られるように痛んでしまう。

「綾部さん……」

　無意識に呟いた名前に反応するように、勝手に涙がこぼれた。

　こんなに綾部さんに嫌われてるのなら、もうここにいる意味なんてないじゃない。こんな危ない場所からさっさと離れて、安全な東京に戻ったほうがずっといい。

　頭の中でそう説く自分がいるのに、それでも胸の奥は情けない未練を捨てさせてくれなかった。どうしても……あのときの綾部さんは私を助けてくれた、という想いがかき消せなくて。

　身を挺して助けてくれた姿が、本気で心配してくれた眼差しが、嘘だとは思えない。思いたくない。

　失ったはずの支えに一いち縷るの望みを求めるような気持ちで、私は自分の身体をギュッと抱きしめる。抱きとめて守ってくれた綾部さんのぬくもりの名残を、愛しく切なく思いながら。




　翌朝。会社に行きフロアに着くと、私の怪我に気づいた人たちが心配そうに声をかけてくれた。

「その足どうしたんだ、春澤？　ずいぶん痛そうだけど大丈夫なのか？」

「捻挫？　無理しないで、しばらく外回りは私たちに任せていいからね」

「春澤さんいつも頑張ってるんだから。怪我のときぐらい周りに甘えなよ」

　新海さんはじめ、優しい言葉をかけてくれる人たちに心が癒される。

　社内での物の紛失から始まったので、一時は同じフロアの人を疑ってしまったけれど、思い違いかもしれない。

　自分の席に座ると、隣の席の片かた桐ぎりさんも心配そうな顔で話しかけてきた。

「かわいそう、春澤ちゃん。怪我が治るまで雑用とか私がやってあげるから、遠慮しないで」

　片桐さんは同じマーケティング企画課のひとつ年上の先輩だ。明るくおっとりとした性格で、席が隣ということもあって仲良くさせてもらっている。

「どうもありがとう、片桐さん」

　微笑んでお礼を述べると、彼女も柔らかな笑みを浮かべて頷いた。

　みんなの優しさのおかげで、昨日までのどん底だった気持ちが少し救われる。たとえ綾部さんに嫌われていたって、私はこの仕事が好きだし、ここに来てよかったと思える。

　……大丈夫。私、ここでやっていける。嫌がらせなんかに負けたりしない。

　気を抜くと崩れてしまいそうな意思を、そう励まして奮い立たせた。

　得体の知れない恐怖と、綾部さんに突き放された痛みを抱えながら、それでも仕事に邁進していたある日……私に手を差し伸べてくれる人があらわれる。

　ただそれは、望んでいた手ではなかったけれど……懐かしい温かさを持っていた。




　事件から一ヶ月が過ぎ、怪我の具合もだいぶよくなってきた頃。

　私はＨ＆Ｃ事業部の選出メンバー十数人と商品説明会に出席するため、懐かしの関東事業所へとやってきていた。

　最近伸びしろのいい業務用カクテルベースをさらに拡大させるのが、Ｈ＆Ｃ事業部の上半期の目標のひとつだ。今回はそのための新商品展開の先行説明会で、日本全国から多くの取引先が招待されている。

　私も新しい商品の企画発案者として張り切っていたし、久しぶりの古巣にやってきたことでなんだか安心感を覚えていた。

「久しぶりだねえ、志乃ちゃん。元気でやってる？」

「野崎さん、お久しぶりです！」

　関東の事業所にいたときのメンバーとも、顔を合わせることができて気持ちが弾む。物騒な事件に巻き込まれるようになって以来、初めて心から安心して笑顔になれたような気がした。

　そして、プレゼンの準備をして会議室へ向かおうとしたときだった。

「……春澤？」

　私を呼び止めた声に懐かしさを感じて振り向くと、そこには……。

「ああ、やっぱり春澤だ。久しぶり」

「き、木下くん……？」

　何回も『ごめんなさい』を伝えて別れたあの日以来、久々に見る木下くんが以前と変わらず屈託のない笑顔で立っていた。

「木下くん、どうしてここに？」

　あまりに意外すぎる再会に、私が驚いたのも無理はない。

　けれど彼は落ち着いた様子で、少しかしこまった笑みをニコリと浮かべると、こちらに向かって名刺を差し出してきた。

「ご挨拶が遅れました。私、リストランテ木下グループの代表取締役会長、木下浩輔と申します」

「え？　ええっ!?」

　あまりの驚きに、何かの冗談かと思ってしまった。けれど、記憶を辿ってみれば、確かに彼の会社は飲食系列だったような……。

「木下くんの会社って、こんなに大きかったの？」

　以前会っていた頃、彼はあまり仕事のことを話さない人だった。多忙な中で時間を作って会いに来てくれていたのはわかっていたけど……グループを取り仕切る会長だったなんて。

　けど、驚いて目をむいている私を見て、木下くんはぷっと吹き出すと、おかしそうにクスクスと笑いだした。

「あはは。肩書きは立派だけど、相変わらずの弱小社長だよ。グループって言ったって、まだ三店舗しかないんだ。しかも今年に入ってようやくの三店舗目だし。取締役だって俺を含めて四人しかいないんだからな、偉くもなんともない」

　木下くんは肩を竦め、恥ずかしそうに笑いながらそう言ったけれど、私から見れば同い年の彼が会社を起ち上げて、立派に経営しているだけも尊敬に値する。それに本人は謙けん遜そんしているけれど、今年に入って店舗数が増えているということは、経営は順調ということだ。

「やっぱりすごいよ、木下くん。頑張ってるんだね」

　素直に彼の活躍を喜べば、木下くんはどこか誇らしげに、けれど照れくささも混じったような顔で笑った。

「あ。もしかして今日ここにいるってことは、木下くんのお店でも『Ｃｈｅｅｒｓ』のカクテルサーバー扱ってくれてるの？」

「当たり。うちのレストラン女性向けだからさ、『Ｃｈｅｅｒｓ』のオシャレなイメージがピッタリなんだよね」

「わあ、なんだかすごい。私たちの作った商品を木下くんのお店が扱ってくれてるなんて。こんな風に一緒に仕事する日が来るなんて思ってもいなかった」

　予想だにしていなかった偶然に、なんだか嬉しくて声まで弾んでしまう。

　木下くんにはたくさん迷惑や心配をかけてしまったけれど、今度は仕事の縁があってともにいい結果を出せていけたら、素敵なことだと思うから。

　すると木下くんは、はしゃぐ私を見つめて目を細めた。

「よかった、春澤が元気そうで。頑張って上手くやってるんだな。安心した」

　そう言って手を伸ばし、私の頭をポンポンと軽く叩く。

　昔と変わらない木下くんの態度に、一瞬焦ってしまったときだった。ふと視線を感じてそちらに目を向けると……そこに綾部さんの姿を見つけた。

　会議室の前で広報課の人たちと何か話しているみたいだけど、綾部さんの視線はこちらを向いている。

　私を見てる……？というよりは、木下くんを見てるのだろうか。なぜだか機嫌の悪そうな、まるで睨むような眼差しを送っている。

　取引先の相手に向ける視線ではないような気がして、不思議に思ったとき、木下くんの手が私から離れた。

　その瞬間、こちらを向いていた綾部さんと目が合ってしまった。

　綾部さんは一瞬ハッと我に返ったような表情を浮かべると、慌てて私から視線を逸らす。そして何事もなかったかのように、広報課の人たちと話を始めた。

　綾部さん、何か怒ってた？

　そう考えた私の胸に、バカげた期待が一瞬湧いてしまう。

　まさか……木下くんにヤキモチ焼いてた？

　昔付き合っていたときに垣間見せた、綾部さんの独占欲を思い出してしまった。

　お見合い相手の木下くんに嫉妬したり、怒ってひと晩中私を離さなかったり。そんな懐かしい彼の嫉妬を思い出して、胸がキュッと締めつけられる。

　そんなはずはない。私はもう嫌われちゃってるんだし、ヤキモチなんてあり得ない。

　虚しい期待を振り払うように現実を見ようと必死に努力すると、口からは自然と自虐的なセリフがこぼれてしまった。

「そんな……全然上手くなんていってないよ……」

「春澤？」

　木下くんの前なのに、うっかり弱音を吐いてしまったことに気づき、慌てて口を噤む。

「あ……えっと、もうすぐ説明会始まるから、私行くね！」

　ごまかすように無理やり笑顔を向けると、私は彼の隣をすり抜けて廊下を駆けだした。

　やだ、私何言ってるんだろう。あんな言い方、木下くんに余計な心配かけるだけなのに。

　木下くんに対する無神経さと、綾部さんにあり得ない期待ばかり抱いてしまう自分のバカさを嫌悪し、しかめた表情が消せないまま私は会場へと入っていった。




　その日の夜――。

　説明会は三日間行われるので、関西からやってきている私たち事業部は、全員近場のホテルに宿泊することになっている。

　一日目のプレゼンは上々で、みんなの顔もどことなく明るい。

　食事は選抜メンバー全員合同で、中心となっている広報課から明日の予定が伝達されたり、綾部さんから労いの言葉と激励の挨拶があって、なんだか研修の雰囲気みたいだった。

　食事が済むとそのままお酒をオーダーして飲み始める人、さっさと席を立つ人などがいて、バラバラになっていく。

　私はテーブルで片桐さんとしばらくおしゃべりをしていたのだけど、持っていたスマホに着信が鳴ったので、席を立ってひとけのない廊下へと向かった。

　着信画面には番号は表示されているものの名前が出ていない。登録してない番号だけど……なんとなく見覚えがある気がする。

　私は首をかしげながら通話ボタンをタッチした。すると、聞こえてきた声は――。

『もしもし春澤？』

「え？」

『よかった、番号変わってなかったんだ』

「あ、木下くん？」

　電話越しの声を聞いて、やっとこの番号が誰のものか思い出した。

　以前スマホをなくしたとき新しい物にデータを移す際、いつまでも未練がましい気がしたから思い切って電話帳から消してしまっていた。

『あれ、もしかして俺の番号、消してた？』

　私の反応から、察しのいい彼は図星を突いてくる。

「あ、えっと、あの……ごめん」

　咄嗟に何かごまかせばよかったのに、なんだか嘘をつくのがイヤで素直に認めてしまった。

『あはは、ひでえな』

　電話の向こうでは笑いながら木下くんが嘆く。そして――。

『俺はずっと消せないでいたよ』

　そんな言葉を、真剣な声色で紡がれた。

　どうしていいかわからず黙ってしまうと、木下くんは明るい声でしゃべりだした。

『なあ、春澤はいつまでこっちにいるの？』

「え、あの、あと一泊して、あさっての夜の新幹線で帰るの」

『そっか。じゃあさ、明日の夜に少し会えない？』

「えっ……」

『久々に再会したんだ、一緒に食事でもしよう』

　どうしよう……。咄嗟に判断ができなかった。彼の言う通り久々の再会なのだから、食事をしておしゃべりを楽しんだっていいと思う。

　けど、一度は付き合って別れた人とこういう状況になったことのない私は、こんなときどうしていいかわからなくて。けれど。

『よかったらうちの店に招待するよ。店で実際に【Ｃｈｅｅｒｓ】使ってるところ見に来れば？』

　木下くんがそんな巧みな誘い方をするものだから、私は自分の手がけた商品が彼のお店でどんな風に使われているのか好奇心に抗えず、「それなら……ぜひ」と答えてしまった。

　木下くんとの通話を終えて部屋へ戻ろうとしたとき、ホテルの中庭に人影が見えた。ライトアップしてあるとはいえ夜の八時過ぎ、ほかには誰もいない静かな場所で、ぼんやりと佇むように立っていた後ろ姿を見て私は足を止める。

「……綾部さん……」

　今でも背中を見ただけでときめいてしまう相手。私はしばらく綾部さんの後ろ姿を眺めて、その場に立ち尽くしてしまった。

　何してるんだろう？　あんなところで。

　考え事でもしているのか、綾部さんは空を見上げたままずっと佇んでいる。

　私はしばらくしてから、思い切って中庭への扉を開けた。

「あ、綾部さん……」

「……春澤」

　声をかけるか迷ったけれど、考えてみればこれは初めて訪れた、ふたりきりで会話できるチャンスかもしれない。周囲には誰もいないし、エレベーターのときのように時間にも追われていない。

　階段のときのように冷たくされるのではという怖さも少しあったけど、私は勇気を出すと高鳴る胸を抑えながら、おずおずと彼に近づいた。

　小さな池のある月明かりに照らされた中庭。ホテルに繋がる扉を閉めると音が断たれ、静寂が増した。

　綾部さんは私のほうを向いたままじっと表情を変えない。その眼差しに捕らえられると、胸に懐かしい切なさが蘇った。

「すみません……少し、お話いいですか？」

「……ああ、いいよ」

　綾部さんは一瞬だけホテルのほうを見やってから、こちらに向かって頷く。そして私の言葉をじっと待った。

「あの……私、ずっとずっと綾部さんに謝りたくて。ご、ごめんなさい！」

　理由より先に頭を下げてしまうと、綾部さんは「何？」と困惑した表情を浮かべた。

「私、私……二年前、綾部さんのことをすっごく誤解していたんです」

　そうして私は、あの頃綾部さんにマリさんという彼女がいると思い込んでいたこと、そのせいで卑屈になっていたこと、だから素直に彼の気持ちを受け入れられなかったことを洗いざらい話した。

「本当は綾部さんのこと、すごくすごく好きだった。いっぱい愛されて嬉しくてたまらなかった。なのに、あんなひどいことを言って……本当にごめんなさい」

　長い時間を経てようやく伝えられた謝罪の気持ち。努力して、追いかけ続けて、やっと届けることができた。

　綾部さんはしばらく言葉もなく立ち尽くしていた。

　それから頭の中を整理しているかのように手で額を押さえ、眉間にシワを寄せながら目を閉じる。

　……すごく呆れてるよね、やっぱり。ペットのトカゲを勝手に恋人と勘違いして、破局しちゃったんだから。

　真実を知ったことで、もしかしたらもっともっと嫌われるかも。

　そんな恐怖心が少し湧いたけれど、綾部さんは額に手を当てたまま、ふっと口元に笑いをこぼした。

「……そっかぁ、マリリンのせいだったのかあ」

「え？」

「あはははは。春澤の『大っ嫌い』の原因は、それだったんだ」

　綾部さんは眉尻を下げ、困ったように笑いだした。

　その表情に、彼の複雑な今の心況がすべて表れているように見える。そして。

「……もっとちゃんと話し合えばよかったな、俺たち」

　最後に切なそうな笑顔を浮かべて、私を見つめた。

　ズキリと胸が痛む。

　お互い愛し合っていたはずなのに、すれ違い続けていた時間が悲しくて。改めて、あの頃綾部さんがどんなに私を想ってくれていたか、伝わったような気がして。

「本当に……ごめんなさい」

　口を開けば繰り返すように謝罪の言葉しか出てこない。泣きたくなって目を逸らし、うつむいてしまう。

　けど……できることなら、もっと伝えたい。長い時間をかけてここまで辿り着いた私の想い。

「私、すごく反省して、どうしても綾部さんに謝りたくて。だから、頑張って関西事業所まで追いかけてきたんです」

「えっ？」

　私の言葉に、綾部さんはさっきとは違った驚きの声をあげた。

「……本当に？」

「はい。仕事でもいっぱい迷惑かけちゃったし。だから一人前になった姿で、綾部さんに会いに行こう、そして謝ろうって。ずっとずっと頑張ってきたんです」

　今までの日々が思い起こされて、私は無意識に胸の前で自分の両手を握りしめた。

「春澤……」

　真剣な声色で呼ばれ、おずおずと顔を上げる。

「だって、伝えたかったから。ごめんなさいも、本当は綾部さんに愛されてすごく嬉しかったって気持ちも、ちゃんと私の見せられる誠意の全部で伝えたかったから」

　まっすぐに言葉を紡ぐと、綾部さんの表情が変わった。穏やかな口元を引き結び、射抜くような眼差しで私を見据える。

　冷たい妖しさを湛えているのにどこか甘い瞳は、私の心にも身体にも一瞬で火を灯してしまう。

　この眼差しが、好きだった。大人の妖しさで私を翻弄して、熱く甘く溶かしてしまうこの視線が。

「綾部さん、私――」

　今でもあなたのことが好きです。たとえ片想いでもいい。狂おしいほど、あなたが好き。

　最後に残った、伝えたかったセリフを告げようとしたときだった。

　ガチャッと音がして、綾部さんと揃そろって振り向くと、ホテルの従業員がドアを開けて上半身を覗かせていた。

「すみませーん、そろそろこちら施せ錠じょうしますんで」

「あ、はい。わかりました」

　時計を見ると午後九時過ぎ。どうやら深夜は中庭の立ち入りはできなくなるようだ。

　すっかり水を差されて肝心なことを口に出せず、なんだか気落ちしてしまった。

「行きましょうか」

　仕方なく中庭から出ようと思い、振り返って綾部さんを見上げたとき。

「綾部さん？」

　彼はどこか緊迫したような表情で、ホテルの通路に視線を向けていた。

「綾部さん？　どうかしたんですか？」

　彼の様子がおかしいので視線の先を追うと、そこにはなぜか新海さんが立っていた。

「新海さん……？」

　表情まではよくわからないけど、こちらをじっと見つめて立っている姿に、妙な不気味さを覚える。

　私の視線に気づいたのか、新海さんはすぐにその場を立ち去った。

　綾部さんはさっさとホテルの中に戻ると、「もう遅いから部屋に戻りな」とだけ言って、歩いていってしまった。

「綾部さん……？」

　突然突き放すような態度をとられて、私は困惑してしまう。

　さっきまで真剣に私の話を聞いてくれていたのに、今はまるで早く私と離れたいみたいだ。

　やっぱり、呆れられちゃったのかな……。

　さっきまでの高揚していた気持ちはすっかり落ち込んでしまったけれど、でもやっと謝罪を伝えられたことだけは喜ばしかった。呆れられて嫌われてしまっても仕方ない。それでも私は、綾部さんに愛されて嬉しかったということを、どうしても伝えたかったのだから。

　そのために努力してここまで来たことを思うと、ようやく半分は成就できたようで気持ちがホッとする。できればさっき言い損なってしまった気持ちも伝えたいけれど、それは胸にしまったままにしておくべきなのだろうか。

　今は本当に恋人がいる綾部さんに、好きと伝えたところで迷惑かもしれない。

　安心と残念な想いが入り混じった気分で、ひとつため息をついた。それから私は一度廊下を振り返り、ふとさっきの新海さんが立っていた場所に目をとめた。

　……新海さん、さっきはなんで私たちを見ていたんだろう。冷やかしや好奇心、にしてはなんだか雰囲気が違った気がする。

　些細なことだけど、やけに引っかかるのが自分でも不思議だ。

　綾部さんへの高鳴る想いと、なんだか得体の知れない不安な気持ち。そのふたつの感情は全然違うもののはずなのに、どうしてか私の胸の中ではそれがひとつに絡み合っている気がした。







第九章　私の味方













　二日目の説明会が終わると、私は営業先へ招待を受けたという名目で、ホテルの晩ご飯をキャンセルし、木下くんと待ち合わせの場所へ向かった。近くまで迎えに来てくれた木下くんの車に乗って、都内にある彼のお店へ向かう。

　商業ビルの一階に入っている『リストランテ・木下』は、レンガ造りを基調とした明るくて上品な外観をしていて、女性のお客さんが多いのも納得の雰囲気だった。

　中に足を踏み入れると白い天井やナチュラルウッドの床、それに籐とうのインテリアで統一されている。料理は多国籍のようだけど、内装のスタイルは上品なオールドハワイアンみたいだ。

　お店に入るとすぐに店長らしき人がやってきて、木下くんに一礼してから厨ちゅう房ぼうへ案内してくれた。

「この店では『Ｃｈｅｅｒｓ』のフレッシュコレクションとワインシリーズを扱わせてもらってるんだ。今度の新商品、サングリアももちろん入れさせてもらうよ」

「わあ、どうもありがとう」

　大勢のスタッフで賑わう厨房。そのカウンター近くにソフトドリンクのサーバーと並んで、『Ｃｈｅｅｒｓ』の業務用カクテルサーバーが置かれている。

　そこから次々にグラスにカクテルを注いでいく従業員の姿を眺めて、私は自分が手がけている商品が実際に現場で使われている姿に胸を熱くした。

　見学が終わると、木下くんは予約していたテーブルに案内してくれて、お店自慢のコース料理をごちそうしてくれた。もちろん乾杯のドリンクは『Ｃｈｅｅｒｓ』のカクテルだ。……木下くんは運転があるので残念ながらソフトドリンクだけど。

　ハート型に飾られたテリーヌとゼリー寄せの前菜に、食用花を散らしたキュートで爽やかなサラダ。伊い勢せ海え老びの身とソースがたっぷり絡んだ濃厚なパスタに、コラーゲンいっぱいのスープと、コース料理はどれも女性客が大喜びしそうな物ばかりだった。

　思わず頬が緩んでしまう美味しさに、私は満面の笑みを木下くんに向けた。

「本当に美味しい。どの料理も、見た目も味も最高」

「ありがとう。春澤に褒めてもらえると感激もひとしおだよ」

　私の感想に彼も嬉しそうに目を細める。

　こんな素敵なお店で『Ｃｈｅｅｒｓ』を使ってもらえているなんて、ありがたいなと思いながら、料理を食べ進めていると。

「なあ、春澤」

　少し真面目な声で木下くんが話しかけてきた。

「春澤は今の仕事、楽しい？」

「うん、もちろんだけど……」

　ふいの質問に手に持っていたフォークを置いて答えると、木下くんも同じように食事の手を止めた。

「そうだよな。今の春澤、昔よりずいぶんイキイキとしてるもん。見ててわかる」

　そう語る口元は安堵を含んだ笑みを浮かべているのに、瞳は真剣にこちらを見据えている。言われて嬉しいセリフのはずなのに、彼の意図がほかにあるような気がして、私は「そう？」とぼやけた返事をしてしまった。

「うん。前はいつも悩んでるような感じだったから」

「それは……」

　前に木下くんと会っていた頃は、ずっと綾部さんのことで悩んでいたから。今も悩んでいないわけではないけれど、あの頃みたいに後ろめたさを抱えているわけではない。

「あの頃は自分のことばっかり考えて、子供だったなって思う。今は少しだけ落ち着くことができたから」

　そう笑いかけて、手にフォークを握り直したときだった。

「でも、あの男とは結局上手くいってないんだろ？」

　核心を突くような彼の言葉に、表情が強張ってしまった。

「昨日『上手くいってない』って言ってたの、仕事のことじゃないよな。……あの男とは結局、復縁できなかったってことか？」

　答えられなくて、しばらくテーブルに沈黙が流れる。

　けれど、口に出せないことがそのまま答えになってしまっていて、私は下を向いてしまった。

「春澤」

　私を呼びかけた声が沈黙を破った。

「お前……東京に戻ってくるつもりない？」

「え？」

　木下くんの言葉に、驚いて顔を上げる。

　彼は真剣な表情でこちらを見据えていて、今の言葉がふざけた発言ではないことが伝わってきた。

「今の仕事が楽しいのはわかってる。だから、今すぐじゃなくてもいい。けど……いずれはこっちに戻ってきて、東京に永住するのは……考えられない？」

「それって……どういう意味？」

　聞き返してしまった私に、木下くんは一度キュッと唇を噛みしめてから、改めて口を開いた。

「もしよかったら、東京で俺と暮らしてほしい」

　彼の痛いほど真剣な眼差しが、私を射る。

「……っ！」

　驚きのあまり声が出なかった。まさか、そんなことを言われるなんて。

　驚いて目を見開いている私に、木下くんは視線を逸らすことなく続ける。

「言っただろ、お前の電話番号、ずっと消せなかったって。……やっぱり忘れられなかったんだよ。春澤のこと、結局俺じゃ笑顔にしてやれなかったの、ずっと不甲斐なく思ってた。子供のときはお前を泣かせてばっかりで、なのに大人になっても結局笑顔にしてやれなくて……悔しくてたまらないんだ」

「……木下くん……」

「だから今度こそ、春澤を幸せにしてやりたいと思ってる」

　こんなにずっと想い続けてくれている彼の気持ちが、すごくすごく嬉しい。……なのに、どうして私は木下くんにときめくことができないんだろう。

「……春澤？」

　うつむいて涙をこぼしてしまった私に、彼が焦ったように呼びかける。

「木下くん……私……。ごめんなさい……」

　泣くほど申し訳なく思いながら、私は自分がイヤになる。二年前と何も変わっていないことに。

　一生懸命、愛して支えようとしてくれる木下くんに、私は思わせぶりな態度で結局は突き放す。何度も罪悪感にさいなまれたのに、また同じことを繰り返してしまった。

　――来るんじゃなかった。来るべきじゃなかった。

　安易に今日の誘いを受けた自分を嫌悪する。

　けれど。木下くんは席を立ち、泣いている私の隣へ来て涙を拭ってくれると、困ったように微笑んだ。

「また泣かせちゃったな、ごめん。でも春澤は申し訳なく思わないでほしい。俺、断られるのわかっててプロポーズしたんだから」

「え？」

「別れたときから何も進展してないのに、春澤が俺を受け入れてくれるわけがないのはわかってたよ。でも、伝えたかった。俺が今でも、こんなにも好きだってこと。だからいいんだ、今日は断られても。これから必ず、俺は春澤を好きにさせていくから」

　彼の大らかで強気な発言に、ポカンとしてしまう。

「さ、食べよう。せっかくの料理が冷めちゃうからな」

　そう言って私に笑顔を向けると、木下くんは再び席に戻り、明るい雰囲気で食事を再開させた。

　いくらなんでもプロポーズを断った直後で、気まずいんじゃないかと思っていたけど……木下くんは帰りに車で送ってくれるまでずっと明るいままだった。

「もし何か悩みや困ったことがあったら、すぐ相談してくれよ。俺、いつでも力になるから」

　そう言ってくれた彼に、私は得体の知れない相手に嫌がらせを受けていることを相談しようかと迷ったけれど、結局やめた。彼のプロポーズを受け入れる可能性がないのなら、むやみに頼るべきじゃないと思ったからだ。

「いつもありがとう。でも大丈夫だよ。それより木下くんこそ何か困ったことがあったら言って。たまには私のほうが力になりたいから」

　せめて友人として彼の力になれることがあるなら、少しでも恩返しがしたいと思って言うと、木下くんはハンドルを握って前を向いたまま少し複雑な表情を浮かべた。

「何か困ってることあるの？」

　尋ねた私に、彼は珍しく歯切れ悪く答える。

「んー……いや、別にないよ」

　そのどこか白々しい答えに、少しショックを受けた。

　頼らせてはくれるけれど、頼ってはくれないんだ……。

「そう？　でも困ったことがあったら、いつでも言ってね」

　口では明るく返しながらも、胸には小さなくすぶりが残った。




　商品説明会、三日目。

　会場準備をしていた私は、エレベーター脇の通路にいた人影に思わず目をとめた。

　だって、あの人は……。

　不機嫌そうに腕を組み、綺麗な顔をしかめて新海さんと話しているその女性は……以前駅で見た、綾部さんの彼女だったのだから。

　どうしてあの人がこんなところに？　しかも綾部さんではなく新海さんと話しているなんて。

　私の頭の中は、疑問でいっぱいになってしまう。それになんだか彼女はとても機嫌が悪そうだ。新海さんの表情はここからだとよく見えないけれど、困ったように彼女を宥めているように見える。

　不思議な光景に、ついマジマジと見入ってしまったけれど、あまり注目していい状況ではなさそうだと思い、その場から目を逸らして立ち去った。

　荷物を置いてからまた同じ通路を通ると、ふたりはもういなかった。

　なんだったんだろうと気になりながらも資料室に資材を取りに行くと、そこには新海さんが同じように資材の搬入をしようと準備していた。

「ああ、春澤。ちょうどよかった、今これ持っていこうと思ってたんだ」

「はい、私もそれを取りに来たところです」

　こちらに向かってファイルの束を渡す新海さんの様子に、特に変わったところはなかったので、私は思い切ってさっきのことを聞いてみた。

「あの、さっき課長と話をしていた女性の方って……どなたですか？」

「え？」

「いえ、どこかで見たような気がしたんで。ちょっと気になっただけです」

　あまりいい顔をされなかったので、聞くべきじゃなかったかと思い、慌てて取りつくろう。

　けれど、部屋を出ようとした私に、新海さんは答えを返してきた。

「大手リカーマーケット『きのや』のセレクト担当、木下麻里絵さんだよ」

　その名前を耳にして、私の中にふと違和感が湧く。

　と同時に……取引先の人？　……じゃあもしかしたら、綾部さんとはプライベートじゃなく接待や仕事で会ってた可能性も……？

　いじましくも、そんな期待を抱いてしまった。

　けれど、新海さんの口から飛び出した言葉に、それはすぐさま否定される。

「春澤は知らないのか。綾部部長がずっと付き合ってる恋人だよ」

　スッと、背筋に冷たいものが走った。

　わかっていたとはいえ改めて突きつけられると、やっぱりショックだ。

　そして……さらに続けられた話の内容に、私は耳を疑った。

「関東にいるときから、もう四年越しの付き合いだって。もうすぐ結婚するらしいよ」

「……四年……？」

　信じられない思いとともに、さっき一瞬湧いた違和感と新海さんの言葉が一致した。

　麻里絵……麻里絵……？　そうか……〝マリ〟さんだ……！

　綾部さんの〝マリ〟は、確かにペットのマリリンだったけれど、それだけじゃ説明のつかないことがあった。

　綾部さんがマーケティング企画課に来る前、企画営業にいたときに恋人のマリさんといるところを、度々目撃されていたのだ。

　マリリンのことを知ってからは、綾部さんが付き合っていたのはきっと違う名前の人で、マリリンの噂とごっちゃになっていたんだと思っていた。それに、私と付き合うときにはすでに別れたものだと思い込んでいたけれど……。

　新海さんの言った四年という月日が、今まで信じてきた私の憶測を打ち消した。

「本当に……四年も付き合ってたんですか？」

　震えた声で聞き返してしまう。

「そうそう、ちょっと長い春だよなあ。兵庫に来るときに一緒に連れてきたらしいけど、かわいそうだよ、あんな美人をそんなに待たせちゃあ」

　――四年。そんなはずはないと思いながらも、修正したはずの誤解がすべて蘇ってくる。

　マリさんはやっぱりいた。ペットなんかじゃない。私と付き合ってる間にも、結婚を考え、ずっと付き合い続けて関西にまで連れてきた恋人……。

　マリさんは、本当に存在したんだ。




　その日はずっと悪夢を見ているような気がした。

　私はなんのために今まで頑張ってきたんだろう。綾部さんに本当に愛されていたと気づいて深く後悔して、同時に彼のことをとても好きだと思い続けてきたこの二年近くは……全部無意味だったんだろうか。

　あまりにショックで、気を抜くと呆然としてしまう。

『俺は好きだよ』の言葉も、『愛してる』の言葉も、やっぱりみんなみんな嘘だったの……？　私の初体験を奪ったときも、やっぱりただの遊びだったの……？

　ずっと支えにしてきた『本当はとても愛されていた』という真実が、音をたてて崩れていく。

　私はうっかりすると、泣くどころかその場に倒れ込んでしまいそうで。早くひとりになりたいと、ただそれだけを願いながら時間が過ぎるのを待った。

　帰りの新幹線に乗って出発した直後、スマホのＬＩＮＥ通知音が鳴った。開いてみると、それは木下くんからのもので。

【説明会お疲れさま。春澤が兵庫に戻っちゃうと思うと寂しいけど、またこっちに来ることがあったら連絡して。俺もそっちへ出張に行くことがあったら、連絡するからまた会おう】

　そんな内容のものだった。

　ぼんやりと目で文字を追いながら、私は思ってしまう。

　……やっぱり、東京に戻ろうかな。なんてことを。

　だって、これ以上関西にいたって、私に一体何があるというんだろう。もう心の支えにできる思い出も、恋心もどこにもない。迎えるのはきっと、命まで脅かすような不気味な嫌がらせだけ。

　私、どうして綾部さんを追いかけちゃったんだろう……。

　悲しくてつらくて、新幹線の中だというのに涙が滲んできてしまった。

　同乗している会社の人たちに気づかれないように、私はハンドタオルを瞼に乗せると、顔を窓の外に背けて寝たフリをした。




　そんな私にまるで追い討ちをかけるように、関西事業所に戻ってきた翌日から、無言電話や不審な手紙などの嫌がらせが再び起きるようになった。

　綾部さんのショックから立ち直っていないこともあって、私の姿は周囲からよほど疲弊して見えたらしい。会社の警備員の人まで「何かありましたか？」としょっちゅう声をかけてくるようになるほどだった。

　それほどまでに追いつめられた私は、本気で関東に戻ることを検討し始めた。

　だって、このまま危険な場所にい続けることになんの意味があるんだろう。もう私には、ここにとどまる理由も希望もないのに。

　日々の不安から仕事にも身が入らず、限界を迎えそうなときだった。その報しらせが飛び込んできたのは。

『平成二十八年度上半期　社長賞　関西事業所　Ｈ＆Ｃ事業部　マーケティング企画課　春澤志乃』

　十月。上半期の決算が済んだ翌週の朝礼で、私は綾部さんから直々に金一封の入った封筒と賞状を手渡された。

「今期の社長賞はＨ＆Ｃ事業部からは三人も出た。しかも春澤はここに来て初めての決算での受賞だ。わずか半年で四つもの企画を通し、新商品に結びつけたことが大いに評価された。先日の商品説明会でも新商品の予約状況は好調で、彼女の実績は今回の受賞に充分値する。おめでとう、春澤」

　まさか夢にも思っていなかった光栄な出来事に、私は自分のことなのに信じられず、しばらくポカンとしてしまった。

　すると、なかなか封筒を受け取らない私に、綾部さんはクスリとおかしそうに口元をほころばせると、「よく頑張ったな」と優しく穏やかな声で褒めてくれた。

　その温かい言葉がだんだんと胸に染みていき、ゆっくりと実感が湧く。

「あ……ありがとうございます。ご教授、ご鞭撻くださった部長はじめ、皆様方のおかげです」

　そう言って頭を下げるとフロアは拍手に包まれ、感激で胸が熱くなっていく。単純かもしれない。でも、私は今朝までのすっかり淀よどんでいた心が晴れていくのを感じた。

　つらいこと、泣きたいこと、たくさんあったけれど……無駄じゃなかったんだ。頑張って努力した日々はちゃんと私の味方になっていて、一番つらいときにこうして救ってくれた。

　私……頑張ってきてよかった。この事業部に来てよかった。ここで働けて……本当によかった。

　こらえ切れず涙を滲ませてしまうと、「春澤ちゃん、泣き虫やなあ」と片桐さんが笑ってハンカチを差し出してくれた。

　それを受け取ってニッコリと微笑むと、私はみんなにもう一度大きく頭を下げた。そして。

「ありがとうございます。これからも頑張ります！」

　ここで頑張っていくことを、周囲と自分に宣誓した。

　私は負けない。たとえ心の支えをなくしたとしても、ここでの仕事は頑張るだけの価値がある。だから絶対に嫌がらせなんかに屈しない。そう固く心に決めて。




　その日の夜、片桐さんと同じ課の先輩たちが、私の社長賞を祝して飲みに誘ってくれた。会社から近い居酒屋で、みんなで乾杯をし、歓談にふける。

　初めは今日の社長賞の話題を受けて、新商品や仕事の話をしていたのだけど、話題はやがて来週行われる社員旅行のことになった。

「知ってる？　今度の旅行、観光に廃はい墟きょツアーが入ってるんだって」

「えー、何それ！」

　社員旅行は各事業所ごとに行われるのだけど、Ｈ＆Ｃ事業部は事業所扱いとなっていて単独での旅行となる。

　そうなると旅行内容の決定には、部長が関わってくるはずなんだけど……。

「新海課長が希望して入れたらしいよ。ちょっと変わってるよね？」

　それを聞いて、コッソリと胸を撫で下ろしてしまった。

　そうだよね、まさか綾部さんがそんなニッチな趣味を持っているとは思えないもの。

　場所は東海地方の観光地だそうで、二泊の日程のうちには幸いというか当然というか、工芸品作りや名所巡りなど、普通の観光ツアーの予定も組まれているとか。

　気持ちを立て直した私は、みんなと話しているうちになんだか社員旅行が楽しみになってきた。

　社員旅行で気持ちをリフレッシュさせて、また下半期も頑張っていこう。仕事に夢中になっているうちに、きっと綾部さんとのことも忘れられる。もう、いつまでも昔の恋を引きずるのはやめなくっちゃ。

　前向きにそう考えていた私だったけれど……翌週の社員旅行で、私は思いもよらない経験と真実を知ることになる。







第十章　そして愛を知る













　十月の中旬。

　Ｈ＆Ｃ事業部の社員旅行当日は、晴天で涼しげな旅行日び和よりだった。

　上半期にいい成績を残せたことも後押ししているのか、みんなとてもリラックスした雰囲気で、移動のバスは和やかな雰囲気のまま走り続ける。

　高速道路を順調に進むこと二時間。バスは目的地である東海地区の、とある山の麓ふもとへとやってきた。

「わあ、空気が美味しい～」

　駐車場に降りて、長い乗車で硬くなってしまった身体を、思い切り伸ばす。

　そのまま深呼吸をすれば、自然の香りがする空気が肺をいっぱいに満たしてくれた。

　ふと、人影が私の横を通り過ぎ、視線を向ければ……カットソーにカーディガンを合わせた綾部さんだった。

　わ……綾部さんの私服姿、見るの久しぶりだな。

　そんなことを思ってつい目で追ってしまった自分に気づき、慌てて視線を逸らす。もう彼のことを想うのはやめようと決めたのに。私の決意とは裏腹に、胸はいつまで経ってもときめいたり痛んだりするのをやめてくれない。

　恋って手に負えないなあ、などと自分で自分の気持ちを持てあます。

　綾部さんも社員旅行ということでリラックスしているのか、周囲の人たちと楽しそうにおしゃべりしている。その穏やかな笑顔に、またもうっかり見入ってしまっていると、ふいに彼がこちらを向いた。

　その瞬間目が合ってしまい、彼を見つめていたことがバレたと、焦ってしまったのだけど――。

「あ……」

　綾部さんはほころんでいた表情を引きしめると、なんのリアクションもせずにこちらから視線を逸らした。

　やっぱり綾部さん、私を嫌ってる……。

　わかってはいることだけど、彼のあからさまな態度を目まの当たりにするたびに、傷ついてしまう。

　この前の朝礼では『頑張ったな』って褒めて微笑んでくれたのに……。単にみんなの前だから、つっけんどんにできなかっただけかもしれない。

　彼の冷たい態度に少し悲しくなってしまったけれど、せっかくの晴天の中、景色のいい山に来たのだからと、気持ちを立て直すことにした。

　旅館に荷物を置いてから近隣の観光ツアーが始まった。

　リンドウやイヌセンブリの咲く花畑をバスで見学し、地元の湧き水で作られる日本酒の蔵へ到着する。

　酒蔵では新酒の製造が始まっており、試飲させてもらった日本酒は驚くほど美味しくて、これをどうにかして『Ｃｈｅｅｒｓ』の新作に活かせないかと、みんなで盛り上がるほどだった。

　その後、地元の伝統工芸品を見に行くグループと、新海さん発案の廃墟探索に行くグループの、二手に別れた。

　申し訳ないけれど、あまりオバケの類は得意ではないので、私は廃墟ツアーは遠慮させてもらう。

　新海さん曰く「廃墟は怖いもんじゃない。時を感じるロマンなんだよ」とのことだけど……ちょっと理解しがたい。

　結局、好奇心旺盛な数人を連れて新海さんは廃墟ツアーに行き、ほとんどのメンバーが伝統工芸品のコースへと向かった。

　伝統工芸品のコースでは見学のほかに、茶碗の絵付けや地元ですいた和紙を使って、名刺が作れる体験コーナーもある。

　一緒に行動していた片桐さんは名刺作りを選んだけど、私は興味をそそられた茶ちゃ碗わんの絵付けに挑戦してみることにした。

　ムロや窯かまと隣接した絵付け場は、二十畳ほどのこぢんまりとした小ささで、六人が座れる作業台が四つ設置されていた。

　どうやら和紙のほうが人気があるのか、人はあまり多くない。私は誰も座っていなかった奥の作業台に行くと、係りの人にもらった素焼きの茶碗に早速デザインを描き入れていった。

　そうして集中すること数分。今度は青い絵の具で真剣に模様を描いていると。

「なんかその水玉模様、どっかで見たことあるな。なんとかポタリーだっけ？」

「え？　あ、綾部さん……!?」

　なんと、後ろから綾部さんが声をかけてきた。

　まさか話しかけられるなんて思ってもいなかったから動揺してしまう。

　しかも今の話……もしかして、昔私の部屋に来たときのカップのこと？

　いろいろとあまりにも意外すぎて、頭の中が上手くまとまらない。

　すると綾部さんは「俺もやろうかな」と言って道具を取りに行くと、私の隣の席へと腰を降ろした。

　思いもしなかった展開に、胸がうるさいくらい高鳴ってしまう。

　バカな私。綾部さんは結局、私のことなんて遊びだったってわかったはずなのに。なのにそれでも……胸は熱くて痛くてたまらない。

「案外難しいな」

　そんなことを呟きながら、綾部さんは私の隣で筆を動かし始めた。

　なんだか意識してしまって緊張する中、私も再び筆を動かしだす。

　思うように模様が描けないのか、綾部さんは首をかしげてから私の手元を覗き込み、「春澤は上手いな」なんて言ってきた。

「別に……何も難しいことないですよ」

　何か返事をしなくちゃと焦ったら、口からこぼれたのは可愛げのないセリフ。

　さっきは冷たかった彼の気まぐれな態度に、嬉しくなんかないと自分を戒めたら、つい意地を張ったような言い方になってしまった。

　綾部さんは一瞬キョトンとしていたけれど、ふっとどこかイジワルそうに目を細めると、「まったく生意気だな、春澤は」なんて、私の意地っ張りを見抜いているように言った。

　それが昔の関係を思い出させて、うるさい心臓がますます鼓動を速くする。

「……生意気じゃないです」

「じゃあ、意地っ張りだ」

　綾部さんの言葉のひとつひとつが、全部ときめきになって胸を高鳴らせる。

　もうこの人を想うのはやめたいのに。彼とのいい思い出なんかひとつもないのに。私を本当に好きだったことなんか一度もないのだから、もう優しくしないでほしい。

「じゃあ綾部さんは……イジワルな男です」

　彼のほうを向かずに拗ねたように呟いた。

　少しだけ流れる沈黙。そのとき出入口のほうから「絵付けの方は、郵送用の番号札をつけてください」と係りの人がみんなに声をかけてきたので、教室中の人が一斉にそちらへと向かっていく。

　私も取りに行かなきゃ、と思って立ち上がったとき。

「春澤」

「え？」

　突然呼びかけられて振り向いた瞬間――唇を重ねられた。

　一瞬だったから、自分でも何が起きたのかわからなかった。

　けれど、綾部さんは確かに……まるでみんなの目を盗んでイタズラのように……私にキスをした。

　そして、呆然とする私に向かってふっと妖しく目を細めて笑うと、「ほら、番号札取りに行くぞ」と言って、先に出入口へ向かって歩いていってしまった。

　それからも、綾部さんの態度は冷静だった。

　番号札をもらったあとは、また普通に絵付けをして、「俺、こういうののセンスないみたいだ」なんて苦笑いをこぼして。

　そんな何げない言葉やしぐさも、私にはもう何もかもが胸を締めつけるものにしかならなくて。このまま彼に抱きつきたい衝動を抑えるだけで精一杯になる。

　そして完成した物を一緒に係りの人に渡すと、綾部さんは、「いい思い出になったな」なんて優しく微笑んでから、「それじゃあ、また」と軽く手を上げてほかの人たちのところへ行ってしまった。

「春澤ちゃん、絵付けどうだった？」

「あ、片桐さん……」

　ぼんやりと綾部さんの後ろ姿を眺め続けていたら、名刺作り体験から戻ってきた片桐さんに声をかけられた。

「楽しかったけど、焼き上がるのは二週間後みたい」

「そうなんだ？　和紙も楽しかったよ、名刺作ったからあとで見せてあげるね」

　まだ治まらない胸のときめきを感じながら、私は片桐さんと一緒に集合場所へと戻っていく。

　途中、綾部さんの後ろを通り過ぎるとき、ふと懐かしいムスクの香りがした。




「春澤ちゃん、どうかした？　なんか今日ボーっとしてるね」

「え、あ、ううん。そんなことないよ」

　夕食の宴会の席で、うっかり箸が止まってしまった私に、片桐さんが心配そうに声をかけてくる。

　あのキス以降、私はまるで熱に浮かされたようにボーっとしてしまって、何をするにもうっかり手が止まってしまう。

「大丈夫？」と気遣ってくれる片桐さんに「うん」と笑顔を向け、再び料理に手をつけだした。

「この焼き物、美味しいね」

「たれに昼間行った酒蔵の酒かすが使われてるんだって」

「へー、やっぱり日本酒あなどれないなあ」

　そんな和やかな会話を交わしながらも、視線はつい綾部さんを追いかけてしまう。

　私から離れた斜め向かいの席。いろいろな社員と楽しそうに会話しながら、お酒を酌くみ交わしている。

　箸を持つ指先、飲み物を飲み込む喉元、誰かを見やるときの視線の動き、彼のしぐさのすべてが目に焼きつけたくなってしまうほど愛おしい。けれどそれと同時に、どうしようもない切なさも込み上げてくる。

　なんでキスしたんだろう……。

　何度も繰り返し考えてしまう、答えのわかっている疑問。昔と同じ、遊ばれているだけだとわかっているのに、それでも考えてしまう。

　無関心を装われて冷たく突き放されたり、かと思うと優しく声をかけてきたり……昔の思い出を語ったり、キスをしたり。

　遊ばれている。綾部さんは私を翻弄して楽しんでいるんだ。悩むまでもなく決まり切った答え。

　それはあの頃と全く同じで、本命のマリさんがいるのに、浮気で私をもてあそんでいるひどい男という証明なのに。彼のくれる優しい言葉やキスに、つい甘えて信じたくなってしまう。

　私ってば、あの頃から全然成長していない。

　同じ轍てつを踏もうとしている自分のバカさ加減に呆れ、ハアッと盛大なため息をこぼしてしまった。当然隣にいた片桐さんに気づかれ、彼女は目を丸くした。

「どうしたの？　おっきなため息。疲れちゃった？」

「うん、少しね。私、食事終わったから先に部屋に戻るわ」

　せっかくの旅行なのに、こんなに私を悩ませるなんて……やっぱり綾部さんってば。

「……イジワルな人」

　誰にも聞こえない声でポツリと呟いてから、私は視界の端に綾部さんを眺めつつ席を立った。

　自室の前まで行くと、旅館のはっぴを着た男性従業員がドアの前に立っていた。

　私が歩いてきたのを見つけ「春澤志乃さまですか？」と尋ねながら近づいてくる。

「そうですけど……」と答えると、その従業員は、一枚の白い簡素な封筒を差し出してきた。

「お客様より春澤さま宛てにと、お預かりしております」

　意外な用件に、思わず不思議そうな表情を浮かべてしまった。

「私に？　誰からですか？」

「男性の方ですが、お名前は中に書いてあるとのことです」

　差出人のない封筒……嫌がらせの経験からなんだかイヤな予感がして、私は慎重に封を開けてみた。

　糊のり付けされていない封筒から、飾り気のない便びん箋せんを取り出して広げてみる。

　けれど、そこには私の不安とは裏腹の文字が綴られていた。

『今夜八時、崩ほう台だいホテルで待ってる。　綾部』

「えっ……」

　見覚えのある筆跡で書かれた秘密のメッセージ。心臓が大きく跳ねて息を呑む。

　目を見張った私の様子を見て、従業員が「春澤さま宛てでお間違いなかったでしょうか？」と聞いてきたので、慌てて頷いた。

「あの……ちょっとお聞きしたいんですが、崩台ホテルってここから近いんですか？」

　従業員に尋ねてみると、彼は少し考えるそぶりを見せてから教えてくれた。

「そうですね、ここからタクシーで十分もかからないところです」

「ありがとうございます」

　私は封筒を胸に抱きしめると部屋へ戻り、時計を見てから着替えを始める。

　呼び出されてのこのこついていくなんて、自分でもバカだと思う。けれど……今日不意打ちのキスをされたことが、私の気持ちを抑え切れなくしていた。

　綾部さんとふたりきりで会いたい。けど……今度は流されるまま浮気相手になんかなりたくない。

　今度こそちゃんと気持ちを伝えるんだ。綾部さんが好きです、と。そして素直なままの私を見せて――『私を選んでください』って、きちんと言おう。

　それで綾部さんがマリさんを選ぶのなら、もう仕方がない。

　浮気相手にはなりたくない。もてあそぶ真似はしないでほしいとちゃんと訴えるんだ。もう不毛な恋はしない。抱かれたあとにつらくて泣いてばかりいる恋はしない。

　自分が傷つく恋も、誰かが傷つく恋も……二度としない。

　私は強く決心を固めると、部屋から出てフロントに行った。そこでタクシーを呼んでもらい、待ち合わせの崩台ホテルへと向かう。

　この恋に、最後のけじめをつけるために。




「嘘……」

　待ち合わせ場所に着いた私は、こめかみに冷や汗を流しながら辺りを見渡した。

　タクシーの運転手さんは私を降ろしたあとも車を出さず、心配そうに窓から声をかけてくれる。

「お嬢さん、本当にいいの？　見ての通り、ここは人っ子ひとり通らないよ？」

　運転手さんの言う通り、辺りに人の気配は全くなく、生い茂った草むらからリーリーと虫の声が聞こえてくるだけだった。

　だって、綾部さんが指定したこの崩台ホテルは……ずっと昔につぶれたと思われる廃墟ホテルだったのだから。

　ただでさえ薄気味悪い建物が、夜の闇やみに紛れてゾッとするほど恐ろしく見える。

　思わず身を翻してタクシーに乗り込もうと思ったけれど、もしかしたら綾部さんは会社の人の目を気にして、ここを選んだのかもしれないと考え直し、私はとどまる決意をした。

　親切な運転手さんは何度も「大丈夫かい？」と心配してくれて、帰りの足に困らないようタクシーの呼び出し番号まで教えてくれた。

　そして車が去ってしまうと、辺りはますます暗闇に包まれる。

　時計代わりのスマホを見れば、時間は夜八時を少し過ぎたところ。

「綾部さんのバカ～、早く来てよお……」

　私は綾部さんの姿をキョロキョロと探しながら、なるべく廃墟ホテルから離れて、道路に近い敷地に立っていた。ところが――。

「ん？」

　何か背後の茂みからガサガサと草をかき分けるような音がして振り向くと、ホテルの敷地のほうに人影が見えた。

「綾部さん……？　来てたんですか？」

　恐る恐る声をかけると、その人影がこちらに向かって手を振る。私はフーッと大きく安堵の息を吐き出すと、その人影に向かって歩いていった。

「もう、なんでこんなところで待ち合わせするんですか？　いくらなんでも不気味すぎますよ」

　そんな文句を言いながら綾部さんに近づこうとしたけれど、彼は私にクルリと背を向けると、さらに敷地の奥へと進んでいってしまう。

「え？　ちょっと……中に入るんですか？」

　綾部さんは私の躊躇にもかまわずどんどん進んでしまい、ついには建物の中に姿を消した。

「やだ、待ってくださいよ」

　こんなところで離れ離れになっては大変だと思い、慌てて追いかける。けれど、建物の入口に足を踏み入れたときには、もう綾部さんの姿は見えなかった。

「あ……綾部さーん、どこですかー？」

　大声で呼びかけてみたものの、返事はない。

　ろくに月明かりも射し込まない真っ暗な建物。慌ててスマホの明かりをつけたけど、見えた屋内はまるでホラー映画の舞台のように壁や窓が荒廃していて、私は思いっ切り身震いして叫んだ。

「綾部さん！　悪ふざけはやめてください！　私こんなところで話するのイヤです、帰りますから！」

　せっかく自分の気持ちを伝えてけじめをつけに来たのに、怖くてそれどころではなくなってしまった。私は悪ふざけが過ぎる綾部さんに腹立たしさを覚えながら、歩いてきた通路を逆戻りしようとする。

　しかし、ふと奥のほうの部屋から明かりが漏れているのを見つけ、「綾部さん？」と、恐る恐るそちらへ近づいていった。

「……あれ？」

　中に入ってみるとそこはどうやら個室のようで、こぢんまりとした部屋に朽くちたカーテンが垂れ下がっていて、不気味さを醸していた。

　けれど、そこには誰もおらず、ベッドの上にポツリと懐中電灯だけが置かれている。

「明かりの正体はこれ……？　でも、綾部さんはどこに……」

　不思議に思って辺りを見回したときだった。

　バタンと音がして驚いて振り向くと、唯一の出入口である扉が閉められていた。

「え!?」

　慌ててドアに駆け寄った私の耳に聞こえてきたのは……ガチャガチャという施錠の音。まさかと思いながらノブに手をかけたけれど、ドアは全く動かず――私は閉じ込められたのだと察した。

「嘘！　嘘でしょ!?　開けて、お願い!!」

　叫びながら、私はようやくこれは綾部さんなんかのしわざじゃないと気づいた。これは、誰かの罠わなだと。

　信じられない状況に恐怖が一気に湧き起こり、死に物狂いでドアを叩く。けれど私の耳に届いたのは、部屋から遠ざかっていく足音。

「嘘ぉ……」

　絶望さえ感じ、私は自分の身体を両手で抱きしめながら、ズルズルとその場にへたりこんだ。

　私がバカだったんだ。嫌がらせをされている身なのに、あんな手紙を簡単に信じちゃって……。犯人が同じ事業部の人だって可能性は充分にあったのに、すっかり油断してしまっていた。

　思い返してみれば、呼び出した手紙からしておかしかった。電話なりＬＩＮＥなりで呼び出せばいいのに、わざわざ手紙を使うだなんて。差出人に綾部さんの名前があったから信じ込んでしまったけど、今改めて確認してみると筆跡は真似て書いたようにぎこちない。

　そもそも綾部さんの性格を考えれば、女性をこんな怪しい場所に呼び出すはずがない。何もかもおかしかったのに、想いを伝えたくて気持ちが逸って判断力が鈍っていたんだ。

　自分のバカさ加減を後悔するけれど、もはや手遅れだ。助けを呼ぼうとしたけれどスマホは圏外。きっと私を閉じ込めた人は、このことさえも計算していたんだろう。

　所々シーツの破れているベッドの埃ほこりを払って隅っこに腰かける。心細くて怖くて、ギュッと膝を抱えてひとりで震えた。

　……もしこのまま誰も助けてくれなかったらどうしよう。相手は私を階段から突き落としたことのある人だ、ただのイタズラじゃ済まないだろう。

　一番最悪な事態を考えてゾッとした私は、残されていた懐中電灯を手に取ると自分に発破をかけて気合を入れた。

「どこか出口を探さなくっちゃ！　怖がってる場合じゃない！」

　そうして部屋をあちこち探索すること数十分。

　ドアは開きそうにもないし、窓は人が通るのが難しそうな大きさの物しかない。

　どうやら一階に部屋がポツリとあることを考えると、ここは客室ではなく従業員の仮眠室か何かのようだった。

「まいったな……。朝になって明るくなってから探したほうがいいかも」

　そう嘆息してベッドに座り、天井を仰いだときだった。

「ん？」

　目に飛び込んできた大きな脱出口に呆気にとられる。

「でも……何か道具がなきゃ無理か」

　私は天井に大きく開いた穴を見つめて、ため息をついた。

　部屋の天井は一部が崩れ落ちていて、まるで吹き抜けのようになっている。そこからなら抜け出せそうだけど、なんせ高さが問題だ。脚立か何かがなければ、届きそうになくて、結局私は諦めることにした。

　大人しくしていると余計に静寂に包まれ、心細さが増してくる。

「誰か助けて……綾部さん……助けて……」

　ベッドに腰かけ、膝を抱えて顔を突っ伏し、涙を滲ませながらひとり呟いた。来るはずがないとわかっていても、どうしても綾部さんの名前を呼んでしまう。私にとって、一番頼りになってそばにいてほしい人は、やっぱり綾部さんただひとりなんだと、強く痛感した。そのとき――。

「……ん？」

　何か物音が聞こえた気がして、私は慌てて顔を上げた。慎重に耳を澄ませてみると、どうやら窓の外から聞こえてくる。急いで窓に駆け寄って、割れたガラスの隙間から表を覗いた。

　すると、誰かがスマホのライトを頼りに、建物に近づいてくるのが見えた。

　まさか、誰か助けに来てくれた？　それとも……もしかしたら犯人が戻ってきたのかもしれない。

　ほのかな希望と背筋も凍るような恐怖が、私の中でせめぎ合う。

　けれど……どうやら神様は私を見捨てないでくれたらしい。

「誰かいるか？　誰か……春澤、いたら返事しろ」

「綾部さん!?」

　人影が近づき、声がハッキリ聞こえてくると、私はそれが誰のものだかすぐに認識した。

　どうして？　なんで綾部さんがここに……？

　信じられない奇跡にあったようで、感激で胸がいっぱいになる。私は急いで懐中電灯のスイッチを入れると、窓に向かって明かりをつけた。

「綾部さん！　ここです！　この部屋に閉じ込められてます！」

　声を張り上げて叫ぶと綾部さんは気がついたようで、まっすぐこちらへ駆けてきた。

「春澤！　大丈夫か!?」

「綾部さん!!」

　あちこちガラスの欠けた小さな窓越しに、綾部さんと対面する。

　彼の顔を見たとき、張りつめていた緊張が解け、安堵で涙がボロボロこぼれてしまった。

「綾部さん……来てくれたんですね」

「ああ、お前がタクシーに乗っていくのが見えたからな。こんな時間におかしいと思って従業員に聞いてみたら、廃墟のホテルに行くらしいなんて言うから、心配で追いかけてきたんだ」

　嬉しすぎて信じられないくらいだった。私を心配してここまで駆けつけてくれただなんて。

　安心と感激で、ますます涙がこぼれてしまう。

「大丈夫か、春澤。どこか怪我してないか？」

「怪我は大丈夫です……でも、鍵をかけられちゃって、出口がなくて……」

「わかった、今すぐ行くから待ってろ」

　綾部さんは窓越しにそう言うと、走ってホテルの入口側へ回った。

　そしてしばらくしたあと、ドアをノックする音とともに「ここか？」という綾部さんの声が出入口から聞こえた。

「綾部さん、ここです！　この部屋に閉じ込められてます！」

　今度は扉に駆け寄り、大声で伝える。

　ドアからは何かガチャガチャと聞こえたあとに、少し大きな打撃音が響いた。けれど、その音がやむと焦りを滲ませた綾部さんの声がした。

「ダメだ、チェーンで閉められて南京錠がかかってる。簡単に壊せないし、これじゃドアも蹴破れない」

　困った。この部屋の窓は小さいし、唯一の出入口である扉がそんな状態ではせっかく助けが来たのに出られそうにない。

　どうしようと考えあぐねていた私は、頭上がポッカリ空いていたことを思い出した。

「綾部さん！　この部屋、天井に大きな穴が空いているんです。二階から梯はし子ごとか下ろしてくれたら、もしかして出られるかも」

「わかった、何か使える物を探してくる」

　綾部さんはそう言い残し、扉から離れていく。そしてしばらく経ったあと。

「春澤！」と、頭の上から呼ぶ声が聞こえ、顔を上げると綾部さんがロープを手に二階に立っているのが見えた。

「待ってろ、今こっちの柱にロープを結ぶから。それにつかまって登れば……」

　頼もしい彼の姿に、これで助かるんだと希望が胸に湧いたときだった。頭の上の天井から、パラパラとコンクリの欠片が落ちてきたかと思うと――。

「うわっ!?」

「綾部さ……きゃあぁ!!」

　彼の立っていた足元が突然、大きな音をたてて崩れてしまった。

　ガラガラという轟ごう音おんとすさまじい砂埃、そしてコンクリの破片に交じって何かがベッドの上に落ちてきた衝撃。

　思わず頭を庇って目をつぶると、辺りはすぐに静けさを取り戻し、もうもうと埃で白くなったベッドの上には大小のコンクリの欠片と、綾部さんが落ちてきていた。

「い、つつ……」

「大丈夫ですか、綾部さん！」

　心臓が止まるかと思うぐらい心配したけど、綾部さんは顔をしかめながらも、身体を起こした。

「大丈夫、ベッドのおかげで助かった」

　けれど、ホッとため息をついた私とは反対に、彼は天井を見上げて眉をひそめる。

「しかしまいったな……まさか床が崩落するとは。助けに来たつもりが、これじゃ俺まで監禁状態だ」

　確かに、綾部さんまでこんな状況に巻き込んでしまったことに、罪悪感が募る。

「ごめんなさい……私のせいで、どうしよう」

　申し訳なさで情けない声を出すと、彼は励ますように明るく言った。

「大丈夫、ここに来ることはほかの者に伝えてある。明日の朝になっても帰ってきてないのがわかれば、助けに来てくれるさ」

「そうですか……」

　どうやらふたりでこのまま飢え死にすることにはならなそうで、少し安心する。

　けれど、状況はやっぱり喜ばしいものではない。懐中電灯とスマホの明かりだけが頼りの暗い部屋。それに加え、上から瓦が礫れきが落ちてきたことで、室内はさっきよりさらに退廃的な気風が漂っている。

　もし、また天井が崩れてきたらどうしよう。もし怪我をしてもすぐに病院にも行けないこの状況じゃ、大事になってしまうかも。

　そんな不安な気持ちで天井を見上げていると、ふいに肩に手を置かれ、身体を抱き寄せられた。

「えっ……」

　驚いて、思わず上ずった声をあげてしまう。けれど。

「もう少し隅のほうに移動しよう。ここはまた天井が崩れる可能性があるからな」

　綾部さんは冷静にそう言って、私を部屋の隅に避難させただけだった。

　こんな緊急事態なのに、肩を抱かれただけで胸を高鳴らせてしまった自分に呆れる。

　邪魔な家具をどかし、埃を払って綾部さんは座るスペースを作ってくれた。お礼を言ってそこに腰を降ろそうとした瞬間、床についた私の手の上に何かが触れた。

「きゃああっ!!」

　それは壁から垂れたクモの糸だったのだけど、虫が嫌いな私は、にわかにパニックになってしまう。

　すると、綾部さんが私の手をつかんで、あっさりとクモの糸を取り払ってくれた。

「あ……ありがとうございます……」

　まだ心臓がイヤな早鐘をドキドキと打っている。

　引きつった顔のまま、それでも安堵のため息を吐き出した私に、綾部さんはクスリと小さく笑った。

「なんだ、クモの糸なんかでそんなに慌てるなんて。春澤は案外、臆病なんだな」

「こ、こんな場所だから余計に驚いちゃっただけです！」

　クモの糸ぐらいでパニックになった姿を見られた気恥ずかしさで、つい意地を張ってしまった。本当はすごく怖かったし、助けてもらって嬉しかったのに。

　けれど綾部さんはそんな私を見て、ますますおかしそうにクスクスと笑った。

「よかった。意地を張る元気があるなら大丈夫みたいだな」

　そう言って、綾部さんは大きな手で私の頭をポンポンと撫でる。

　そんなやり取りが、なんだかすごく嬉しくて……緊張感漂う状況に変わりはないのに、私の胸は今度は温かいときめきで鼓動を速めていった。

　こんなときに、私ってば不謹慎だ。

　そう自分を咎めるけれど……、私を見つめる綾部さんの眼差しも、どこか柔らかで切なげに感じる。

　さっきまでのからかう笑みは消えて、綾部さんは口元に緩やかな弧を描いたまま、まっすぐに私を見つめている。そして、優しさと真剣みを帯びた声で言った。

「……こんなところにひとりで閉じ込められて怖かっただろ。ごめんな。もっと早く気づいて駆けつけてやれなくて」

　そのセリフはまるで私をとても大切に想ってくれているみたいで、胸がキュウッと締めつけられる。

　……そんなはずはないのに。彼にはマリさんがいるのだから、私を特別に想ってくれてるわけがないのに。

「綾部さんが謝ることありません。こうやってここまで駆けつけてくれただけで充分です。……それだけでも、すごく嬉しかったから」

　苦しい胸のうちを隠すように、一生懸命笑顔を取り繕ってみせた。

　けれど、綾部さんは悲しそうな表情を一瞬浮かべると、静かに首を横に振った。

「いや。春澤がこんな目に遭ったのも……もとを辿れば全部俺のせいなんだ」

「えっ？」

　意外すぎる言葉を返されて、困惑を露わにしてしまう。

「どういうことですか……？」

　目を丸くして驚くと、綾部さんは大きく息を吐き出してから話しだした。

「お前をここに誘い出して閉じ込めたのは……多分、新海だよ」

「……ええっ!?」

　静かな廃墟に、私の驚きの声が響き渡る。綾部さんの発言があまりにも突飛すぎて、私はにわかには信じられずにいた。

　けれど……思い返してみれば、ここで綾部さんだと思って近づいた人影。確かに大柄な新海さんのものに、近かったような気もする。

　でも、新海課長に恨まれるようなことなんか心当たりがないし……。

　疑問だらけの私に説明するように、綾部さんはゆっくりと話を続けた。

「俺がまだ関東事業所の営業課にいた頃……木下麻里絵って女性と付き合ってたんだ」

　ふいに出されたマリさんの名前に、胸がキュッと痛んだ。

　どうして今、その話をするんだろうと思ったけれど、真剣な表情をした綾部さんに、私は黙って聞くように努める。

「大手リカーマーケットの令嬢で、セレクト担当だった彼女と仕事がきっかけで出会い、二年間付き合った。それなりに順調に交際してたつもりだったんだけど……麻里絵が関西方面を担当するようになり、遠距離恋愛になってからいろいろ変わってしまってな」

　そこまで言葉を紡いだあと、綾部さんは一拍置いてから眉間にシワを寄せた。

「ある日、麻里絵に言われたんだ。子供ができたから結婚してほしいって」

　綾部さんの言葉に、私はまたしても驚いてしまった。けれど、現状を考えるとそれは叶わなかったのだと、容易に想像がついた。

「俺はもちろん責任をとるつもりだったけど……お腹の子供は俺の子じゃなかった。麻里絵は関西で知り合った、当時うちの営業担当の男と浮気していた」

「もしかして、それって……」

「ああ、それが新海だよ」

　再び廃墟に沈黙が落ちる。衝撃ではあったけれど、私の中にあった疑問の糸が、だんだんとほどけていくような気がした。

「それが俺にバレて、結局彼女は子供を産まなかったし、仕事も辞めてしまった。そしてこれがきっかけで俺は彼女と別れた。もう四年近く前のことだよ」

「……あの、もしかしてトカゲのマリリンって……その」

「ん？　ああ、そうだよ。トカゲじゃなくてヤモリだけどな。麻里絵にもらったんだ。彼女は爬虫類好きだったから。まあ……ペットに罪はないし、すっかり情も湧いちゃったんで飼い続けてる。春澤と付き合ってたときは、別に後ろめたくはないけど、どうやって説明しようか悩んだよ」

　やっぱり、マリリンはマリさんの置き土産だったんだ。

　少し複雑な気分ではあるけれど、それより私は綾部さんが彼女と別れたという真相のほうが気になっていた。新海さんの言っていたことと食い違っている。

「麻里絵とはそれっきりだったんだけど、再会したのは関西事業所に来たときだ。一年前に復職したという彼女と、再び会ってしまって――」

　一瞬口を噤んだ綾部さんは、少しだけ私のほうを見やってから続けた。

「……彼女から泣きながらやり直したいと懇願されて、俺は麻里絵と復縁した。こんなこと言うのもなんだけど、春澤にフラれたあと、新天地へ来たばかりで俺も少し寂しかったんだと思う。心機一転して、また新しい恋ができればと思った」

　少し眉をひそめて自嘲ぎみに口元を歪ませた綾部さんの表情に、なんだかこちらの胸も詰まる。

　綾部さんも私のせいでたくさん苦しんで、立ち直ろうと努力していたんだ。それが伝わってくるようで胸が痛んだ。

　綾部さんは大きくハーッと息を吐き出すと、苦笑いしてまるで照れ隠しのように明るい声で言った。

「でもダメだったよ。自分の気持ちに嘘はつけない、ってすぐに気づいた。忘れられない女の子がいるのに、麻里絵と付き合っていくことはできないと思って、一ヶ月もせずに別れたんだ」

「……忘れられない……女の子……？」

　思わず聞き返してしまうと、綾部さんは組んだ手で口元を隠すように微笑みながらこちらを見た。

「わかってるくせに、言わすなよ。イジワルな女だな」

　そのセリフを聞いて、私の頬がかぁっと赤く染まった。

　だって……綾部さんが忘れられないだなんて、そんな……まさか。

「俺、お前が思ってるほど、大人でも紳士でもないからな。好きだった子にこっぴどくフラれて、それでも別れなければよかったなんて後悔するような、バカな男だぞ」

　照れているのか拗ねたように言われてしまい、こちらのほうが動揺してしまう。

　そんな私の頭をおかしそうにクシャリと撫でると、綾部さんは再び表情を引きしめて話しだした。

「でも、麻里絵は納得してくれなかった。……それから、だんだん彼女の様子がおかしくなっていった。勝手に家に侵入されたり、スマホのデータを盗まれたり、ストーカーまがいなことを始めたんだ。そんなことをする女じゃなかったのに、俺が二度も別れを切り出したせいで、気が動転してるのかと思って責任も感じた。だから、矛先が俺に向く分には納得できたんだけど……」

　その言葉の続きは、言われなくてもわかる。

　今、その矛先が誰に向いているのか。身をもって一番知っているのは私だから。

「麻里絵は、いまだに彼女に惚れ込んでいる新海を利用して、俺の周囲の女性を徹底的に調べ始めた。だから、春澤がこっちへ来たときも、本当は嬉しかったのに、新海の目がある以上は無関係なのを装って、あしらうことしかできなくて……」

　そこまで話すと、綾部さんはそっと手を伸ばし、いたわるように私の髪を撫でた。

「ごめんな。冷たくなんかしたくなかったけど、それしか方法がなかったんだ」

　素直にすべてを話してくれた今、綾部さんに突き放されて残った傷が、髪を撫でられるたびに癒えていく。

「いいんです……私を守ってくれようとしたんですから」

　胸が温かくなって自然と顔がほころんだけれど、綾部さんは悲しそうに眉根を寄せて小さく首を横に振った。

「でも、守り切れてなかった。新海は一般職の身で関東からやってきた春澤が、俺を追いかけてきたんじゃないかと疑うようになったんだ。麻里絵と新海が嫌がらせを始めたことに気づいて、春澤にすべてを打ち明けて忠告すべきかとも考えた。けど、嫉妬の鬼になっている麻里絵に、俺と春澤が接触しているのを気づかれるほうが危うかったし、それに忠告したとして……仕事を頑張ってるお前に『関東へ戻れ』なんて、とても言えなくて」

　綾部さんもとても悩んでいたのだと思う。私と無関係を装いながら、どうしたら新海さんの監視をくぐり私を守れるのかと。

「警察と防犯会社の連絡先を郵送してくれたのは……綾部さんだったんですね。それから、警備員の人に私に声をかけるように言ってくれたのも」

　今になってやっと気づく。直接向き合えない日々の中でも、綾部さんが私を守ろうとしてくれていたことに。

「そんなことぐらいしかできない自分が、はがゆかったよ」

　綾部さんは悲しそうに笑う。その表情に、胸が切なく締めつけられた。

「ううん、守ろうとしてくれて嬉しかった。それに、階段から落ちたときだって……綾部さん、私を助けてくれたじゃないですか」

　冷たく突き放されたときはショックだったけど、新海さんが犯人だったことを考えると、ああするしかなかったんだと今ならわかる。

　自分の前髪をかき上げながら、綾部さんは少し沈黙したあと、「うん」と小さくこぼしてから話しだした。

「あのときは……新海がやったのはわかってたけど、自分を止められなかった。考えるより先に身体が動いてて、気がついたら春澤を助けてた。もしかしたら俺の前で春澤を突き落とすことで、新海は俺の反応を窺ってたのかも知れないけど……それでも、助けずにはいられなかったんだ」

「……綾部さん」

　そんな想いを抱えながら、冷たいセリフを吐き出さざるを得なかった綾部さんも、きっとあのとき苦しかったんだ。突き放す綾部さんも、突き放される私も、たくさん傷ついて――。

　そう思うと、マリさんと新海さんの悪行にますます怒りが湧いてきた。

　それは綾部さんも同じようで、表情を引きしめると少し厳しい口調で話の続きを始めた。

「けど、さすがに階段の件では黙っていられなかった。麻里絵に、春澤は無関係だから手を出すなと訴えたけれど、『ならば私とよりを戻して』の一点張りで。……いっそ、これ以上春澤に危険が及ばないように、麻里絵と復縁すべきか……本気で悩んだよ」

　迂闊にそんな選択はできないはずだ。目的のためなら手段を選ばない、まともじゃないマリさんのもとに戻ったら、今度は綾部さんがどんな目に合うかわからない。ストレートに嫉妬された私より、歪んだおぞましい愛情に囚らわれる綾部さんのほうが、きっと地獄を見るだろう。

　そんな道を考えるほど――綾部さんも追いつめられていたんだ。

　けれど、マリさんのもとに戻るなんて考えてはいけないと、私は首を横に振った。

「そんなの、ダメ。卑怯な人たちの思い通りに屈するなんて……絶対にダメ」

　思わず彼の腕にしがみつき、弱々しくも訴える。

　それを見て、綾部さんが小さくクスリと笑った。

「やっぱり。春澤はそう言うと思ったよ」

「え……？」

　大きな手で再び私の頭を撫でると、綾部さんは愛しげに瞳を細めて見つめた。

「悩んでたとき、お前の社長賞の報告があったんだ。それを聞いて、俺はすごく励まされたんだよ。春澤はどんなことがあってもくじけない、負けない。あんなひどい嫌がらせにも屈せず頑張り続けてるのに、俺が勝手に諦めてどうするんだって」

　彼の語った言葉に、感動で胸が熱くなっていく。

　関東にいたとき、プライベートでも仕事でもずっと半人前だった私は、綾部さんに迷惑しかかけてなかったから。一人前になって、いつの日か今度は私が綾部さんの支えになれたらって夢見ていた。

　私、綾部さんの励みになれたんだ。私の頑張る姿が、綾部さんを力づけられていたんだ。

　みるみる涙目になっていく私の頬に、綾部さんが微笑んで触れる。

「成長したな、春澤」

「へへ……嬉しい。私、一人前になった姿、綾部さんに見せたかったから」

　嬉しくて目を細めて微笑み返したら、たまっていた涙がこぼれ落ちていく。

　雫の伝った跡に、綾部さんがそっと口づけた。

「俺はそんな春澤を見て……すごく好きだって改めて思ったんだ」

　優しく、低く、吐息のような声で囁かれ、私の中で今日まで抑えていた恋心と涙が溢れ出た。

「綾部さん……」

「志乃。好きだよ。別れてからも、離れている間も、忘れられなかった。……ずっとずっと好きだった」

　顔をグシャグシャにして泣く私を、綾部さんは包み込むように抱きしめてくれた。懐かしいムスクの香り、綾部さんの体温。ずっとずっと、求めていたもの。

　――長い時間の努力が、苦しかった日々が、やっとすべて報われていく。

　誤解から始まって、すれ違ったまま終わった恋。間違いに気づいて、反省して、もがいて、追いかけて……そしてもう一度すれ違って。

　バカだった。最初から綾部さんのことだけを信じていればよかったのに、噂や他人の言葉に惑わされて。けれど……もう間違えない。綾部さんの想いを知って、彼の愛を信じて生きていける。

「キスしたかった、お前と。話して、抱きしめて、キスして、もう一度志乃を抱きたいってずっと思ってたよ」

　私を抱きしめながら、綾部さんは切なさを含んだ声で話した。

　抱き合っていた身体がわずかに離れ、互いに愛しさを込めた熱い視線で見つめ合う。

「志乃、愛してる。もう二度と離さないから」

「綾部さん……私も」

　ずっと告げたかった言葉。遠回りしてやっと届けられる、素直な気持ち。

「好き……大好き。誰よりも愛してる」

　心から偽りのない想いを伝えれば、綾部さんは幸せそうに目を細めて笑った。

「……やっと捕まえた。志乃の本当の気持ち」

　そう言って大きな手で頬を撫でると、綾部さんはいつの日か私に教えてくれた甘いキスの仕方で、唇を塞いだ。

　静寂の廃墟は、ふたりで抱き合えば優しい闇で包んでくれる帳でしかなかった。

　すれ違い続けた想いが、今やっと結ばれて――。

　私たちはお互いの想いを確かめ合うように、何度もキスを交わし、ひと晩中身を寄せ合って過ごした。







第十一章　長い夜の終わり













「ん……何か聞こえる……」

　まだ薄暗い早朝、外から物音が聞こえて私は目を覚ました。

　もしかして助けが来たのかもしれない。そう思って、壁にもたれて寝ていた身体を起こし、慌てて手て櫛ぐしで髪を整える。

「綾部さん、起きて。誰か来たみたい」

　同じように寄り添って寝ていた綾部さんを起こすと、彼は眠そうに目をこすってから窓のほうを向いた。

「誰か助けに来てくれたんですかね？」

　期待で窓の外を眺めていた私に、綾部さんは腕時計を見てから、どこか緊張感を滲ませた声で言った。

「まだ朝の五時だぞ……俺たちがいないことに気づいて助けに来るには早すぎる」

　そして……そんな彼の勘は的中する。

　ガチャガチャと鎖くさりが解ける音がし、開かれた扉。その向こうに立っていたのは……険しい表情をした女の人と、新海さんだった。

「麻里絵……！」

　予感が的中したのだろう、綾部さんはきつく正面を睨みつけると、一歩前に出て私を背に庇った。

　けれど、綾部さんの攻撃的な視線を気にもせず、マリさんは白けたような表情を浮かべてため息を吐き出す。

「やっぱりここにいたのね、淳耶さん。新海くんから、あなたが昨夜から行方不明だって聞いて、探しに来てあげたのよ」

　飄ひょう々ひょうと言ってのけた彼女に、綾部さんが怒りを露わにした。

「ふざけるな……！　ここに閉じ込めたのはお前たちのしわざだろう！」

　それでもマリさんは動じることなく、自分の髪先を指でもてあそびながら、落ち着き払った声で返した。

「やあね、私が淳耶さんをそんな目に合わせるはずがないじゃない。……私はそっちの女だけを〝なんとか〟しなさいって、新海くんに頼んだだけよ」

　マリさんが、チラリと横目で新海さんを睨む。

　すると新海さんは大きな身体をブルリと震わせて、情けないほど萎縮しながら彼女に向かって言い訳をした。

「お、俺は春澤だけを閉じ込めたつもりだったんだけど……綾部がこんなとこまで助けに来るなんて予想外で……」

　そんなふたりのやり取りを見て、私は密かに驚く。それと同時に、新海さんとマリさんの関係性が見えた気がした。

　綾部さんは、新海さんがマリさんに惚れ込んでるって言ってたけど、これはもう好きとかそういうレベルじゃない。

　マリさんが綾部さんを異常な執着で手に入れようとしていることは、彼女を愛する新海さんにとってなんのメリットもないはずだ。それでもマリさんに嫌われたくない一心で、彼女の指示に従う新海さんはもう……善悪の判断すらできないほど心が麻ま痺ひしてるんだと思った。

「新海課長……あなただったんですね。会社で貴重品を盗んだのも、私を階段から突き落としたのも」

　思わず嫌悪の表情を浮かべて呟くと、図星を突かれた新海さんは焦った様子を見せたあと、苦々しい表情を浮かべて開き直った。

「あ……ああ、そうだよ。それの何が悪い？　マリの敵は俺の敵だ。お前がいなくなれば、マリは幸せになれる……それだけなのに。お前が大人しく東京へ帰ってれば、こんな真似しなくて済んだんだ……！」

　悔しさを滲ませる新海さんの声からは、彼なりの葛藤も感じられた。

　けれど、マリさんに間違った愛情表現で尽くし、その結果私を階段から突き落としたり、こんな場所へ閉じ込めたりする行為は許されるものじゃない。

　理不尽さに怒りを覚え、思わず唇をきつく噛みしめれば、新海さんもためらいをかなぐり捨てるように、私を睨みつけてきた。

　その様相に思わず一歩後ずされば、綾部さんが改めて私を守るように、背に庇ってくれた。

　そんな私たちを見たマリさんが、今度はおどけて肩を竦ませながら微笑みかける。

「淳耶さん、そんな怖い顔しないで。新海くんは、ちょっとやりすぎちゃったのよ、ごめんなさい。私はそこのお嬢さんを、ちょっと驚かせてほしかっただけなのに」

　嘘だ。何を今さら。

　そんなセリフが口から飛び出そうになったけど、我が慢まんして呑み込んだ。私が何か言えば、マリさんを逆上させかねないから。

　けれど、すべて自分で指示したくせに、それを笑顔で新海さんに押しつける彼女を、私は恐怖と侮蔑の混じった眼差しで見つめた。

　綾部さんも同じように張りつめた表情のまま、前を見据えていたけど……マリさんは彼につかつかと近づくと、首に腕を回してギュッと抱きついた。

　その意外な行為に、私も綾部さんも目を丸くする。

「だって、私を妬かせる淳耶さんが悪いんですもの。この子なんでしょう？　淳耶さんが好きで仕方のない相手は。この子がいるから、淳耶さんは私に振り向いてくれないのよね？」

　まるで甘える恋人のような猫撫で声で、マリさんは抱きついた身体をすり寄らせる。

　綾部さんは苦々しい表情を浮かべながら、それを必死に引き離そうとした。

「何度も言っただろう、春澤は関係ないって！　彼女はただの部下だ、無関係な人間を巻き込むな！」

「嘘つき。夜中にこんなとこまで助けに来るほど、この子のことが好きなくせに……。腹が立つわ」

　そう呟いたマリさんの視線が、チラリと私を見る。

　その瞬間、まるで指示を与えられたように新海さんが腕を振り上げ、こちらに襲いかかってくるのが見えた。

「きゃあ!!」

　咄嗟に身を竦めたけれど、新海さんの腕が私に届くことはなかった。マリさんを引き離した綾部さんが間一髪、新海さんの腕をつかんで止めたのだ。

「やめろ新海！」

　揉み合う綾部さんと新海さん。私はどうしていいかわからず、青ざめたまま立ち尽くしてしまう。

　どうしよう、助けを呼ばなきゃ。でも、誰にどうやって……？

　そのときだった。

　突然、部屋の外からこちらへ駆けてくる何人もの足音が聞こえた。そして全員が出入口を振り向いた瞬間。

「大人しくしろ、警察だ！」

　警察官の制服を着た数人の男性が、部屋に飛び込んできた。

　驚き目を見張る私の前を警察官が駆け抜けていき、揉み合っていた綾部さんと新海さんの身体を引き離す。

　そして新海さんの身体をふたりがかりで両脇から捕まえると、厳しい声色で言った。

「新海 透とおるだな。暴行、及び監禁の疑いがある。署まで同行願いたい」

　その言葉に驚いたのは私だけではない。綾部さんも目をしばたたかせているし、新海さん本人もあからさまな動揺を見せている。

　しかも、振り向くと同じようにマリさんも任意同行を求められており、私は急展開したこの状況に、ただ立ち尽くしてしまった。

　どうして警察が？　しかも私でさえまだ知ったばかりの、マリさんと新海さんの悪行を把握してるだなんて。

　すると、事態を呑み込めていない私の耳に、思わぬ人物の声が届いた。

「よかった、間に合ったみたいで。春澤、大丈夫か？」

　遅れて部屋に駆け込んできた人の姿に、目を丸くしたのは私だけじゃない。

「き、木下くん!?」

　緊張と安堵を滲ませた表情でこちらへ向かってきた木下くんの姿に、私も綾部さんも、そしてなぜかマリさんまでも瞠どう目もくしていた。

　なぜ木下くんがここに？　しかも警察を呼んでくれたのは木下くんなの？

　疑問だらけの頭で、『どうして木下くんが……』と口を開きかけたとき、突然マリさんが大声をあげた。

「浩輔!!　またあんたのしわざなの!?　いつもいつも私の邪魔ばかりして……！」

　激昂して木下くんにつかみかかろうとしたマリさんを、警察官が慌てて取り押さえる。

　そんなマリさんを、木下くんは目をすがめて泣きだしそうな表情で見つめ……耳を疑う言葉を発した。

「もうやめてくれ、姉さん。これ以上誰かを……春澤を傷つけないでくれ」

　姉さん？　マリさんが……木下くんのお姉さん？

　そんなバカなと思ったけれど、ふたりの苗みょう字じが同じ木下だということにハッと気づく。

　そしてマリさんが大手リカーマーケットの社長令嬢というなら、弟の木下くんも社長令息なのだから、そのツテでうちの商品を扱っていてもおかしくはない。

　改めて知った事実に衝撃を受けたけれど、木下くんは「離して！　私は淳耶さんを取り戻しに来ただけよ、何も悪くないわ！」とわめきながら警察に連れていかれるマリさんの後ろ姿を、とても悲しそうな瞳で見つめていた。

「志乃、大丈夫か」

　木下くんに視線を向けていた私に、綾部さんが包み込むように肩を抱いて声をかけてきた。

「綾部さん……。さっきは助けてくれてありがとう。綾部さんこそ怪我は？」

　心配そうに彼の顔を見上げると、私を安心させるように微笑んで首を横に振った。

　ホッと安堵したのも束の間、綾部さんは表情を引きしめると、木下くんに向かって問いかける。

「助けてくれたことは礼を言う。けど、いろいろと納得できないことも多すぎる。どうしてきみが麻里絵たちの犯行を知ってたのか……聞かせてもらいたい」

　その言葉に、木下くんは一瞬つらそうに眉をしかめてから、ゆっくりと口を開いた。

「……すみません。姉がこういうことをするのは初めてじゃなくて……子供の頃から何度か問題を起こしたことがあって、家族でなるべく監視し合ってきたんです」

　マリさんの異常な行動は今に始まったことじゃなかったのかと驚くとともに、弟である彼の心中も察して、なんだか気の毒に思えた。

「それでも大人になってからはずいぶんと落ち着いて父の会社で働くようになったんだけど、ここ一年ぐらい、また様子がおかしいって関西で同居している両親から連絡があったんだ。何か危ないことに手を染めてるようで……」

　そこまで話してから木下くんは一旦言葉を切り、私を見てから視線を伏せた。

「調査会社を使って調べたら……よりによって春澤が狙われてることがわかって……。驚いたし、俺も必死になって姉さんを止めたけどダメだった。せめて春澤に、姉さんのいる関西から逃げだして東京へ戻ってきてほしかったけど……ごめん。本当のことがどうしても言えなかった。俺の姉が春澤に危害を加えてる張本人だなんて知られたら、嫌われてしまうんじゃないかって……本当にごめん」

　その言葉を聞いて、隣の綾部さんが表情を変える。明らかに怒りを滲ませた表情で、「そんな身勝手な理由で志乃を……！」と言いかけたけれど、ぐっと口を引き結んで言葉を噤んだ。そして。

「俺も結果的に志乃を守り切れてなかったんだ……人のことは言えないか」

　ボソリと呟いて前髪をうっとうしそうにかき上げた。

　今思うと、木下くんはあのプロポーズで、私をマリさんの脅威から守ろうとしていたのかもしれない。綾部さんのもとを離れ、東京に戻ってくることは、確かにマリさんの悪意から逃れられることになるから。

「……それでも木下くんは、今日こうして私を助けに来てくれたじゃない。それだけで充分だよ、ありがとう」

　お礼を述べて微笑みかけると、木下くんは泣きだしそうな表情になってうつむいた。もう一度、「春澤……本当にごめん」と言って。

「姉さんを止めることもできなくて、春澤に本当のことも言えず、家族と相談して警察の力を借りることにしたんだ。犯行の証拠をつかむため、姉さんのパソコンを調べていたら、新海とのメールのやり取りが出てきた。春澤に対する嫌がらせの指示や、綾部さんを監視する命令……そして、社員旅行中の事故を装って、春澤をこの廃墟に閉じ込める作戦を見つけた」

　それを目にしたとき、木下くんは血の気が引いたと言う。なぜならそのメールを見つけたのは、偶然にも昨夜のことだったのだから。

　私のスマホが繋がらないことを確認すると、彼は大急ぎでこの地まで車で駆けつけ、そして地元の警察署に飛び込んだ。他県の人間が突然そんな突飛な話を持ち込んでも、警察は訝いぶかりそうなものだけど……またしても運のいい偶然が、結果的に私たちを救った。

　この廃墟まで私を運んでくれたタクシーの運転手さんが、あまりに不審に思って警察に通報しておいてくれたのだ。

　うちの社員が泊まっている旅館に確認をとったら、私と綾部さんの姿が確かに見えないと言う。事件性があると確信した警察は木下くんとともに、メールに記されていたこの廃墟に向かった。

　そうして、間一髪のところに駆けつけたのだと、彼は説明してくれた。

「危ないところだった……もしメールの発見が遅れて、春澤に取り返しのつかないことが起きてたら……。俺はもう、悔やんでも悔やみ切れなかったと思う」

　額を片手で押さえ、うなだれて言った木下くんの言葉に、私は小さく震える。

　結果的に助かったとはいえ、本当に危ないところだったんだ。そう思うと改めて恐怖が蘇り、自然と身体が強張った。

　すると、私の肩を抱いていた綾部さんの手にギュッと力がこもった。

「綾部さん……」

「そんな結果には、絶対させない」

　小さく呟いた綾部さんの声には、力強さと複雑な感情が込められていたように思う。

　守りたくても、下手に動けば余計に私を危機にさらしてしまうという、葛藤を抱えた日々。

　それでも最後はその手で、身体で、私を守り抜いてくれた。

「……綾部さん……」

　私は静かに呼びかけると、そのまま綾部さんの胸に顔を寄せた。

　大きくて優しい手が、私の身体を抱き寄せてくれる。

　誰よりも何よりも安心するぬくもり――それが今ここにあることに、恐怖が消え、愛おしい気持ちだけが満ち足りていく。




　こうして、私の長い長い夜は終わった。

　怖い思いもしたけれど、病院でも警察署でもずっと綾部さんが寄り添ってくれて。

　もう誰の目も気にすることなく、自分の気持ちに正直に彼に甘えられることは、負った心の傷など気にならないほど、幸せな気持ちにさせてくれた。







エピローグ













「おーおー、またずいぶんとアイデア出したなあ、志乃」

「やだ、見ないでくださいよ」

　夜の九時。晩ご飯を済ませた私は、リビングの中央にあるテーブルの前に座って、黙々とアイデアを出していた。

　手元を覗き込んできた綾部さんから、私はテーブルの上のメモを慌てて隠す。

「いいじゃないか、どうせ最終的には俺の目を通すんだし」

「精査してない段階で見られるのは、恥ずかしいんです」

「それよりほら、コーヒー淹いれてやったから少しテーブル片づけな」

　そう言って、テーブルの隅っこにポーリッシュポタリーのカップを置いた綾部さんは、自分のカップを持ったまま向かいのソファに座る。そんな彼に、私は「ありがとう、綾部さん大好き」とニッコリ微笑んで見せた。

　手には、今やすっかり愛用品となった、綾部さんからもらった万年筆を持って。

　あの事件から三ヶ月。

　私は今、綾部さんの２ＬＤＫのマンションで、彼と一緒に暮らしている。

　マリさんと新海さんは監禁や暴行の容疑で逮捕され、私も事件の被害者としてしばらく慌しい日々を送っていた。

　そんな私を心配してくれたのか、二ヶ月前、綾部さんは『一緒に暮らそうか』と言ってくれて、同どう棲せいが始まった。

　今まで人目を気にするしかなかった反動と、隠すことで間違った噂がたつことに散々痛い目を見てきたせいもあって、私たちは会社でも恋人ということを隠すことなく過ごしている。

　だからといって会社でイチャついたりはしないけど、堂々と綾部さんの彼女を名乗れるのは、やはり嬉しいものだった。

　そして、それを喜ぶ私のことが、綾部さんは可愛くてたまらないとのろける。

「あー！　なんで勝手にお砂糖入れるんですか！」

　リビングのテーブルで私が仕事をしながらコーヒーを飲んでいると、目を離した隙に綾部さんは向かいの席からイタズラで角砂糖を入れてきた。

「もう、ダイエットしてるのに。綾部さんのイジワル」

「だって志乃の怒る顔が可愛いから、つい見たくてさ」

　楽しそうにそんなことを言って、テーブルに頬杖をつく綾部さんは、まるでイタズラッ子みたいだ。

　一緒に暮らして前より距離が近くなってわかったけれど、案外子供っぽい一面もある綾部さん。愛しい彼のいろいろな顔を知れることが、私は嬉しい。

「それに何度言っても、志乃が『綾部さん』なんて呼ぶから、仕返しだよ」

　彼はそう言って、頬杖をついたまま視線を向けた。

「あ、ごめんなさい。だって『淳耶さん』って呼んでたら、会社でもうっかり呼んじゃいそうで怖くって」

　前から言われてたことなのになかなか直らないクセを指摘され、慌てて言い訳した私だったけど。

「俺はかまわないけど？　そんなドジな志乃も可愛いなーって笑うだけだよ」

　柔らかな目元を細めて、綾部さんは自分のコーヒーをゆったりと口にする。楽しそうに笑うその表情は、むしろ私のドジを期待しているみたいだった。

「もう、やっぱり綾部さんってば……イジワル」

　そう言ってむくれて見せながらも、私はそんな彼のイジワルが嬉しくてたまらなかった。




　年が明けて下半期も大詰めになり、仕事は相変わらず多忙を極めている。

『Ｃｈｅｅｒｓ』の展開も上々で、今年度のＨ＆Ｃ事業部は社内最優秀部門を狙えそうだとか。

　仕事も綾部さんとの生活も順調だけど……木下くんが自分の会社の経営から手を引いてしまったことだけは、残念に思っている。

　もう二度とこんなことが起きないように、これからは姉のマリさんを支えることに心血を注いでいきたいそうだ。

　リストランテはほかの取締役の人が受け継ぎ、引き続き『Ｃｈｅｅｒｓ』を扱ってくれているけれど……グラスに注がれた『Ｃｈｅｅｒｓ』のカクテルを見るたびに、あの日の木下くんを思い出して、私はちょっぴり切なくなる。

　木下くんもマリさんも、これからは穏やかな人生を送れたらいいなと、願わずにはいられなかった。

　そして……〝マリ〟さんと言えば。

「ほら、大丈夫だよ、ピンセットだから。餌あげてごらん、喜ぶよ」

「無理です！　マリリンはよくても、虫は無理！」

　私を散々勘違いさせた、綾部さんの寵ちょう愛あいを受けているヒョウモントカゲモドキの〝マリリン〟。

　最近は触れられるぐらいには慣れてきたけど、餌の虫にだけはどうしても慣れることができない。

「志乃は怖がりだなあ」

　綾部さんとしては、私とマリリンをもっと仲良くさせたいみたいだけど、ここが限界だと理解してほしい。

「よしよし、いい子だなーマリは」

　綾部さんは本当によくマリリンを可愛がってるのだけど……トカゲ相手とはいえ、ちょっと妬けてしまう。

「どうせ私は虫も触れないし、いい子じゃありませんよーだ」

　拗ねて背中を向けると、クスクスとおかしそうに笑う綾部さんの声が聞こえた。

「志ー乃。何いじけてるんだ？」

「いじけてません」

　背を向けたまま膝を抱えて座っていると、近づいてきた綾部さんが顔を覗き込んできた。そしてふくれっ面をしてる私の鼻をチョン、とつっつく。

「いじけてるじゃんか。嘘つき」

「嘘じゃないもん」

「意地っ張り」

「……綾部さんなんか嫌い」

　ふてくされて顔を背ければ、優しく頬を包まれて、彼のほうを向かされたあげくキスされてしまう。

「可愛いね、志乃」

　唇に、鼻先に、すくった髪束に。綾部さんはキスと一緒に愛の言葉を綴っていく。

「愛してる。好きだよ、志乃」

　私を映す妖しくて甘い光を湛える瞳。身も心もとろけさせる艶やかな声。

　素直にその愛に翻弄されれば、嘘のつけない言葉が口からこぼれた。

「……大好き、綾部さん……」

「俺も大好きだよ」

　綾部淳耶さん。九つ年上で、私の上司で恋人。いつも冷静で、私に特別優しくて。

　そして私をもてあそぶ、誰より愛しい人。
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本当のふたり暮らし［ＳＩＤＥ　綾部］




　――また、だ。

　深夜〇時を回った寝室。俺はベッドから上体を起こし、隣で眠る志乃に顔を向けた。

「う……ぅん」

　深い眠りに落ちている志乃は、苦しげに顔を歪め、額に汗を滲ませながらうなされている。

「大丈夫か、志乃」

　俺は手を伸ばすと彼女の汗を拭ってやってから、いたわるようにそっと頬を撫でた。

「イヤ……助けて……淳耶さん……」

　夢の中で恐怖に怯え、寝言で助けを求める姿を見かねて、俺はついに彼女の肩を揺さぶり、眠りから引き戻すことにした。

「起きろ、志乃。大丈夫、それは夢だ。俺はここにいるよ」

　志乃はハッとしたように大きな目を開くと、しばらく呆然としてから、こちらをゆっくりと向いた。

「淳耶さん……」

「大丈夫か？」

　どうやらようやく夢から覚めた自覚が出てきたのだろう。志乃は安堵の息をホーッと大きくつくと、重たそうに身体を起こした。

「……怖い夢見ちゃった」

　弱々しい苦笑いに胸を締めつけられながら、俺は彼女の額に汗で貼りついた前髪を、指先でめくってやる。

「ずいぶんうなされてたな」

「もしかして、私のせいで淳耶さん目が覚めちゃった？　ごめんなさい」

　夢にうなされていたとはいえ、さっきまで苦く悶もんの表情を浮かべていたくせに、健気な気遣いを見せる彼女が愛おしくて、俺はその華きゃ奢しゃな身体をギュッと抱きしめた。

「気にすんな」

　抱きしめた背中をポンポンと安心させるように叩いてやれば、志乃は素直に顔を胸板に寄せてくる。

　気持ちが落ち着いたのか、やがて志乃は腕の中でうつらうつらと眠りに落ちた。

　その様子を見て、俺は彼女の身体を抱きしめたまま、ゆっくりベッドへ戻してやった。今度こそ怖い夢を見ずに朝を迎えられるようにと、祈りながら。




　志乃が夢にうなされることが多くなったのは、今月に入ってからだろうか。

　寝顔を苦しげに歪ませ、玉のような汗を滲ませてうなされる姿は、夢を見ているだけだとわかっていても心配になる。

　ましてやそれが二、三日に一回、多いときは連日あるんだ。今まではなかったことを考えると、心配になって当然だと思う。

　どんな悪夢を見たのかと尋ねたこともあったが、志乃は曖昧に笑って『忘れちゃった』と答えただけだった。

　けれど……何度も寝言で俺に助けを求める志乃を見て、ある不安が頭をよぎる。

　今から半年前――志乃は俺とともにある事件に巻き込まれた。

　俺の元カノである麻里絵に嫉妬され、身の危険にさらされたのだ。

　身体にも怪我を負ったし、何より心に深い傷を負ったことはたやすく想像ができる。

　それでも事件が解決し、三ヶ月前からこうして俺と同棲もするようになって、志乃は心も身体もすっかり元気になったと思っていたのだけど……。

　やっぱりあの事件は今でも夢に見るほど深いトラウマになっているのではないかと、最近の志乃を見て思った。

　一時的に落ち着いたように見えても、なんらかのきっかけで再び心の傷が開くのがトラウマだ。時間が経った今、志乃があの事件を悪夢として繰り返し見るようになったとしても不思議ではない。

　そう考えると俺の胸は、彼女への申し訳なさでズキズキと痛んだ。

　自分のせいで最愛の女性を事件に巻き込んでしまい、心に大きな傷を負わせてしまった罪悪感。

　あどけなくて愛らしい寝顔が、悪夢に苦しむたびに、俺は彼女を守り切れなかった自分の不甲斐なさを突きつけられた。

「志乃、大丈夫だ。俺はここにいるよ」

　せめてそうやって声をかけ、彼女を夢から引き戻し、抱きしめてやることしかできない。そんな自分がもどかしくて――情けない。




　朝を迎え一緒に朝食の席につくと、志乃はもう昨夜の夢のことなど忘れているかのように明るかった。

　ブロートにお気に入りのアプリコットジャムを乗せて、美味しそうに食べている姿は無邪気で愛らしく、見ているだけで思わず頬が緩む。

「朝から食欲旺盛だな」

　からかうように言えば、志乃は大きな目を一度しばたたかせてから恥ずかしそうにこちらを見た。

「食いしん坊みたいに言わないでください……イジワル」

「食いしん坊な志乃も可愛いよ。いっぱい食べてぽっちゃりした志乃も、案外悪くないかも」

　今よりふくよかになった彼女を想像してクスクスと笑いをこぼせば、志乃は可愛らしく上目遣いで俺を睨んできた。

「淳耶さん、私をからかってばっかり」

「そうやって怒った顔がまた可愛いからなあ、志乃は。ついイジワルしたくなる」

　俺の言葉を聞いて、志乃は照れ隠しにもっとふくれっ面になってしまう。

「もう、知らない」

　そっぽを向いて怒ったようにブロートにパクつく彼女を、俺は目を細め、満足げに眺めた。

　九つ年下の俺の恋人は本当に可愛らしい。こうやってからかうとすぐに拗ねてしまうけれど、その姿はこちらの目尻が下がってしまうほどの愛らしさだ。

『淳耶さんのイジワル』

　そう言って上目遣いに睨んだり唇を尖らせたりする姿が見たくて、つい彼女をからかってしまう自分は子供っぽいだろうか。

　そんな甘い反省をしながら過ぎていく朝食の時間は至福だ。

　朝の光に包まれるダイニングキッチンで、志乃と一緒に過ごせる平和を噛みしめる。こんな平凡な時間が、そして無邪気な感情を見せてくれる志乃が大切だから……俺はあの事件からまだ抜け出し切れていない彼女の心を救いたいと、強く思う。




「認知行動療法……心像リハーサル療法……やっぱりカウンセリングを受けさせたほうがいいのかな」

　仕事が終わり、帰りの電車の中で、俺はスマホから悪夢を治す方法を調べていた。

　志乃とは同じ事業所で働いているので出勤は一緒だけど、退勤は大抵別々だ。事業部長の俺とマーケティング企画課の志乃。お互い日によって終業時間が違いすぎるので、帰りは無理に合わせないことにしている。

　新年度がスタートして数週間。年度末の忙しさを終えた俺とは対照的に、マーケティング企画課は新しい企画の立ち上げで連日残業の多忙を極めている。

　今日も忙しそうに、けれど楽しそうに仕事に立ち回る志乃を残して、俺はひと足先に会社を出ると買い物をしてから自宅へ向かう電車に乗った。手にはマリリンの餌が入ったペットショップの袋と、生鮮食品の入ったスーパーの袋。

　マリリンの餌はともかく、ひとり暮らしのときは滅多に持たなかったスーパーの袋をぶら下げて電車に乗っている自分に、なんだかおかしなものを感じる。いつの間にか志乃とのふたり暮らしが、すっかり板についてきたな、と思う。

　同棲して三ヶ月。お互いの年齢を考えると、そろそろ次のステップに踏み出してもいいのかもしれない。

　そう考えるほどに、俺にとって志乃はますますかけがえのない存在になっていた。

　だからこそ、彼女の抱える問題を早く治してやらなければと、俺は再びスマホの画面に向き直った。

　病院を探して、今度の休みに一緒に行ってやるか。

　生活を改善するような民間療法的なものもあるけれど、志乃の場合は根本に事件のトラウマがある。それを考えるとやはり悪夢を防ぐだけではなく、一度専門機関にかかって診みてもらう必要がある気がした。

　家から通える距離で、信頼できそうな医療機関を一生懸命探しているうちに、電車はやがて家の最寄駅へと着いた。




　早めに帰宅できた俺は、夕食の準備をして志乃の帰りを待つ。料理はあまり得意なほうではないので、ついパスタに頼りがちになってしまうけど。

　ファルファーレを茹ゆでて、瓶詰めのソースと絡めればメインディッシュのでき上がりだ。それにさっき買ってきたルッコラとトマトとチキンでサラダを作り、志乃が作り置きしてくれているフリージングのスープを解凍すれば、一応はディナーの完成だ。

　使った調理器具を洗って、部屋の時計を見れば午後九時過ぎ。志乃もそろそろ帰ってくるだろう。

「そうだ、その前に」

　俺は彼女が帰ってくる前に済ませておくべき用事を思い出して、リビングへと向かった。

「マリリン、餌だぞ。今日はコオロギあげるからな」

　チェストボードの上にある飼育ケージを覗き込むと、黄色い背中が可愛いヒョウモントカゲモドキのマリリンがクリッとした目でこちらを見上げた。

　その愛嬌たっぷりのしぐさに笑みをこぼし、俺は小さなプラケースからピンセットでコオロギをつまんで取り出した。

「ほら、いっぱい食べな」

　目の前に差し出し少し揺すって見せると、マリリンは大きな口を開けてパクッと食いつく。こんなことは本人には絶対に言えないが、食欲旺盛なマリリンの姿を見ていたら、なんだか今朝の志乃を思い出した。

　クスクスとひとり笑い声をたてながら、おかわりのコオロギをケースから取り出し、やがて満腹になったマリリンを見てケージを閉じた。

　マリリンは満腹になったが、餌の管理はこれで終わったわけじゃない。

　俺は残り少なくなったコオロギのプラケースに、さっき買ってきたばかりの新しいコオロギを足すと、そこに餌の野菜クズを入れた。そして、さらにもうひとつのプラケースも引っ張り出し、そこにも野菜クズを足す。こちらはミルワームのケースだ。

　ヒョウモントカゲモドキの餌は主に生きた虫だ。なので、当然それも飼育しなければならない。どちらも一、二週間分をペットショップで購入して、マリリンが食べる間まで飼育するだけなので、量も少ないし餌やりも簡単だ。

　けれど、志乃はこれがとにかく苦手らしい。

　マリリンにはずいぶんと慣れてきて触れられるようにもなってきたけれど、いまだに餌の虫にだけは近づけないくらいだ。

　だから志乃はマリリンの餌やりのときは、必ずリビングから出ていってしまうし、コオロギとワームの補充も絶対見ないようにしている。

　さすがに俺もそこまでは無理強いしないけれど……この間、ちょっとした惨事があった。

　ケースに移そうとしたコオロギをうっかり数匹こぼしてしまったのだ。ピョンピョンと跳ねる活きのいいコオロギが、志乃のいたダイニングにまで逃げてしまったから、それはもう大騒ぎだった。

　悲鳴をあげて逃げ惑う志乃と、焦りながら小さな虫を捕まえようと四苦八苦する俺の姿は、きっとはたから見たらかなり滑稽な光景だったと思う。

　コオロギを全部捕まえて振り返ると、部屋にはパニックになった志乃がこぼしたと思われるコーヒーカップが転がっていて。外にまで逃げていってしまった志乃が、玄関の隙間から恐る恐る中を窺っているのを見たときは、思わず噴き出してしまった。

　もちろん、笑ってしまったこともコオロギを逃がしてしまったことも、あとでたっぷりと怒られたけど。

　それ以来、志乃はますます虫のケースには近づかなくなってしまったし、俺も反省をして虫の補充は必ず彼女の留守にすることにした。

　そんなわけで、今日も志乃の帰宅前に作業を終えられたことに安堵し、俺は虫のケースをしっかりしまうとリビングをあとにした。




　間もなくして帰宅した志乃は、いつものように疲れてはいるけれど充足感も得ている表情を浮かべていた。

「最近、淳耶さんにばっかりご飯を作らせちゃってごめんなさい」

　申し訳なさそうに言いながら、食卓についた志乃は俺の作った晩飯を口に運ぶ。

「いいんだよ、今は志乃が忙しい時期なんだから。お互い頑張って働くためには支え合わなくちゃ、だろ」

　彼女のグラスにワインを注ぎ足しながら言うと、その顔がどこか嬉しそうにほころんだ。

「ありがとう、淳耶さん」

「その代わり、新しい企画期待してるからな」

　恋人の時間に上司の顔を織り交ぜて話せば、志乃はおかしそうに肩を竦めて「はーい」と返事する。

　実際、志乃は今や『Ｈ＆Ｃ事業部』になくてはならない存在だ。頑張り屋の彼女の努力は着々と実を結び、今の企画でも中心人物のひとりとなっている。

　関東にいた頃はまだまだ新人の甘えから抜け出せていない印象だったのに、よくここまで成長したなと感慨深くなる。

　それがまた『淳耶さんに成長した私を見せたかったから』なんて理由だったりするから、上司としても恋人としても冥みょう利りに尽きる思いだ。

　改めてそんな彼女を愛しく感じながら、楽しい晩ばん餐さんの時間は過ぎていった。

　遅い食事が終われば、時計の針はもう夜中の時間を指している。片づけを済ませてシャワーから上がると、日付が変わるまで一時間を切っていた。

　寝室に入ると、先に風呂を済ませた志乃がベッドの上でスマホをいじりながら、うつらうつらと船を漕こいでいた。

　今日も多忙だったから疲れているんだろうと、労ってやりたい気持ちもありながら、少しだけ寂しく思う俺は、やっぱり子供っぽいだろうか。

「志乃、眠い？」

　愚問だとわかっていながらも、ベッドに座っている彼女を後ろから抱きすくめ、耳朶にキスを落とした。

「ん……大丈夫」

　最後までしなくても、少しだけ熱を分け合えればいい。そんな気遣いと自分勝手な思いの狭間で、俺は彼女の柔らかい肢体をまさぐっていく。

「ふ、……ぅん……ん」

　くすぐったそうに身を捩よじりながら志乃は顔を振り向かせ、耳朶に落としていた俺のキスを唇に受け止めた。舌を伸ばせばそれに応えるように志乃も舌を絡めてくる。俺の教えた大人のキスを、彼女はすっかり覚え込み、今でも忘れていない。

　浅ましいとは思うが、『俺は志乃の唯一の男なんだ』という喜びを感じずにはいられない瞬間だ。

「好きだよ、志乃」

　想いが昂って、口付けはより濃厚なものになってしまう。果実のような志乃の唇を堪能し、マーキングのように口腔をねぶっていく。

　口を離した隙に愛を囁けば、密着した身体が愛撫を受けたようにピクリと震えたのがわかった。

「淳耶さん……」

　俺を見つめる瞳に、もうさっきまでの眠気は感じられない。代わりに浮かんでいるのは、甘くとろけるような恋と情欲の色だ。

　あまり疲れさせないようにしないと。

　頭の隅にそんな理性をとどめながら、俺は志乃の扇情的な身体をゆっくりと押し倒した。




　手加減はしたつもりだった。

　けれどやっぱり疲れていたんだろう。終わったあと、志乃は自分のパジャマを整える間もなく寝息をたて始めてしまった。

　鎖骨が露わになったままの前身頃を閉じて、ボタンをとめてやる。そうしてベッドサイドの電気を消してから、俺は彼女の温かい身体を、自分の懐に抱き寄せて瞼を閉じた。

　けれど……それから三十分も経たないうちに、腕の中の志乃は「う……ぅん」と苦しそうな声をあげながら身じろぎ始めた。

　やがて彼女のうめきは連続的になり、眉をひそめた苦しそうな表情を浮かべだす。

「ん……イヤ……来ないで……助けて……」

　ついには寝言で助けを求め、汗まで滲ませ始めた志乃。

　俺は彼女の肩を揺すって、夢から引き戻す。

「大丈夫だ、志乃。それは夢だ」

「ぅんん……淳耶さん……助けて……」

「俺はここにいる。大丈夫、必ず守ってやるから」

　思わず志乃の手を強く握りしめると、自分の胸も同時にギュッと苦しくなったのがわかった。

　救いたい、今度こそ。

　あの事件のとき、彼女を危険な目に遭わせた後悔が、俺を責め立てる。

　愛しくて、大切な存在。いつも明るくて元気で、けれど意地っ張りで。少し子供っぽくてすぐに拗ねるけれど、嘘がつけないほど純真で……誰よりも可愛い、俺の志乃。

　もうこれ以上、彼女が苦しむ姿を見たくない。

「ん、ん……淳耶さん……？」

「志乃……！」

　ようやく瞼を開いた志乃を、俺は強く抱きしめてしまった。

　目が覚めるなり、いきなり抱きすくめられて、腕の中で彼女が驚いている。

「ご、ごめんなさい。私、またうなされてた？」

　少しだけ俺の身体を押しやりながら、志乃は申し訳なさそうに上目で見つめてきた。

　その大きな瞳に映る俺の顔は、きっと切なさともどかしさで情けない表情をしていたと思う。

「志乃……今度の休みに病院に行こう。俺もついていく、治るまで必ず一緒に通ってやるから」

「え、え？」

　いきなり切せっ羽ぱ詰まったようにそんなことを言いだした俺に、志乃はますます困惑の色を浮かべた。

「どうしたの？　淳耶さん、いきなり。それに病院って？」

　まだ悪夢の名残のように額に残っている汗を拭いてやりながら、俺は話を続けた。

「たかが夢、で割り切れないって自分でも気づいてるだろ？　志乃が毎晩うなされてる原因を治しに行こう。放っておくと、もっと深い心の傷になりかねない」

「へ？」

　こちらの説明を聞いても、彼女はまだキョトンとしている。

　あどけなくて可愛いが、焦燥が募った。

「あの事件だろ？　夢に見てるのは。繰り返し夢に見るってことは、自分では立ち直ったつもりでも、心の奥では傷として残ってるってことなんだ」

「え……あの」

「俺はもう志乃が苦しんでいる姿を見たくないんだ。あんな事件に巻き込んでしまったこと、今でも後悔してる。たくさん怖い思いをさせた分、志乃にはこれからはずっと笑っていてほしい。だから、俺も協力するから治しに行こう。志乃の心の傷を」

　つい必死になって説得してしまった俺を、志乃はしばらく目を丸くして見つめていた。そして泣きだしそうに顔をほころばせると、俺の首に腕を絡ませ思いっ切り抱きついてきた。

「志乃……」

　温かな背中を抱きとめてやると、彼女は肩口に顔をうずめながら、グスグスと鼻をすすりだす。

「淳耶さん……ありがとう。私のことそんなに心配してくれてたなんて」

「当たり前だろ。志乃は俺にとって、誰より大切な女の子なんだから」

　俺のパジャマをギュッと握りしめながら、志乃はしばらく泣いていた。

　そうして気持ちが落ち着いた頃、そっと身体を離すと手の甲で残った涙を拭ってから、照れたように笑いかけてきた。

「でも……心配しなくて大丈夫です。っていうか、その」

　なぜか口ごもる志乃に、今度は俺のほうが不思議そうな顔をした。

「どうして？　何も大丈夫じゃないだろ」

「いえ、大丈夫……だと思います。だって、あの」

「大丈夫じゃないって。たかが夢だと思ってても精神には結構な負担が――」

「コ、コオロギの夢なんです！」

　思い切ったようにハッキリ言った彼女の言葉が、しばらく理解できなかった。

　不可解に瞬まばたきを繰り返す俺に、志乃はもう一度同じセリフを繰り返す。

「コオロギの夢なんです。私がうなされているのは。ほら、この間淳耶さんがコオロギをダイニングにまで逃がしたでしょう？　あれが悪夢になって、コオロギがいっぱい部屋を飛び回ってる夢を見るんです」

　夢の光景を思い出したのか、志乃は両手で自分の身体をかき抱くとブルリと震えた。

　あまりにも予想外な答えに、俺がしばらく呆気にとられていたのは言うまでもない。

「……あの事件のことは？」

「解決してからは夢に見たことはないかな。淳耶さんがずっとそばにいてくれたから、すぐに心も身体も元気になりましたよ」

　そう言って微笑んでみせる志乃の姿に、俺の中にずっとたまっていた心配や不安が力とともに抜けていった。

「なんだ、そっか。そうだったのか……」

　安堵と、あまりにも牧ぼっ歌か的な結末に、俺は力ない笑いをヘラリとこぼす。

　すると志乃は、そんな俺に再び腕を伸ばして抱きついてきた。

「心配かけてごめんなさい。そんなに淳耶さんが心配に思ってくれてるなら、最初からちゃんと言えばよかった」

　彼女の優しいぬくもりを全身に感じ、俺はようやく安心した笑みを浮かべられた。

「うん。俺、なんだか志乃のことが大切で仕方ないんだ。毎日、お前がどうしたらずっと笑顔でいられるかを考えてる。毎朝毎晩、一緒に笑い合っていたいって、頭がいっぱいになってる」

　今回のことでよくわかった。自分にとってどれだけ志乃が大切で、好きで仕方がないのかって。きっと……いや、間違いなく。俺はもう、志乃以上に誰かを好きにはなれない。この先もずっと――。

　華奢で柔らかい身体を抱きしめながら素直な思いを吐露すれば、俺の背中をつかんでいた志乃の手に、キュッと力がこもった。

「淳耶さん……好き。大好き」

　愛しい気持ちは、体温を通して伝わり合う。互いの想いを確かめ合って、その心地に酔いしれるように、俺たちはしばらく静かに抱き合った。

「でも……志乃に悪夢を見せてたのは、やっぱり俺が原因ってことだよな」

　ふと気づいて呟くと、志乃は抱き合っていた身体を離して俺を上目遣いで睨んだ。

「あのコオロギ事件、私本当に怖かったんですからね。淳耶さんはずっとおかしそうに笑ってたけど」

　彼女のむくれた顔が可愛くて、いけないと思いつつも、俺はうっかりほころんでしまいそうな口元を手で押さえると、無理やり抱きしめ直した。

「ごめん。そこまで志乃が怯えてるとは思わなかったんだ」

「とか言って、淳耶さん今笑ったでしょう!?」

　怒って腕の中から逃げ出そうとする志乃を、俺は笑いをこらえながら強引に抱きしめ続ける。事件のことはもう立ち直ったのに、コオロギが数匹脱走したことは夢に見るほど怖いだなんて。

　そんな彼女が可愛くて仕方ないと思いながらも、俺は胸の中でひとつの決心を固めていた。




　――二ヶ月後。

「本当に……いいんですか？」

「うん。うちの両親、動物好きだから。ちゃんと可愛がってもらえるよ」

　とある休日。俺は志乃とマリリンを連れて、車で二時間のところにある実家へと向かっていた。

　今日の目的はふたつ。両親に志乃を紹介することと、マリリンを両親へ託すことだ。

　俺がひとりでやきもきした志乃の悪夢だけど、おかげでいくつもの大切なことに気づけた。自分にとってどれほど志乃が大切なのか、そしてその想いが刹那ではなく、ずっと続くと確信できたこと。

　それはふたりにとって、新たな関係に進むきっかけを与えてくれた。

　それから……大切な何かを手に入れるためには、自分のワガママを手放す勇気も必要だということ。

　俺にとってマリリンは家族同然のペットだと思っていた。

　けれど、ペットに罪はないとはいえ、麻里絵の置き土産であるマリリンを、志乃は本当はどう思っていたんだろう。どちらにしろ、虫が必須のヒョウモントカゲモドキを飼い続けることは、少なからず志乃のストレスになる。

　今まで彼女が許してくれていたことに甘んじていたけれど、これを機に考え直そうと決めた。

　志乃は『私のワガママのせいで、淳耶さんの大事なマリリンを手放さないで』と言ってくれたけど。今までワガママを通し続けてきたのはこっちだし、俺にとって志乃以上に大切なものはない。

　正直、ずっと可愛がってきたマリリンを手放すのはすごく寂しいし、マリリンにも申し訳ないと思う。

　けれど、動物好きの両親に託すなら安心だし、会おうと思えばいつでも会いに来られる。家族同然だと思ってきたマリリンと離れるのは、結婚を機に別々の暮らしになる兄妹みたいなものだ。

「親父、もうマリリンを繁殖させるつもりで張り切ってるよ。この分じゃ、俺たちより早く子供がデキちゃいそうだな」

　実家に着き、ケージを車から降ろしながら言うと、志乃は照れくさそうに「淳耶さん、気が早い」なんて笑っていた。

「マリリンもだけど……志乃が来ること、親父もお袋もすごく楽しみにしてたよ。俺が惚れ込んだ最高の女の子だって伝えといたから」

「えっ！　そんな、プレッシャーかけないでくださいよぉ」

　玄関に向かいながら志乃をからかえば、予想通り彼女は頬を赤らめて、緊張を露わにする。

　そんな素直な反応が可愛くて、俺はついイジワルをしてしまう。

「俺の大切な人は頑張り屋で、でも意地っ張りで、拗ねた顔が最高に可愛いって両親には伝えてあるよ」

「そ……そんなことまで言わなくていいじゃないですか！　もう、こんなときにまでからかって、淳耶さん嫌い！」

　プイッと顔を背けてしまった志乃に近づき、その頬に優しくキスをする。そして。

「俺は大好きだよ」

　心の底から想いを込めて告げれば、俺のほうを振り向いた志乃の瞳に、恋慕の色が浮かんだ。

「……イジワル」

「そうだね」

「……嫌い」

「知ってる」

「……大好き」

「うん、俺も」

　意地っ張りなセリフを紡ぎながら、瞳はいつだって『大好き』って甘えている。

　志乃のそんな素直じゃないところがたまらなく好きだ。両親に紹介に来たところだというのに、一刻も早く彼女と結婚したいと心が逸ってしまうほどに。

　――一生をともにすると誓い合い、ずっとずっと俺だけの志乃にしたい。

　すぐ近くまでやってきた未来を夢見て微笑めば、志乃も大きな瞳を細めて、素直な幸せを湛えた笑顔を返してくれた。
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あとがき




　こんにちは、桃城猫緒です。このたびは『イジワル上司と秘密恋愛』を手に取ってくださり、どうもありがとうございます。意地っ張りな志乃と大人な綾部のラブストーリー、いかがでしたでしょうか。お楽しみいただけたならば幸いです。

　前回、ベリーズ文庫から書籍化していただいた『課長の独占欲が強すぎです。』がほのぼのとしたコミカル作品だったので、今回はリアリティを意識したキャラクターとスピード感のあるシリアスを目指して書きました。

　けれど、書いてるうちにそれが行きすぎてしまったようで……書籍化の際、担当さんに『サスペンス成分が強すぎます！』とツッコまれたのはいい思い出です（笑）。

　そんなわけでサイト版に比べてサスペンス成分を少々抑えて、代わりにベリーズ文庫らしく甘さをたっぷりと加えました。おかげでヒーロー綾部が、地に足が着きつつも、イイ感じの溺愛キャラになったと思います。

　また、北沢きょうさまの描いてくださった表紙の綾部が、素晴らしくセクシーてんこ盛りで……！　最初の執筆時に比べ、私の中で綾部の株が爆上げになっております（笑）。この本を読まれた方にも、年上セクシーヒーローのよさが伝わりましたなら、万々歳でございます。




　最後になりましたが、今回も書籍化に当たり、たくさんの方にお力添えいただけましたこと、心より感謝いたします。

　ドキドキ感満点の表紙イラストを描いてくださった北沢きょうさま、可愛らしい志乃と色気たっぷりの綾部をどうもありがとうございました！　シリアスな小説なのに打合わせはなぜか終始爆笑だった担当の森上さま、前回に続き今回も楽しく作業させていただき、どうもありがとうございました。今回よりお世話になりました説話社の額田さま、細かいところまで見てくださりどうもありがとうございました。この本の編集出版、販売に携わってくださった皆さま、どうもありがとうございました。

　そして、いつも応援してくださるファンの方と、この本を手に取ってくださったすべての方へ、最大級の感謝を込めて。どうもありがとうございました！
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